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　胸の真っ平らな小娘に両手足を縛しばられたあげく、言うことを聞けと迫せまられている。

　……酷ひどい状況だ。

「さあ、グラン。やるって言いなさい！　私と一いつ緒しよに」

　燃えさかる炎のような紅くれないの瞳ひとみで、小娘が詰め寄ってくる。

　こいつの名前はレナ。レナ・クセノキス。これでも、昔は王女様だったんだ。五年前に滅ほろんじまったマルーサ王国ってところのな。まあ、身分の低い側そく室しつの娘だったから王宮とは離れたところで暮らしてたんだが。

　ちなみに俺おれも、こいつと会うのは五年ぶりだ。ついさっき奴ど隷れい市場で再会して、落ちぶれていた俺を安く買い取ってくれた。

　目め鼻はな立だちは整っている。三日月みたいにきれいな弧こを描く眉まゆ。安宿の天てん井じように吊つるされたランタンの明かりでさえ光り輝く金きん髪ぱつ。ああ、少々癖くせっ毛けだな。

　そして胸はない。悲しいほどに。

「聞いてるの、グラン!?」

　怒ど鳴なられた。きれいな眉が逆立ち、目つきも更にきつくなる。

「……そんな怖い顔すんなよ、レナ。ちゃんと聞いてるから」

「じゃあ、早く言って！　私と一緒に皇こう帝ていを殺すって。祖国の仇かたきを、兄様の仇を討うつって。今すぐ誓ちかって！」

「そのことなんだけどな」

　俺は無理やり座らされた椅い子すの上で軽く居住まいを正し、相手の目を見て言った。

「復ふく讐しゆうなんてやめとけ。虚むなしいだけだぞ」

「そんな台詞せりふは聞き飽きたわ」

　あっさり返される。

「この五年間、自分でも考えた。ソフィアにも何度も止められたわ。だけど、だけどっ、やっぱり許せないっ。兄様を騙だまし討うち、民を惨ざん殺さつした帝国を！　グラン、あなただってそうでしょっ？　悔くやしくて堪たまらないでしょっ？　兄様の仇を討ちたいでしょっ？」

　俺は、正直、答えられない。悔しい？　どうなんだろうな……。

　答えの代わりに質問を被かぶせる。

「そうは言ってもな。どうやって皇帝を殺すんだ？　相手は、帝国民ですら姿を見ることができないって存在だぜ。もはや生ける伝説だ。近づく術すべがない」

「それは、ちゃんと考えてあるわよっ。一緒に『神しん装そう演えん舞ぶ会かい』に出るの。そこで優勝すれば、皇帝に目通りが叶かなうのよっ」

　レナは一枚のチラシを俺の目の前に突きつけた。

　そこには『大たい陸りく統とう一いつ　五周年記念　第一回神装演舞会』という太字の見出し。

　そして派手な絵の下に、長ったらしい煽あおり文が書いてあった。

　求む！　最強の挑戦者たち。

　栄光あるバシャール帝国が大陸統一を成なし遂とげて五年。偉い大だいなる皇帝陛へい下かの御ご発はつ案あんにより、ここに第一回神装演舞会の開かい催さいを告知する。

　いまだ野やに伏ふせる神装、そして装纏ロギウス者たちよ。「大陸最強」の名めい誉よを得るため、今こそここに集つどえ！　戦いの舞台は、帝てい都とカポルネを含むコスケンコルヴァ地方一帯。広大な領域で繰り広げられる戦いに勝ち抜き、栄えい冠かんを手にするのだ！

　演舞会優勝者には、偉大なる皇帝陛下への謁えつ見けんが認められ、如い何かなる願いでも叶えていただける。あらゆる富と名声がほしいままとなろう。

　我こそはと思う強つわ者ものたち、商しよう都とミグザリアに集え！

「どうっ？　大陸中の『神装』を集めて、大規模な戦いを行うお祭りよ！　その優勝者は皇帝に会うことを許され、どんな願いでも叶えてもらえるっていう触れ込み！」

「……そこで皇帝を暗あん殺さつしようってか？　レナ、お前の計画は穴だらけだぞ」

　俺は頭かぶりを振った。

「まず、大会で優勝できるかどうか分からねえ。ってか、『戦い』って何をするんだ？」

「そんなの、決けつ闘とうに決まってるでしょ」

「そうかあ？　広大な領域ってのが気になるんだけどな」

「何だっていいじゃない！　とにかく勝てば良いのよ、勝てばっ」

　レナがむくれる。仕方ないので、そこは棚たな上あげにして続けた。

「あのな。万が一優勝できたとして、武器を持ったまま皇帝に会えるわけねえだろ。護ご衛えいも何人もついてるだろうし、どうやって暗殺すんだ？　まさか皇帝に『死んで下さい』ってお願いすんのか？　その場で打ち首にされるぞ」

「そ、それは……」

「もうお止やめ下さい、レナ様」

　言いい淀よどんだレナの肩に、そっと手が置かれた。

　それまで部屋の隅すみで大人おとなしくしていた召めし使つかいの女――ソフィアとかいったか――が、こっちにやってきたんだ。

　俺はすかさず視し線せんを走らせる。レナの斜め後ろに立ったことで、エプロンドレスに覆おおわれた、たわわなおっぱいが近くに寄った。今、ちょっと揺ゆれたよな？　これはいいものだ。大きさだけでなく形も良い。服の上からでも――

「汚けがらわしい」

　頰ほおに強きよう烈れつなビンタをお見舞いされた。

「痛いってえ！　何すんだよっ」

「私の胸はレナ様だけのものです！　汚きたない目を向けないでいただけますか」

　おっぱい召使いが堂々と言い放つ。この女……ビンタしたとき、おっぱいも見事に横揺れした。すげえっ。

　もう一発ビンタを食らう。ごめんなさいっ。

「レナ様、やはりこんな変へん態たいを使うのは止めましょう。レナ様が期待するような力がこいつにあるとは、私には到底信じられません」

　俺に対するときとはまるで違う、すがりつくような声でソフィアが言う。言い方は気にくわねえが、まあ、それには俺も同意見だ。

「そんなことない！」

　ところがレナは否定した。

「グランは強いわ！　必ず味方になってくれるっ。だって、兄様が一番信頼していたんだから！　一緒にマルーサ王国を、私たちを守り続けてくれたんだから！」

「……でも、守りきれなかったぜ」

　自じ嘲ちようする。結局、俺は何も守れなかった。そして無ぶ様ざまに生いき存ながらえている。

「それは、帝国の司し令れい官かんが卑ひ怯きよう者ものだったからよ！　兄様とグランに勝てないからって、和わ議ぎを申し入れておきながら会議の場で襲おそうだなんてっ……」

「レナ様っ」

　ソフィアがレナを抱きしめる。俺に嫌けん悪おの目を向けてきた。












「こいつは何の役にも立ちませんわ。どれだけイリアス様が信頼していたとしても、今はただの奴隷ではありませんか。レナ様もご覧になったでしょう？　奴隷市場で品定めされるこいつの貧ひん相そうな姿を」

「違うっ。それは誰だれも、グランのことをわかっていなかったからっ」

　召使いのおっぱいの谷間に埋められていた顔を上げ、レナが言い返す。その位置、俺と代わってくんねえかな。

「グランは最強の神装なのよ！　《戦せん変ぺんのグラン》って有名だったんだから！　兄様と一緒に『ミハーラの災さい厄やく』から大陸を救った英えい雄ゆう！　兄様もいつも自じ慢まんしていたわ！　会いに来て下さったとき、色んな姿も見せてくれたのよ！」

　……そういう恥ずかしい話は、よそでやってくれ。

「レナ様。私、その神装というものが、どうにも今ひとつ理解できませんもので」

「だから、何度も説明したでしょう。普段の見た目は私たちと変わらないけれど、神装は自分の体を武ぶ器きや防ぼう具ぐに変化させられるのよっ。神装のお陰かげで、大陸中のたくさんのことが変わったんだから！」

「はあ……」

　ソフィアの目には戸と惑まどいしかない。まあ、普通はそうだ。実際に見たことねえ奴やつには想像し難がたいだろうな。

　人間や動物の姿をしたものが、武器や防具に変化するなんて。

「ほら、これを見てっ。神装には必ず体のどこかに特別な紋もん章しようが刻きざまれてるの。グランの右肩にもあるでしょっ。これが証しよう拠こよ」

　レナは懸けん命めいに説明を続けた。俺の服の襟えりを引っ張って無理やり右肩をはだけさせる。ソフィアが眉根を寄せた。

「レナ様っ。はしたないことはお止め下さい」

「あ、ごめんなさいっ。でも、見て。これがそうなのよ！」

　俺の右肩には、同どう心しん円えんの三重丸と中心から放ほう射しや状じように七本の針が突き出てるような図ず柄がらの紋章が刻まれている。とはいえ、これが神装を現す印だって知識がなかったら少々変わった入いれ墨ずみに過ぎないんだがな。

「そうだっ。グラン、変化してみせてよ。私の武装になって！　昔の感覚を思い出したら気持ちも変わるかもしれないでしょっ」

　レナが、名案を思いついたという顔になった。いや、これっぽっちも名案じゃねえからな。そんなことしたって気持ちは変わらねえし、そもそもお前みたいな真っ平らな胸の小娘じゃ全くやる気が起きねえよ。

「断る」

「どうしてっ？」

「俺は今後、おっぱいの大きな女の神装にしかならないと決めたんだ」

「…………」

　レナが自分の胸に手を当て、肩を小刻みに震ふるわせる。

「無ぶ礼れい者もの！」

　ソフィアに頰を思い切り叩たたかれた。目の前でおっぱいが横揺れする。

「レナ様のお胸は小さいのではありません！　慎つつましやかなだけです。いつも『これから大きくなるわよね』とお気になさっているというのに、あなたは何と恥はじ知しらずなことを言うのですかっ」

　いや、お前の方が大分酷いこと言ってねえっ？

「だいたい、あなたごときがレナ様のお体に密着するなど、言ごん語ご道どう断だん！　ほら、この毛布で良いでしょう。あなたが本物の神装だというのなら、これにまとわりついて武装とやらになってご覧なさい」

　ソフィアはベッドから毛布を引ひっ摑つかみ、それをぐるぐるに丸めて俺に突きつけた。

「バカ言うなっ。神装は装纏者……あー、つまり、人間の武装にしかなれねえんだよ。犬とか猫とか、そういう動物はもちろん、神装が神装を纏まとうことも不可能だ。毛布なんて無理に決まってんだろうが」

「何ですか、それは。噓うそではないでしょうね？　ハッ！　ま、まさか私の体にまとわりつきたくて、そのようなことをっ？　この変態！　さっきから私の胸ばかり見ているからおかしいと思っていたんですっ。私の胸が大きいからって！　私の胸がレナ様と違って揺れたり弾はずんだりするからって！」

「おっぱいを見てたのは認める！　だが、人間にしか神装は纏えねえってのは本当だ！　ところで、お前、さっきから何なに気げに自分のおっぱいが大きいの自慢してねえか？」

「な、何を言っているのですか。汚らわしいっ」

「……そうよね」

　ぼそり、と呟つぶやき声がした。

　俺とソフィアは弾はじかれたように振り向く。

　そこには、一振りの剣を握り締めたレナがいた。

「どうせ私は、胸がないわよ……。兄様も『これから大きくなるよ』って仰おつしやってたけど、そんなの、気休めだって気づいてたわよ……」

　レナが持つ剣の鞘さやには、マルーサ王国の紋章がついている。あれはマルーサ王家に代々伝わる宝ほう剣けん。確かイリアスが持っていたはずだが、そうか、形かた見みの品か……。

　などとしんみりしている場合でもなかった。

「だけど、だけどね。そこまで言うことないじゃない……」

　兄貴の形見の鞘を払い、レナが俺たちを見下ろす。

　やべえ。目がすげえ怖こえぇ。

「落ち着け。落ち着くんだ、レナ。お前は今、正気を失っている」

「そ、そうです、レナ様っ。剣をお収め下さい。胸の大きさなど、小さなことではありませんか……」

「小さくて悪かったわねえっ！」

　今のは完全におっぱい召使いの失しつ言げんだろおっ？

　レナが剣を振り上げた。

　あ、俺、死んだ。

　そう思ったとき。

　派は手でな音を立てて部屋のドアが吹き飛んだ。

「えっ？　何っ？」

「レナ様！」

　レナが目を丸くし、ソフィアが素早くご主人様を背後に庇かばう。俺はといえば、ドアが吹っ飛んだときの風圧で椅子ごとひっくり返って床に転がった。

　おいおい、嫌な予感がするぞ……。

　両手足を縛られているので、芋いも虫むしみたくもぞもぞ動いて首を巡めぐらせる。ようやく部屋の出入り口が視界に入ったとき、耳みみ障ざわりな声が無ぶ遠えん慮りよに飛んできた。

「いやあ、失礼失礼。ノックが少々強すぎましたかな。これだから安宿は良くない。軽く叩いただけでドアが壊れてしまいます」

　舌打ちする。この声には聞き覚えがあった。覚えたくなどなかったが。

「お嬢じようさん。先程は売れ残りの奴隷をお買い上げ頂き、ありがとうございました」

　慇いん懃ぎん無礼という言葉がしっくりくる物言い。豚ぶたに服を着せて顔面に油を塗ぬりたくったら全く見分けがつかなくなるだろうハゲオヤジが、耳障りな声で笑いやがる。

　奴隷商人。二年前、あてどなく彷徨さまよっていた俺を捕まえて奴隷市場に売りに出した屑くず野や郎ろうだ。俺も癪しやくだったんで好き勝手やって買い手がつかないようにしてやったが。お陰でさっき、レナに随ずい分ぶんと安く売り払われちまった。

　俺が床に寝転がったままハゲオヤジを睨にらんでいるというのに、当の本人は何ど処こ吹く風でレナたちに薄汚い笑みを向けてやがる。そういえば、ハゲオヤジの後ろにもう一人いるな。あいつは……。

「それで、大変申し訳ないのですが、あの奴隷を買い戻したく思いまして。もちろん、お代は倍にしてお返し……どうなさいました？」

　ハゲオヤジは、そこでようやくレナが剣を握っているのに気づいたらしい。訝いぶかしげに目を細めた。レナは慌あわてて剣を鞘に戻し、「何でもないのよ」と手を振る。

「……そう、ですか。それでですね。先程の奴隷、倍額で買い戻させていただけないでしょうか？」

　驚くほど気前の良いことを言い出した。他人の命より銀ぎん貨かが常に優先される屑野郎が奴隷の代金を倍にして返すだと？　こいつは、俺の正体がばれたっぽいな。後ろにいる鎧よろい姿の男も、間違いねえ。

「断るわ」

「あんな奴隷、他にいくらでも用立てできますので、代わりの……何ですとっ？」

「断ると言ったのよ。グランはもう私のもの。幾いくら銀貨を積まれたって誰にも渡す気はないわ。さっさと帰ってちょうだい。あ、壊したドアの修理費と宿屋に対する迷めい惑わく料りようは置いていってね」

「…………あ」

　レナの返答は相当意外だったらしい。ハゲオヤジが釣つり上げられた魚みたく口をパクパクさせる。こいつは傑けつ作さくだ。

「……理由を、お聞かせ頂けますか。どうしてあれに拘こだわりますので」

　顔面に脂あぶら汗あせを噴ふき出だしながら、何とか笑顔だけは保ってようやく口を開いた。対するレナは堂々と返す。

「それはこちらの台詞だわ。あなたはグランを早く売り払いたかったのでしょう？　それを、どうして急に買い戻そうと思ったのかしら？　それも倍額だなんて」

「それは、その……」

「おいジジイ。まどろっこしいことやってねえで、さっさと片付けちまおう」

　ハゲジジイの後ろにいた鎧野郎が前に出てきた。俺は咄とつ嗟さに叫さけぶ。

「レナ！　ドアを吹っ飛ばしたのはそいつだっ。離れろ！」

　すぐに反応したのはソフィアの方だった。

　どこに隠していたのか、ナイフを抜いて身構える。

　レナも再び剣に手を掛けた。

　でも、それじゃダメだっ。

「遅おせぇよ」

　鎧野郎が腕をかざす。

　瞬間、その腕が一直線に伸びてソフィアとレナをまとめて突き飛ばした。

　いや、伸びたのは腕じゃない。奴が纏っている鎧の方だ。

　悲鳴を上げ、二人とも安宿の薄い壁に叩きつけられる。ソフィアの手からナイフが滑すべり落おちた。

「ソフィアっ？」

「くっ……不覚……」

　レナがソフィアの肩を抱く。おっぱいが苦しげに揺れた。

「はいはい、そこで大人しく寝てろ。おいジジイ。さっさと連れていこうぜ」

　鎧男が俺に向かって顎あごをしゃくる。ハゲジジイがやれやれと首を振った。

「乱暴は良くないぞ、ギウス。わしはなるべく穏おん便びんに済ませたかったんだ」

「いきなりドアぶち破っといて、よく言うぜ」

　俺は文もん句くを言う。

「おや、グラン。そんなところにいたのか。お前を手放したのは大間違いだった。もっと高値で買ってくれるところがあったんだ。全く、まんまと騙されたよ。殺しても死なないような頑がん丈じようさだけが売りだと思っていたのに、まさか神装だったとはね」

　たるみきった顎をぶるんぶるん振るわせながら、脂ぎった豚もといハゲジジイが俺のところにやってきた。こっちが縛られてるのを見るなり、ゲラゲラ笑い出す。

「ギウス、これはいいぞっ。運びやすいよう縛って準備してあるじゃないか。さっさと担いで持って帰ろう」

「自分で担げ、ジジイ」

「な、何だとっ。お前、わしが幾ら払ったと思ってるんだ！」

「俺は用よう心じん棒ぼうとして雇やとわれたんだ。荷物持ちなら別に雇いな」

「き、貴様っ……」

　ハゲジジイが歯は軋ぎしりをした。ジジイもジジイだが、このギウスって奴も世よ慣なれてやがるな。しかし、妙な話だ。ちょっくら時間稼かせぎがてら、訊きいてみるか。

「おい、そこのハゲジジイ」

「何だとっ？」

　ギウスを睨みつけていた豚じゃなくてハゲジジイが俺を見下ろした。うわあ、いつ見ても気持ち悪わりぃな。

「てめえ。市場で俺を売った後、レナを尾行させたな。俺が神装だって気づいてなかったはずなのに、どういう了りよう見けんだ」

「ふん。つまらんことを訊く奴だ。長年この世界で生き抜いてきたわしの勘かんだよ。奴隷市場にどこぞのお嬢さんが奴隷を買いに来る。こんなこと滅めつ多たにないぞ。で、何か裏があるんじゃないかと尾び行こうさせたってわけだ。そうしたら、お前が神装だっていうじゃないか！　全く油断も隙すきもありゃしない」

　ハゲジジイは楽しそうに語ってくれた。

「態度の悪い奴隷はさっさと売り払いたかったが、神装となると話は別だ。帝国は神装を高く買ってくれる。お前はこれから帝都に持っていくんだ」

　なるほど。てめえが心底、金の亡もう者じやだって改めて確認できて良かったよ。

「ギウスっ。割増料金は払ってやる。だからさっさとこいつを運び出せ！」

「まいどあり」

　ハゲジジイが命令し、ギウスが鎧の音をガチャガチャさせながらやってきた。腰を屈かがめ、俺の顔を覗のぞき込こむ。

「こいつが、かの有名な《戦変のグラン》ねえ。『ミハーラの災厄』から世界を救い、最後まで帝国と戦った小国マルーサの英雄王子イリアス。その元神装か。ハッ！　ただの薄汚ねえガキじゃねえか。しかも黒髪黒瞳ときたもんだっ。こりゃ奴隷と区別なんてつきゃしねえわな」

　せせら笑いながら、ギウスは俺の腰に腕を回して担ぎ上げた。

「せやあ！」

　ギウスが出入り口へ歩き出したところに、レナが飛びかかった。剣を振り下ろす。しかしそれはギウスの鎧にあっけなく弾かれた。

「嬢ちゃん、甘いねえ」

　今度は鎧の肘ひじから棒が突き出す。肩を打うち据すえられ、レナは体勢を崩くずした。そこに鋭するどい蹴けり。腹を踏ふみつけられ、伸びる鎧で再び壁に叩きつけられた。

「かはっ……」

　肺の空気と涎よだれを吐き出し、レナは床に頽くずおれる。

　これには俺も、イラッときた。

「ギウスとかいったか。てめえ、ハゲジジイの用心棒兼けん荷物持ちだろうが。女子どもをいたぶってんじゃねえ。さっさと俺を連れていけ」

「何だよ、威い勢せいが良いな。神装くん」

　ギウスがニタリと笑う。汚ねえ面してやがった。こいつもクソ野郎か。

「行くぞ、ギウス。あまり騒ぐとさすがにまずい。ここの主人に幾ら握らせたと思ってるんだ」

　ジジイはジジイで相変わらずだな。何でも金で解決ってか。

　しかし、まずいことにギウスは雇い主の命令を無視した。

「気が変わった。荷物持ちの代金はまけといてやるよ。その代わり、そこのお嬢ちゃんともう少し遊んでいくことにする」

「おい、ギウスっ」

「うるせえ、ジジイ！　すっこんでろ」

　そう言ってクソ野郎は、ハゲジジイに向かって俺を投げつけた。「ぶひいっ」と豚のような悲鳴を上げてジジイがぶっ倒れる。俺は脂ぎった腹の上で懸命に身を起こそうと藻も掻がいた。

「嬢ちゃん、立ちなよ。楽しいのはこれからだぜぇ」

　ギウスがヒャハッと笑う。

　レナは腹を押さえたまま立ち上がった。気き丈じようにも剣を構え、相手を睨みつける。

「おお、いいねえ。気の強い女は大好きだ」

　誘うように両腕を広げた。隙だらけだが、それでもレナの剣は奴に届かないだろう。あいつの鎧は、あらゆる部分を一定の長さまで伸ばすことができる。そういう神装なんだろうよ。相手が動いたところを見計らって突き飛ばすつもりだ。

「…………」

　レナは構えたまま動かない。

「どうした？　早く来いよ。そして俺に見せてくれ。その強気な顔がじわじわ恐怖に染まっていき、最後には這はいつくばって泣き叫ぶ姿を。俺は、気の強い女が大好きだ。そういう女を嬲なぶりに嬲って屈くつ服ぷくさせるのが堪らなく好きなんだよおっ」

　こいつ、真性のクソ野郎だ。

　正直、俺は苛いら々いらしていた。今すぐ立ち上がって奴をぶん殴なぐりてえっ。でも、いかんせん縛られたままじゃ――

　あれ？　ソフィアは、どこ行った？

　レナが立っている場所より少し右の方に、たわわに実ったおっぱいが倒れていたはずなんだが見当たらねえ。いつの間に移動した？　そして今どこに？

　何て思っていたところに縄なわが緩ゆるむ感触。

　そっと首を巡らせる。

　大きなおっぱい様が目の前にいた。

　音もなく俺の側そばに忍び寄り、両手足を縛っていた縄をナイフで切ってくれたんだ。

「私はあなたを信用していません」

　小声でそんなことを囁ささやかれた。

「でも、この場は恥を忍んでお願いします」

「その必要はねえよ」

　俺はソフィアに答える。

「ちょうど俺も、あのクソ野郎を殴りてえと思ってたところだ」

　言うが早いか、床を蹴って飛び出した。一気に間合いを詰める。

「あん？」

　ギウスが鬱うつ陶とうしそうに振り向いた。鎧の肩から棒が突き出す。

「っと」

　紙かみ一ひと重えで躱かわし、クソ野郎の脇をすり抜けた。壁際に駆け寄る。

「今回だけだからな！」

　目を見張るレナに言い放ち、俺は抱きついた。

　耳元で囁く。

「『装纏ロギア』って叫べ」

　レナは飲み込みが早かった。戸惑いながらも「装纏！」と叫んでくれた。

　右肩の紋章が淡あわく輝き、俺の体が瞬しゆん時じに構造を変える。

　体が細かく分解され、組み合わさり、硬こう質しつ化か。

　レナの真っ平らな胸に、割りとしっかりした肩に、健けん脚きやくそうな足に纏われた。

　そして腰に一振りの剣が下がる。

　瞬まばたきする間もない早さで――

　武装化、完了。












　と、ほぼ同時。

「まとめて押し潰つぶされろおおおっ！」

　ギウスが両腕を振って鎧から十数本の棒を突き出した。

　安宿の薄っぺらな壁は、あっけなくぶち抜かれた。




「街まち中なかだってのに、派手にやってくれる」

　俺は壁に大穴の空いた安宿の二階を見下ろした。

「こ、これって……」

　レナが戸惑っている。胸の鼓こ動どうが速くなってるな。ちょっと落ち着いてもらいたいんだが。初めてじゃしょうがねえか。

　現状をざっくり説明すると、俺は鎧と剣に変化してレナに纏われている。

　肩けん甲こう、胸きよう甲こうに肘まで守る手しゆ甲こうと膝ひざまでの長さがある足そつ甲こう。腰には一振りの長剣。これが武装中の俺の基本的な姿、《剣つるぎ》だ。

　そしてレナは宙に浮いている。神装は装纏者を宙に浮かせることができるんだ。ちなみに、さっき「見下ろした」って表現したが、俺自身は目で見たってわけじゃない。全身で感じ取ってる感覚だ。

　壁の大穴からギウスが顔を出した。周囲を窺うかがっている。

「おい、レナ。奴から距離を取るぞ」

　そう言って俺は高度を上げた。

　すぐに安宿の建物が小さくなり、商都ミグザリアの街並みが夜よ闇やみの中にぼんやりとした輪りん郭かくを浮かび上がらせる。夜も深い。いくら帝国最大の貿ぼう易えき都市でも明かりがついている建物は少なかった。

「このくらいでいいか」

　地上より星の方が近く見える高さまで上がったところで、一息つく。上空は少し風が強かった。今夜の月は十じゆう三さん夜やってところだな。

「ね、ねえ、グラン……」

　さっきからレナの心臓の音がうるさい。服の上からとはいえ、密着しているんで気になっちまうんだよなあ。

「グランってば！」

「どうした」

「何で、こんな上まで上がらないといけないのよ」

「そりゃ、ギウスとかいうクソ野郎の纏ってる神装を警けい戒かいしてだよ。それから、お前に訊かなきゃいけないこともあるんでな」

「こ、こっちだって訊きたいことがたくさんあるわ！」

「まあ、落ち着け。さっきからお前の心臓の音が大きすぎて困るんだわ」

「えっ？　ちょっ、そんなことまで、わかるのっ？」

　レナが自分の体を抱きしめるようにして胸に手を当てる。

「その質問は、俺が訊きたいことと関係してるな。レナ、念のため訊くが、今まで神装を纏ったことは？」

「……ないわ」

　こいつなりに気を遣つかったのか、レナは俺の問いに深しん呼こ吸きゆうしてから答えた。少しは鼓動が落ち着いてきたか。

「じゃあ、神装を纏って戦うのも、神装同士の戦いも初めてってわけだな」

「でもっ、神装についての知識はあるわ！　あなただって覚えてるでしょっ。私の目の前で、兄様があなたを纏って空を飛んでみせてくれたわ。神装はただの武装じゃない。装纏者を宙に舞わせることができる神の装備。その力は一いつ個こ師し団だんを凌りよう駕がする――」

「悪ぃ、レナ。思ったより早いお出ましだ」

　足下から飛んでくる存在に気づき、俺はレナの話を遮さえぎった。

　俺たち神装は夜よ目めが利きく。月明かりだけでも相手の姿を捉とらえるのは容易たやすかった。ギウスがニヤニヤ笑いながら距離を詰めてくる。右腕を俺たちに向けて掲げた。

「来るぞ！　剣を抜けっ」

「わかってる！　やってやるわ……よ？」

「どうした？」

「ないっ。兄様の剣がないっ？　外に飛び出したとき、落としちゃったんだわ！　どうしようっ」

「落ち着け！　剣なら俺のがあるだろ！　イリアスの形見なら、ソフィアが拾ってる。今は奴との戦いに集中しろ！」

　また心しん拍ぱく数すうが上がりやがった。こいつ、戦い慣れしてないどころか戦った経験そのものがないんじゃねえのか？　そんなんでよく、皇帝を殺すとか言いやがったな。

　いや、ぼやいてる場合じゃねえ。

　奴の打ち出した棒が、物もの凄すごい速さで突っ込んでくる。

　俺は身を捩よじってそいつを躱した。

「くっ」

　レナが歯を食いしばる。ようやく剣の鞘を払った。

「次が来るぞ！」

「わかってるって！」

　俺の警告に言い返し、伸び上がってきた二撃目を受け流す。

　さらに三度、四度目の攻撃も巧たくみに捌さばいてみせた。

　良い剣けん筋すじだ。小さい頃からイリアスに教わってただけのことはあるじゃねえかっ。

　とはいえ、このままじゃジリ貧だな。

「レナ、一いつ旦たん逃げるぞっ」

「え？　きゃっ！」

　おっと、可か愛わいらしい悲鳴だ。

　俺は水平に飛んでギウスから離れる。当然だが、相手は追ってきた。

「何で逃げるのよ！　私の剣の腕を信じてないのっ？」

「お前の剣術がイリアス譲ゆずりなのは知ってるっ。でも、このままじゃ不利になる一方なんだよ。それに、説明しとかなきゃいけねえことがあるんだ！」

「こんなときにごちゃごちゃ言われたって、覚えられないわよ！」

「無理やりにでも覚えろ！　まず、俺の能力だが――」

「それは知ってるっ。《戦変のグラン》。戦った相手の能力を写し取って、自分のものにするんでしょ。今、幾つくらいの能力を持ってるの？　三十？　それとも五十？」

「そんなに持ってるわけねえだろ！　それに、お前の知識は中途半端だ。俺は確かに相手の能力を写し取れるし、戦ってる最中に能力を切り替えることもできる」

「やっぱりすごい！」

「いいから話を聞け！　写し取れるっつっても完かん璧ぺきじゃねえんだっ。まず、能力の全てじゃねえ。相手が使ってみせた力だけだ。それに写し取った相手の、そうだな、せいぜい八割程度の力しか使えねえ。どうしても劣れつ化かしちまうんだよ。だから同じ能力の奴と真正面からやり合うと必ず負ける！」

「何それっ？　聞いてないわよっ」

「だから能力は考えて使わないといけねえ。相手と相あい性しようの良い力で戦うんだ。イリアスは俺の持ってる能力を全部把は握あくしていたし、それを活いかす方法を考え出す頭もあった」

「じゃあ、私にも持ってる能力を教えてよっ」

「……そのことなんだが」

　どうしても、言い淀んじまうな。

「俺が今、持ってる能力は――」

　咄嗟に身を翻ひるがえす。

　レナの背中すれすれを棒、いや、鋭く尖とがった「杭くい」が突き抜けていった。もう奴の射しや程てい内に入っちまったってことか。

「今の何っ？　棒の先端が、尖ってたわよ！」

「やっぱり奥の手を隠してやがったな」

　レナは驚いてるが、そのくらいの予想はしていた。

　自分の手の内を隠すのは戦いの基本。ギウスの神装は、どうやら「棒」というより「杭」を突き出す能力だ。あとは正確な射程が分かれば良いんだが。

「レナ！　俺が持ってる能力は六つだ。今から言うから、一番得意なのを教えろっ」

「六つっ？　何でそんなに少ないのよ!?　昔はもっとたくさん持ってたはずよ！　私、見せてもらったことあるものっ」

「しょうがねえだろうがっ。……五年も使ってなかったんだ。忘れちまったんだよ。むしろ六つも覚えていたことを褒ほめてもらいてえくらいだ」

　突き出されてきた杭をかわす。痛いてっ。掠かすりやがった。

「いいかっ。使える能力は《太た刀ち》、《氷ひよう雪せつ》、《大おお弓ゆみ》、《大おお盾たて》、《大たい砲ほう》、《鋼こう線せんナイフ》の六つ。名前でだいたいの能力は分かるな？」

「《鋼線ナイフ》って何!?」

「最大三十一本の投げナイフを顕けん現げんさせられる能力だ。ナイフの柄つかには鋼線が繋つながっていて、上う手まく操あやつれば変則的な攻撃が可能だぜ」

「何だか、難しそうな上に地じ味みね」

「てめえっ。戦場ではけっこう重ちよう宝ほうしたんだぞ！」

「それより《大弓》使いたい！　私、目が良いのよっ。よく狩りをしてたから、弓は得意なのっ」

　よく狩りをしてたって、どんなお転てん婆ば姫様だよ……。

「じゃあ、それでいくぞっ。念のため言っとくが、武器の扱いは全て装纏者、つまりお前任せだからな！　上手く俺を使いこなしてくれよっ」

「動きや防ぼう御ぎよはグランで、攻撃は私が受け持つってこと？」

「そういうことだ。俺たちはあくまで装纏者を守るための存在。俺の身体からだを『武器』として扱えるのは装纏者のお前だけだからなっ。俺とお前の相性が試されるぜ」

「兄様と息が合ってたんなら、私とも相性良いはずよっ」

「その威勢の良さは頼もしいな！　換装ウエスト！」

「換装？　ひゃっ」

　また可愛い悲鳴を上げやがる。

　俺は《大弓のロクサーヌ》から頂いた《大弓》の姿に換装した。

　再び全身が分解され、組み換えられてレナに纏われる。瞬時にばかでかい弓と手甲、それに胸甲と鉄てつ板ぱんつきの鉢はち巻まき姿になった。

　すぐに速度を上げる。この姿は長距離攻撃が得意な反面、軽けい装そうになっちまうからどうしても防御力に不安が残るんだ。可能な限り、敵と距離を取りたい。

「矢はっ？　弓だけじゃどうしようもないわよ！」

「弓を引いたら、勝手に神しん気きの矢が生み出されるっ」

「神気って何!?」

「何つうか、大気中にある力の源だ！　俺たちはそれを使って能力を発はつ現げんさせんだよ。とにかく弓を引いてみろっ。当てようとしなくていいから、奴に向けて撃ちまくれ！」

　俺は体を反転させてギウスと向き合った。

　こっちの思おも惑わくに感づいたらしく、奴が速度を上げて突っ込んでくる。

「当てるに決まってるでしょ！」

　レナが弓を引く。俺の補助があるから見た目ほど重くはないが、それにしても堂どうに入いった構えだった。一射。

　そしてすかさず二射。

　ギウスは一射目を躱したものの、二射目は意表を突かれたようで鎧で防御した。鈍にぶい音が夜空に響き、大気中にある力を固めて作り上げた神気の矢が砕くだけ散ちる。

「良い感じだ！　どんどん放てっ」

　風を切って飛び回り、相手との距離を保ち続ける。

　でたらめな軌き道どうを描いているので辛つらいはずだが、レナは歯を食いしばって矢を放ってくれた。意外と根性あるな、こいつ。

「うぜえええええええ！」

　連射される弓矢の攻撃に、とうとうギウスが吠ほえた。

　俺はわざと空中で動きを止める。

「ちょっとグラン!?」

　焦あせったレナの声。

　大丈夫。狙ねらい通りだ。

「死ねやあああ！」

　怒ど声せいとともにギウスの鎧が伸びた。一直線にこっちへ伸びてくる。

　俺は全力で後退した。

　しかし伸びてくる杭の方が速い。

　このままだとレナの真っ平らな胸に突き刺さっちまう。

「けっこう伸びやがるな！」

　俺は叫びながら換装した。

《大盾のリュメール》を複写した盾に換装する。レナの体を完全に覆い隠す大きさの盾だ。換装を終えると同時に火花が散る。奴の杭が盾に激げき突とつした。

「くおっ！　まだ押しやがるのかよっ」

　けっこう痛いてぇ。しかもグリグリ抉えぐってきやがる。杭が回転してるんだ。

「グランっ」

「大丈夫だ！　この程度、どうってことねえっ。それよりギウスの方をよく見てろ！」

「わかったわっ」

　杭にグリグリやられながら、俺はひたすら後退する。この距離でこの威力。思ってた以上に射程は長なげぇぞ……。

「グラン！　あいつ、近づいてきてる」

　おっと、まずい。この状態で距離を詰められたら、こっちが不利だ。《大盾》は防御力特化のせいか、動きが鈍い。俺は敵の杭を受け止めることを諦あきらめて横に弾いた。衝しよう撃げきで吹っ飛ばされる。レナの悲鳴を聞きながら換装。

「一旦、離れるっ」

《剣》に戻り、町に向かって滑かつ空くうする。

　ギウスとの距離はまた広がった。とはいえ、すぐに追いついてくるだろう。その間に考えをまとめて対策を練らないといけねえ。

「あいつの杭の射程は相当長ぇぞ。あんなのを何本も突き出されちまったら……」

「そのことなんだけど」

「どうした？」

「さっき、あいつのことをよく見てろって言ったわよね」

「何か気づいたのか？」

「気づいたっていうか……気のせいかもしれないけど。ちょっと遠かったし、暗いからよく見えなかったし」

「何でもいいっ。言ってみろ！」

　ミグザリアの町が近づいてきた。建物の輪郭が少しずつはっきりしてくる。

「あいつの鎧が、脱げたように見えたのよっ」

　レナの叫びに、俺はハッとした。

「もっと具体的に言え！」

「だから……あいつの肩の辺りとかが、剝むき出だしになってるように見えたのっ。全身、鎧で覆われてたはずなのに……。あと、輪郭が一回り小さくなってた、と思う」

　……なるほどな。

「レナ、お手て柄がらだ。良い目してるぜ」

「本当っ？　何か、わかったの？」

「ああ。十じつ中ちゆう八はつ九く間違いねえ。対策も、考えついた」

　上手くいくかは五分五分かもしれねえ。でも、奴はただの傭よう兵へいだ。俺たちが手て強ごわいと感じたら引くはず。あのハゲジジイとどんな契けい約やくしてんのか知らねえが、自分の命を優先させるだろう。

　俺は作戦をレナに伝えた。

「それ、上手くいくのっ？」

「さあなっ。もっと良い手があるなら今すぐ言ってくれ！」

「……わかったわよっ」

「じゃあ、行くぞ！」

　再び上昇。《大弓》に換装する。すぐにギウスが距離を詰めてきた。

「撃て！」

　俺の合図とともにレナが矢を連射する。なかなか良い腕だ。飛び回ってるせいであまり当たらねえが、確実に相手を苛つかせてる。

「バカの一つ覚えみてえに撃ってきやがって！　効かねえっつってんだろうが！」

　またギウスが吠えた。

「来るわよ！」

　俺より早く、レナがその気け配はいを察する。奴が腕を突き出した。

　肝かん心じんなのは、ここだ！

　換装。

《鋼線ナイフ》に変わる。

「せいっ！」

　レナがギウスに向けて投げナイフを放つ。

　すれ違うように杭が突っ込んできた。

　俺はレナの左腕を引っ張り上げて丸盾で受ける。

　ガスッと杭が突き刺さった。

「痛ってえええ！」

　つい叫んじまった。くっそお。やっぱ《大盾》級じゃないと受けきれねえのかっ。

「グランっ？」

「大丈夫だ！　お前の腕までは貫かん通つうさせねえよっ」

　けっこうやせ我慢だったが、ギリギリのところでレナの腕は守った。とはいえ、問題はこっからだ。

　レナが放った投げナイフは、ギウスにあっさり躱された。

　対する俺たちは杭に押し込まれ、急降下する。ものすごい速さで地面が迫ってきた。懸命に堪こらえて減速させるが、押し込む力は強い。杭がグリグリ回転して俺を抉りまくってきやがる。

　ついに地面に墜つい落らくした。

「カハッ」

　背中からもろに打ちつけられたせいで、レナが苦しそうに息を吐き出す。悪ぃ。なるべく衝撃を吸収してやりたかったんだが……。

「ヒャハハハハ！　良い眺めだぜえ。惨みじめに地べたに這いつくばる女を、こうして見下ろすのはなあ」

　クソ野郎が、予想通りのクソ台詞を吐いてくれた。

　レナが奴を睨み上げ、俺に刺さったままの杭を右手で摑む。

「ヘハハア。まだ抵抗すんのか、お嬢ちゃん。そんなことしても無む駄だだって――」

　ギウスの言葉が途中で止まった。

　手て応ごたえは十分。

　レナの右手には、気づかれないようそっと操っていた鋼線がある。その先には、さっき投げたナイフが繋がっていた。

　そのナイフは今、クソ野郎の背中に突き刺さっている。

　鋼線を切り離した。連れん結けつの切れたナイフはじきに消しよう滅めつする。

　案あんの定じよう、奴の背中から黒いものがしたたり落ちてきた。血だ。

「てめえっ……」

　歯は嚙がみするギウスの口元からも血が滴したたっている。

「引きなさい。今ならまだ助かるわよ。それとも、とどめを刺されたいの？」

　レナが良い感じに警告した。

　正直、今ならやれる。とはいえ、殺すほどの恨みはない。

「お、覚えてやがれ……」

　俺に突き刺さっていた杭が引いた。

　よろよろとふらつきながら、ギウスが飛び去っていく。

「終わった、の？」

「あの傷でやり合うのは、もう無理だろ。上出来だな」

「それにしても、よく背中ががら空きだって気づいたわね」

「お前が教えてくれたんだろうが。ようするに、奴の神装は総重量が変わらねえんだ。あの棒っつうか杭っつうかを伸ばすためには別の箇か所しよを薄くする必要があったんだよ。だから遠目には輪郭が一回り小さくなったように見えたんだ」

「でも、こんな単純な手に引っかかるなんて」

「俺たちを舐なめてたからだろうな。初めてにしては良い戦いっぷりだったじゃねえか、レナ。胸以外は成長したんだな」

「何ですって」

　レナが手甲で胸甲を、つまり俺で俺自身を殴りやがった。

「おい、こらっ。そういうことすんじゃねえ！　避よけようがねえんだぞ」

「あんたが余計なこと言うからでしょっ。まったく、どうして兄様はこんな――」

　瞬間、夜空が閃せん光こうに包まれた。

　耳をつんざく轟ごう音おん。

　レナが両手で頭を抱え、身を竦すくませる。

「落らく雷らい？　こんな天気が良いのに……」

　空を見上げた俺は、目を疑った。

　虚こ空くうに焼け焦げた人間が一人、浮いている。

　ギウスだ。

　奴に雷が落ちたんだ。

　その体から力が失われ、あっという間に地面に落ちる。

「やべえ……」

　思わず呟つぶやいた。

　あれは自然現象なんかじゃない。神装の能力だ。俺はあの能力の使い手を知っている。《雷らい撃げきのシェイル》。ここ、バシャール帝国皇帝親しん衛えい隊たいの一人が装纏している危険極きわまりない神装だ。

　あいつが、ここに来てるのか？　どうして……。

　そんな疑問に頭を悩ませている暇ひまもなかった。

「動くな！」

　わらわらと周囲から武装した連中が湧わき出だしてきた。レナがビクッと震えて左右を見回す。完全に包ほう囲いされていた。

「大人しくしろっ。我らは帝国軍ミグザリア防ぼう衛えい隊たいである。先程からの一連の騒ぎについて、署しよで話を聞かせてもらおうか」

　武装連中の一人がランプ片手に前に出てきた。ああ、そういうことね……。

　一応、俺らって被害者なんだけど、言い分、聞いてもらえるのか？
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「大陸に伝わる神しん話わだ」

　俺おれの前に、男が一人立っている。

「はじまりの神ノオラが《大たい樹じゆ》の洞うろから世界に向けて、一つの『種たね』を放り投げた」

　ハチミツみてえな艶つやのある金きん髪ぱつ。蒼氷色アイスブルーの瞳ひとみは涼すずしげで、さぞ女にもてるだろうって顔をしてる。背が高くて、仕立ての良いチュニックが嫌いやみなくらい似合っていた。

　ああ、こりゃ夢だな。

　ぼんやりとそんなことを思う。何な故ぜなら、今、俺の前に立って偉そうに喋しやべってやがる男は、もうこの世にいないからだ。

　イリアス・クセノキス。

　五年前、バシャール帝国に滅ほろぼされたマルーサ王国の第一王子。

　俺の、相あい棒ぼうだった男。

　帝国の罠わなにかかって殺された、大馬鹿野郎だ……。

「その『種』には世界中の人々を守るための力が宿っていたが、ノオラと敵対していた神々によって撃うち砕くだかれ、バラバラになって世界中に飛び散った」

　最後に見たときより幾いくらか若い。これは……俺とイリアスが出会って間もない頃の記憶か？　あのときもあいつは、こんなふうに話をしてくれた。

　神しん装そうについての話を。

「長い年月が過ぎ、大陸にカラルモン王国という大国が現れた。最さい盛せい期きには《大樹》を上り、神々の世界から様々な御み業わざを持ち帰ることすら成なし遂とげたという。しかし、そのせいで神々の不ふ興きようを買い、滅ぼされた。辛からくも生き残ったものたちは、世界中に散らばっていた『種』の欠片かけらの中に神々の御業を封ふうじ込こめた」

　今はすっかり聞き馴な染じんでる伝でん承しようだが、あのときの俺は呆ほうけた顔で話を聞いていた。

　何しろ、記憶を全て失っていたからな。

　自分が誰だれなのか。名前一つ思い出せなかったんだ。

　そんな俺を、あいつは王宮に連れ帰り「グラン」って名前までつけやがった。

「そして更に数百年が経たち、およそ百年前。とある村で『種』に寄生された少女が発見される。彼女は奇き怪かいな特とく徴ちようをもっていた。『種』によって、その肉体構こう造ぞうを大きく変化させられていたんだ」

　あいつが、俺を見て言う。

「まず、一切の記憶を失っていた。そして自らの意思で硬こう化か、もっと端たん的てきに言うと、武ぶ器き防ぼう具ぐ一式に姿を変えられるようになっていた」

　改めて聞くと、本当に無む茶ちや苦く茶ちやな話だ。あるとき、いきなり自分が剣や鎧よろいに変身できるようになるんだぜ。しかも、それまでの記憶を失って。

「彼女はただ、人を守るという強い意志だけは残していた。そして、空を自由に飛ぶことができた。武装に変化した彼女を纏まとったものは強大な力を有し、宙を舞まうことができるようになったんだ」

　イリアスは淡たん々たんと説明を続ける。この頃はまだ、マルーサも平和だった。帝国の脅きよう威いは日に日に増していたけどな。

「彼女と同じ存在は、それから次々に発見されることとなった。中には鳥や犬といった動物もいた。それらは皆、人を守ろうとする習性をもっていた。いつしか人々は、『種』に寄き生せいされた動物を『神の装備』略して『神装』と呼ぶようになった。そして神装を纏うもののことを『装纏者ロギウス』と名付けた」

　つまり、俺がその神装で、目の前のこいつが、後々俺の装纏者になるわけだ。

「神装の力は強大だった。人間より遙はるかに頑がん丈じようで、しかも老いることがなかった。人の心臓にあたる『核かく』を破壊されれば死んだが、それ以外では餓が死しすることも窒ちつ息そく死しすることもなかったんだ。『神の加か護ご』と呼ばれている様々な特とく殊しゆ能力を操り、装纏者の身を守った」

　大気中に満ちていた「神しん気き」ってものを使って、神装は色んなことをやってのけたらしい。炎ほのおや水を噴ふき出だしたり、何もないところから大岩を出してみせたり。

　神装の登場で、大陸の文化は二段も三段も跳ね上がった。まさに神の御業とやらで様々なものを作り出していったそうだ。

「じきに各国は、神装を戦いくさに利用するようになった。中でも最も上う手まく活用したのが、バシャール帝国だ。約五十年前、それまで小国に過ぎなかった王国の玉ぎよく座ざを一人の装纏者が簒さん奪だつし、新たに皇帝として即そく位いした。その皇帝は何より神装を第一に考え、都市を一つ失っても神装一体を手に入れることに拘こだわった。結果、帝国は大陸で最も多く神装を所有するようになり、皇帝が自ら選び抜いた精せい鋭えいたちを装纏者にして他国に攻め入ったんだ」

　その結果は、俺もよく知っている。

　帝国は大陸を統一した。この話をしていた頃でも、すでに大陸の七割方は支配下に収めていたはずだ。マルーサ王国は隣りん国ごくのクラード、ミハーラ両国と三国同どう盟めいを結んでいたが、そんなもの気休めにもならなかったな。

「グラン。帝国は強大だ」

　ところがこいつは、諦あきらめちゃいなかった。

　蒼氷色の瞳を真まっ直すぐ俺に向けて、言いやがったんだ。

「俺はこの国を、我が国民を守りたい。頼む。力を貸してくれ」




　……あの、大馬鹿野郎がっ。




「起きなさいってば！」

　脇わき腹ばらを蹴けられた痛みで目が覚めた。

　身を捩よじり、渋々目を開く。レナがひどく不ふ機き嫌げんそうな顔で俺を見下ろしていた。鉄てつ格ごう子しのはめられた窓から差し込む朝日が眩まぶしい。

「あー……もう朝か……。妙な夢、見た気がすんなあ……」

　のろのろと身を起こす。全然寝た気がしねえ。

「こんなところでよく寝られるわよねっ」

　腕組みしているレナはすでに身み支じ度たくを調えていた。ご丁てい寧ねいにも、牢ろう屋やの固くて薄うすい寝心地の悪そうなベッドの毛布まできれいに畳たたんである。

「眠れなかったのか？　床ゆかよりはましだったろうに」

　俺は毛布を一枚敷いたきりの石床を手の平で軽く叩たたいた。「はあ」とレナがあからさまなため息をつく。

「その神経の図太さは、見習いたいものだわ」

　そう言って、ベッドに腰を下ろした。俺のことを半はん眼がんで見てくる。

「野の宿じゆくよりかはましだったぜ」

「そういうことじゃないわよ……」

「じゃあ、何だ？」

「これからのことよ……。『神装演えん舞ぶ会かい』、本当に出てくれるのよね？」

「ああ、そっちか。出る、出る。ってか、実質それしか選せん択たく肢しはねえからな」

　おざなりに答え、俺は昨夜のことを思い起こした。

　ミグザリア防ぼう衛えい隊たいとやらに取り囲まれた俺たちは、その場で武装解かい除じよ、ようするに俺が人間の姿に戻るよう命令された。ぶっちゃけ、無視して飛んで逃げても良かったんだが、そんなことしても帝国中のお尋たずね者になるだけだ。俺たちは被害者なんだし、堂どう々どうとしてようぜってことで言うことに従った。

　防衛隊の詰つめ所しよに連行された俺らは、そこで捜そう査さ官かんとかいうオッサンにあれこれ質問された。もちろんレナは正体を明かすわけにいかない。だから旅の傭よう兵へいってことにした。俺はその相棒たる神装ってわけだ。

『それでは、君たち二人はギウスという男に、宿屋で急に襲おそわれたというんだね』

　捜査官の質問はねちっこかったが、オッサン自身の物言いは割りと丁寧だった。官かん憲けんなんてろくな奴やつがいねえと思っていた俺にとっては新しん鮮せんな驚きだったね。

『はい。まったく身に覚えはありません』

　レナはレナで、平然と噓うそを吐ついてやがった。

『そういえば、奴ど隷れい商人が同行していたようです。もしかして私を奴隷に……』

　怯おびえるように自分の身を抱くレナ。おいおい真っ平ら。お前みたいな貧ひん相そうな体を誰が好きこのんで……いや、そういう趣味の奴もいるか。

『その奴隷商については捜索中だ。なあに、怖がることはないよ、お嬢じようさん』

　オッサンはそんな慰なぐさめの言葉をかけてから、いきなり話を変えた。

『さて、事件についてはこのくらいにしようか。それで、君たちはどうしてこのミグザリアに来た？　旅の傭兵が足を踏ふみ入いれるような町じゃないぞ、ここは』

　一瞬、捜査官の目つきが鋭するどくなったのを俺は見て取った。さすがに、ただのお人好しってわけじゃねえか。

　レナはどうやって言い訳するつもりなのか。口くち裏うらを合わせる暇ひまなんぞなかったんで、俺は内心焦あせっていた。ところがレナは平気な顔で言いやがったんだ。

『もちろん、明日から始まる「神装演舞会」に参加するためです。優勝して莫ばく大だいな富をいただき、一生遊んで暮らすために』

　あそこで『何だとっ？』と叫さけばなかった自分を褒ほめてやりたい。

　それどころか、レナに『ねえ？』と当然のように同意を求められ、『おう』と胸を張って答えた俺、マジで偉いわ。

『そうか。そういえば「神装演舞会」は明日からだったな。確かにここのところ、君たちのような連中をよく見かけていたよ。お陰かげで町の治ち安あんも悪くなる一方でね』

　遠回しな嫌みに俺は頰ほおが引きつっちまったが、レナは『お勤つとめご苦労様です』と華か麗れいな笑顔で受け流した。

『どうも、ありがとう。ところで君たち、宿の部屋は我々が捜査中なので入れなくなっているんだ。君たちの私物は全てこちらに届けさせるから、今夜はここに泊まっていくと良い』

『ご厚こう意い、感謝します』

　このとき、もう少し考えてしかるべきだった。

　だが、俺は別のことが気になっていたので、深く考えなかった。

　捜査官のオッサンが部下に俺たちを案内させようとしたところで、俺は気になっていたことを訊きいてみた。どうしてギウスは殺されたのか。

　装纏者が起こすイザコザなら、本人も言ってたように珍しいことじゃなかったはずだ。今回の件も、通報した宿屋の主人は装纏者同士のケンカだと思っていたらしい。それならギウスだけが問もん答どう無む用ようで殺され、俺たちが逮捕されるのは不自然だ。

　そう言うと、捜査官は顰しかめ面つらになり、『それは別件だ』と言った。

『あのギウスという男は数件の暴行事件ですでに指名手配されていた。「神装演舞会」の警けい護ごのために来られていた親しん衛えい隊たいの方が、刑の即そく時じ執しつ行こうを行われたのだ』

　その苦々しい物言いには、親衛隊等、一部の特とつ権けん階かい級きゆうのみが持つ「即時執行」という私し刑けいに対する憤いきどおりが垣かい間ま見みえた。

　親衛隊の、即時執行ねえ……。

　何となく腑ふに落ちないものもあったが、これ以上突っ込んでもしょうがない。

　そう考え、俺はレナとともに大人おとなしく防衛隊様が用意して下さった部屋に向かった。

　その結果が、これだ。

　騙だまされた、とまでは言わねえ。案内した若い隊員も苦笑いだった。

　そりゃそうだ。防衛隊の詰め所に、宿屋のような設せつ備びがあるわけがねえ。泊まるとなれば、自おのずと檻おりの中ってことになるわな。

　レナは相当腹を立ててやがった。しかも俺と二人で一部屋、っていうのかね、この場合。とにかく一いつ緒しよに寝るしかないって知ったときは顔を真まっ赤かにして震ふるえてやがった。あと、『安心しろ。お前みたいな真っ平らに興味はねえ』って言ったら何でか散々蹴られまくった。

　ようするに、体ていよく監かん視しされてたわけだ。今日から開かい催さいされる「神装演舞会」とやらに出場するまで、もう騒ぎを起こさないように。

「そういや、今、何時だ？」

　俺はレナに訊いてみた。

「え？　時間？　えっと……」

　こいつはこいつで何やら物思いに耽ふけっていたらしい。

「寝足りねえのか？」

　わざと軽い口く調ちようで言うと、ムスッとした顔で睨にらまれた。

「ソフィアのことが心配なのよっ。あれから、どうしてるだろうって……」

「あー、あいつは大丈夫だろ」

「いい加減なこと言わないでっ。ソフィアはただの召めし使つかいなのよっ。もし夜中に変な奴らに襲われてたりしたら……」

「だから、大丈夫だって」

　俺は立ち上がり、出入り口のある鉄格子の方に向かった。

　ただの召使い？　剣の訓練を受けていたレナより早く反応してナイフを構えたり、敵に気づかれないよう移動して俺の縄なわを解ほどいたりした奴のどこがただの召使いだよ。あの女、隠おん密みつの類たぐいじゃねえか？　けっこう前からレナに仕えてるって話だけど、俺、今まで一度も会ったことなかったよな？

「グランには分からないわよ。ずっと一緒に旅してきたんだから……」

　レナがベッドの上で膝ひざを抱える。

　ああ、そんなこと言ってたっけか。

　昨夜、再会した後、レナは聞きたくもないことをあれこれ喋ってくれた。

　五年前、住んでいた町が帝国兵に焼き討ちされたとき、ソフィアと二人だけで逃げ延びたこと。それから一つ所に長く留まらず、居きよを転々と移してきたこと。

　定住しなかったのは、俺を捜すって理由もあったらしいが、それ以上にソフィアがレナの素す性じようを隠したがったからだそうだ。その判断は正しい。側そく室しつの娘とはいえ、レナはマルーサ王族唯ゆい一いつの生き残りだ。帝国に知られたら命はねえだろう。

　そして今まで、ソフィアはひたすらレナに尽くしてきたらしい。

　……あの女、一体何もんだ？

　たわわに実ったおっぱいさんの正体も気になるが、今はもっと重要なことがあった。はっきり言うと腹が減った。そろそろ解放してもらいたいもんだ。

「おーい。誰かいねえかー？」

　鉄格子を摑つかんで廊ろう下かの奥に声を掛ける。何度か呼びかけていると、ようやく足音が近づいてきた。

「そろそろ出してくれると嬉うれしいんだけど、な……」

「おはよう、グランお兄ちゃん。久し振りだねー」

　廊下の先から姿を現した二人組の女を見て、俺は言葉を失った。

「あれえ？　私のこと、忘れちゃった？　エルシィだよお。イリアスお兄ちゃんと二人で、私たちと何度も戦ったじゃない」

　ああ、覚えてる。忘れるものか。忘れたくても忘れられねえ。

　五年前まで、何度も戦場で拝おがんだ面つらだっ。

　口では笑ってるくせに、闇やみを固めたような漆しつ黒こくの目はいつだってまったく笑ってない。烏からすよりも烏い賊かの墨すみを連想させるどこかべっとりした黒くろ髪かみ。随ずい分ぶんと背が高くなったみてえだが、見間違いようがねえよ！

「エルシィ・イングヴァル！　バシャール帝国親衛隊の一人がどうしてこんなところにいやがんだっ」

　後ろには相棒の神装、《雷らい撃げきのシェイル》もいた。銀の瞳に白はく髪はつ。相変わらずの無表情で虚こ空くうを見つめてやがる。

「それはもちろん、お仕事だよお。お兄ちゃんだって知ってるでしょ。『神装演舞会』。その警備にね。はーい、次は私が質問するね。そこのお姉さんは誰かなあ？」

　レナはてめえより年下だっ。五年経っても精神年齢が変わってねえのか。

　俺は苛いら立だちを抑えながら言い返した。

「お前に答える義理はねえよ」

「あれー。私は答えてあげたのに、お兄ちゃん酷ひどいなあ。そう思うよね、シェイル」

「……殺す？」












　真顔でシェイルが恐ろしいことを抜かす。こいつも変わってねえ……。

「まだダメー。今日は久し振りの再会を味わいに来たんだから。あ、そうそう。グランお兄ちゃん。イリアスお兄ちゃんは残念だったね」

　瞬間、俺は鉄格子の隙すき間まから腕を伸ばして黒髪小娘の胸ぐらを摑んでいた。

「ふざけんなよ、てめえ」

「私に八つ当たりするのはやめてよお。和わ議ぎを申し出て騙し討ちとか卑ひ怯きようだと思うけど、私がやったわけじゃないし。あのときは、シェイルと別の戦場に行ってたから無関係だよー。私たちだって残念だったんだから」

「……あの人、殺し甲が斐いがあったのに」

　白髪小娘も舐なめたこと吐はきやがる。

　あの頃から、そうだ。こいつらは何か大事なものが欠けつ落らくしている。

「あなたたちは」

　そのとき、大人しくベッドに座っていたレナが口を開いた。こちらにやってくる。バカ！　お前は黙ってろって。正体に気づかれたらどうすんだっ。

　俺が必死に目で訴うつたえたってのに、レナは俺の隣となりにやって来てエルシィを見つめた。口だけの笑みにはニコリとも返さない。

「あなたたちは、昔のグランのことを知ってるのね。前の装纏者のことも」

「そうだよー、お姉さん。ねえねえ、お名前なんていうの？　私、エルシィ。この子はシェイルね」

「レナよ」

「レナお姉ちゃんかー。弱そうだね」

「エルシィ、てめえっ」

「シェイルもそう思うよねえ。このお姉ちゃんじゃ楽しめないなあ」

「……物足りない」

　このクソガキどもっ。いい加減にしねえと、俺もさすがに――

「前の装纏者は」

　ぶち切れそうな俺と違い、レナは驚くほど冷れい静せいだった。小娘どもの発言を無視して淡々と尋ねる。

「グランの前の装纏者は、そんなに強かったの？」

「んん？　そうだねー。グランお兄ちゃんとの連れん携けいも抜ばつ群ぐんだったし、剣士としても優秀だったし、指揮官としても最高だったと思うよー。イリアスお兄ちゃんがいなかったら、マルーサなんて小さな国、一日もかからず滅ぼせてたのに」

「そう。そうなんだ……」

　レナの頰が微かすかに緩ゆるむ。……ったく。兄様大好きだな、お前。もちろん、俺も悪い気はしねえが。

「でも、戦はもう終わったのよ。帝国は大陸を統とう一いつした。グランも今は私の神装だし、これ以上彼に拘る必要はないと思うんだけど」

　一転、レナは鋭く切り込んだ。エルシィの口元だけがキュウッとつり上がる。

「何を言ってるの、レナお姉ちゃん？　大陸統一とかどうでもいいよー。私もシェイルも、楽しく殺せる相手かどうかが大切なんだし。殺すのって楽しいよね」

　そのイカレた物言いに、さすがのレナも僅わずかに身を引く。

「そうそう、グランお兄ちゃん。今日から始まる『神装演舞会』に出るんだよね。受付、私が済ませておいてあげたよー。ほらっ」

　俺に胸ぐらを摑まれた体勢のまま、エルシィは平然と懐ふところから一枚の紙を取り出して開いてみせた。

　そこにはレナと俺の名前が記されている。確かに大会参加申込用紙だった。少し前に開発された複ふく写しや式しきのもので、すでに提出用の一枚は取り外されている。控ひかえ用紙の一番下に大会参加を認める捺なつ印いんがされていた。

「おまっ、何、勝手に！」

「だって参加するんでしょお。ここの署長さんに聞いたよー。だから私が手続きを済ませてあげたのっ。グランお兄ちゃん」

　そこでエルシィの口元から笑えみが消えた。

「逃げないでね」

　背筋を悪お寒かんが走る。

「もし逃げたら」

　黒髪小娘がスッと指差した。

　レナの真っ平らな胸を。

「まず、レナお姉ちゃんを殺すから。八つ裂きにして、シェイルの雷撃で炭すみにするね。その後でお兄ちゃんをゆっくり殺してあげる」

「やれるものなら、やってみなさい」

　言い返したのはレナだった。エルシィの指を叩き払う。闇の底のような目を真っ直ぐ見み据すえた。

「うふふ。ちょっとだけ楽しみだなー。じゃあね」

　再び口だけの笑みを戻し、エルシィは俺の腕を摑む。力任せに引きはがした。

　くそっ……。この馬鹿力も、変わってねえのか……。

「名前、覚えた」

　シェイルもレナにそう告げて、二人は廊下を歩き去った。

　床には、大会参加申込用紙の控え。

　小娘たちがいなくなってから、俺は大事なことを思い出した。

「いや、ここから出せよっ」




「レナさまああああっ！」

　詰め所を出るなり、ソフィアが大声で叫びながら駆かけ寄よってきた。

　レナをその豊かな胸の谷間にひっしと抱きしめる。

　おい、レナっ。ちょっとそこ代われ！

「あああ、ご無事で何よりですうううっ。私、心配で心配で一晩中レナ様のことを想い、悶もん々もんとしておりましたあああ。レナ様、そのケダモノに変なことされませんでしたか!?　もし何かあったというなら、今すぐそいつの息の根を止めて差し上げますのでっ」

「大丈夫よ、ソフィア。あなたこそ無事で良かったわ」

「そうだぞ。俺がこんな真っ平らに反応するわけ痛いってえ！」

　脛すねを思い切り蹴られた。レナ、てめえっ。

「レナ様、これをっ」

　ソフィアが大事そうに抱えていた棒状のものを差し出す。巻かれていた布を取り払うと、中からイリアスの形かた見みである剣が姿を現した。

「良かった！　ちゃんと回収してくれていたのねっ」

「宿の荷物までは手が回りませんでしたが……」

「そっちも大丈夫よっ。ここの防衛隊は、しっかりしてるみたい」

　レナは、詰め所を出るときに返してもらった自分の荷物を指し示す。ちなみに全部俺が持ってるんだけどな。荷物持ちとして対価を要求したいところだ。

「それじゃ、行きましょう」

　兄貴の形見を腰に提さげ、意い気き揚よう々ようとレナが言う。

「レナ様、お食事はお済みでございますか？」

「まだなのよ。『神装演舞会』の会場に向かう前に食事をしましょう」

「仰おおせのままに。ところで、あなた」

　それまでの猫なで声をガラリと変えて、ソフィアが俺の方を向いた。

「レナ様を守り通したことは評価して差し上げます。けれど、まだ信用したわけではありませんので」

「ソフィアっ」

「へいへい、お好きなように」

「それにしても、神装演舞会に出る気になったようですね。どういう風の吹き回しですか？　昨日きのうはあんなに嫌がっていたのに」

「別にいいだろ。そもそも参加したからって優勝できるとは限らねえからな。レナの気が済むまでやらせてやろうと思っただけだよ」

　エルシィたちのことをわざわざ言う必要もあるまい。レナも同じ意見だったのか、そのことには触れなかった。

「絶対、優勝するわよ！」

　俺の胸を小こ突づく。

「分かってるって。別に手を抜く気はねえって」

　並んで歩き出したレナとソフィアに続き、俺は朝日に照らされた商しよう都とミグザリアの街中を歩き出した。




　会場は大勢の見物客で賑にぎわっていた。

「これ。くれぐれも頼むわね、ソフィア」

「はい、レナ様っ。私の命に替えましても」

　レナがおっぱい召使いさんに剣を預ける。

「神装演舞会」の規定では、装纏者が神装以外の武器を使うことを禁止してはいない。それでも俺は、レナにイリアスの形見を置いていくよう言った。

　誰がどこで見ているかわからない。鞘さやにはマルーサ王家の紋もん章しようがしっかり刻きざまれているんだ。レナの正体に気づかれたらまずい。

「先に帝てい都とカポルネにて、お待ち申し上げます」

「帝都までは、馬車で二日くらいだったかしら？」

「どんな戦いになるか分からねえが、俺たちの方が先に着いちまうんじゃねえか？　こっちは空を飛べるんだぞ」

「そんな失しつ態たいは犯しません！　レナ様のため、必ずや先に帝都に着いてみせます！」

「ああ、そうかい。まあ、頑がん張ばれや」

「ソフィア。闘とう技ぎ場じようの最前列で観かん戦せんしなさい。ばっちり優勝してみせるんだから」

　一度抱き合い、レナはソフィアから離れた。

「行くわよ、グラン」

「ああ」

「しっかりレナ様をお守りしなさいよ」

「分かってるって」

　俺に対してはきつい口調の召使いを一いち瞥べつし、心の中で豊かなおっぱいにしばしの別れを告げる。

　大会参加者用入り口を潜くぐり、中央広場に入った。

　だだっ広い長方形の空間が目の前に広がる。ざっと見ても二百人は下らない人間（と神装）がいるってのに、十分余よ裕ゆうがあった。どんだけ広いんだ、ここ。

　四方は俺の背せ丈たけと同じくらいの高さの煉れん瓦が壁へきで覆おおわれている。その後ろに階段状の観客席が設せつ営えいされていた。帝国の建けん築ちく技術は相当進んでいると聞いていたが、この規き模ぼを目まの当あたりにするとさすがに圧あつ倒とうされる。これが大陸統一国の力ってわけか。

「一ひと月つきで作り上げたらしいわ」

　その言葉に振り向く。レナは周囲に鋭い視し線せんを送りながら言った。

「この中央広場を壁で仕切って、周りに観客席を設もうけたの。悔くやしいけど、マルーサじゃ真ま似ねできない技術力ね……」

「大国バシャールの力を誇こ示じしてるってわけだ。統一五周年とか銘めい打うってるが、最大の狙ねらいは皇帝様の権けん威いを見せつけることじゃねえの？」

「その通りでしょうね。でも、そこに隙ができる。私はそう思ってるわ」

「あまり大きな声でそういうこと言うなよ」

「あなたこそ、気をつけてよね」

　二人で広場の中央へ歩いていく。ちらほらと見覚えのある神装がいた。そのうちの一人と目が合い、相手の方が陽気に手を挙げる。

「グランじゃねえか！　死んでなかったのかっ」

「こっちの台詞せりふだ、ダルム。……お前の装纏者は、代わったのか」

「それこそお互い様だぜ。可か愛わいいお嬢ちゃん引っかけやがって。羨うらやましいねえ」

　やって来たのは《大おお槍やりのダルム》。その二つ名の通り、でかい槍に変化する神装だ。普段はひょろ長い体たい軀くの軽けい薄はくそうな男だが、戦うとなると面倒くさい。

「知り合いか、ダルム？」

　ダルムの後ろから現れたのは酒さか樽だるのような体型のオヤジだった。固そうな髭ひげに太い眉まゆ。その奥にある青い眼は獲物を探る鷹たかみてえだ。

「昔なじみさ。《戦せん変ぺんのグラン》。あんたも名前ぐらいは聞いたことあるだろ？　五年前まではマルーサにいたんだが、あそこが滅んでから行方ゆくえ知れずだったんだよ。生きてたと思ったら、こんな可愛いお嬢さんの神装に収まってやがった」

「ほう。あんたが『ミハーラの災さい厄やく』から世界を救ったっていう《戦変のグラン》かい。意外に若いんだな」

　あー、その話はやめてほしいぜ……。

「しかし、女とは珍しい」

　酒樽オヤジがレナを値ね踏ぶみするような目で見た。

「女の装纏者は別に珍しくねえだろ。親衛隊にだっているぜ」

　そう言い返すと、ダルムがニヤリとする。

「周りをよく見てみろよ、グラン。女の参加者は今んところ皆かい無むだぜ。お前んとこのお嬢さん以外はな」

　俺は軽く視線を走らせる。言われてみれば、レナ以外に女が見当たらねえ。装纏者はもちろん神装ですら女がいなかった。俺は首を傾かしげる。

「シェイルはまだ来てねえのか？」

「何であの女の名前が出てくんだよ。あいつは親衛隊の神装だろ。大会に出るわけねえじゃねえか」

「いや、俺、さっきあいつらに……」

　そこで気づいた。

　エルシィは俺たちを挑ちよう発はつしたが、自分が大会に出るとは一言も言ってない。

　おいおい、ちょっと待てっ。煽あおるだけ煽っといて、それかよっ。……ある意味、あの女らしいといえばらしいが。

「どしたー、グラン？　にしても、女どもは野心がねえのかね？　もしくは戦がようやく終わって、装纏者も廃はい業ぎようしたか？」

「戦がなくなれば兵士はお払い箱だ。案外、冗じよう談だん抜きでお前の言う通りかもな」

　それにしても、参加者が野郎ばかりというのは違い和わ感かんがあった。

　本当に女がいないのか、意識して見回してみる。

　入り口の方で歓かん声せいが上がった。

　観客が騒いでいる。それから広場にいる連中も。

「何だ？」

「優勝候補のお出ましよ」

　俺の疑問にはレナが答えた。

「バシャール帝国五大公こう爵しやくの一人。アレクセイ・アーレ・アフティオの御おん曹ぞう司し。シルヴェスタ・アーレ・アフティオ。帝国軍近この衛え騎き士し団だん長ちようよ」

「ほう。詳くわしいね、お嬢さん」

　酒樽オヤジがレナをじろじろ見ながら言う。お前、ちょっとウゼえな。

「騎士団長さまあ？　何でそんな奴が大会に参加してんだよ」

「バカ言うな、グラン。帝国騎士は他にも何人か見かけたぜ。皇帝陛へい下かから褒ほう賞しようを頂きたいのは俺ら平民だけじゃねえってこと」

　ダルムが軽く返してきた。

「さっきお前、親衛隊は出るわけねえって言ったよな？」

「親衛隊は皇帝陛下直ちよく属ぞく。騎士団とは別もんだろ」

「んだよ。八や百お長ちようか？」

「そこまで穿うがった見方しなくても良いんじゃね。俺はむしろ、騎士団に俺とオヤジを売り込む好機だと思ってるけどな」

「なるほど。そういう考え方もあるか」

　ここに集まっている連中は、皆が皆、優勝を狙っているわけでもないってか。自分の有能さを見せつければ、新たな職しよくにありつけるかもしれねえ。そっちの方が現実的な考え方かもな。

　ともあれ、俺は目を凝こらして近衛騎士団長様とやらの姿を拝むことにした。

　きっちり櫛くしの入った金髪に焦こげ茶ちやの瞳。観客の声援に爽さわやかな笑顔で手を振って応こたえている。いかにもな好青年って雰ふん囲い気きだ。世せ間けん知しらずのお坊ちゃまと言ってもいいと思うが。

「奴の神装は、鷲わしか？」

　騎士団長様は肩に一羽の鷲を乗せていた。

「そうよ。どんな能力かまでは知らないけど、代々、公爵家に受け継がれている神装らしいわ」

「そんなこと、どうやって調べたんだ？」

「ソフィアが調べてくれたのよ。彼女、どうやってか大抵のことは調べてきてくれるのよね。あなたが奴隷として売りに出されてたことも、ソフィアが教えてくれたのよ」

　……あいつ、やっぱりただの召使いじゃねえ！

　唐とう突とつに鐘かねが鳴なり響ひびいた。

　騒いでいた観客が静まっていく。

　どこから聞こえてくるのかと思えば、空に巨大な鐘しよう楼ろうが浮かんでいた。

　神装を纏った騎士が四人がかりで抱えてやがる。

「わざわざ装纏者に鐘楼を担がせてんのかっ？」

「あれも帝国の威い厳げんを示す演出じゃない!?　神装なら、いくらでもあるって！」

　あまりに音がでかいので、耳元で叫ばねえと聞こえない。ああ、なるほどね。

　暴力的な余よ韻いんを残して、鐘が鳴り止やむ。

　あー、まだ耳がボワーッとしやがる……。

「ようこそ！」

　やっと静かになったと思いきや、今度はやたらと張りのある声が聞こえてきた。

「ようこそ、お集まり下さいました！　紳しん士し淑しゆく女じよの皆さま！　私、今大会の司会を務めさせていただきます。ベルンハードと申します！　以後、お見知りおきを！」

　司会者の挨あい拶さつを受け、観客が一いつ斉せいに拍手をする。指ゆび笛ぶえや叫び声も聞こえてきた。盛り上がってんなあ、こいつら。

「早速ですが、今大会の説明をさせていただきます！」

　おっと。これは真ま面じ目めに聞いておかないとな。

　どこから声が聞こえてくるのか今ひとつ判然としねえが、俺は何となく鐘楼の浮かんでいた空を見上げた。そこにじわじわと何かの絵が浮かび上がってくる。何だ、ありゃ？　砂か？　色のついた砂が空中に地図を描いてやがるっ。

「あれは、砂を操る神装の力か？　にしても、相当な熟じゆく練れんが必要だぞ」

「……いちいち演出で力の強大さを見せつけようって魂こん胆たんね」

　レナが隣で歯は軋ぎしりした。まあ、気持ちは分かるけどな……。

「大会参加者の皆さま！　皆さまには今、ここミグザリアに集まって頂いております」

　司会のベルンハードとやらが朗ろう々ろうと語る。

　地図上でミグザリアを示す点が赤く膨ふくれあがった。

「皆さまにはまず、ここから森の町、アラゲートを目指して頂きます！」

　ミグザリアから見て北西に位置する点が赤く膨れあがる。周りを森に囲まれた町だ。そこに向かってミグザリアから黒い矢印が伸びる。

「そしてアラゲートから、東に位置する帝都カポルネへ！　最短距離でも実に二千バクスターの道どう程ていを競走して頂きます！」

　二千バクスター!?　夜通し飛び続けても二日、いや三日はかかる距離だぞ。それに、最短距離って言いやがったな……。

　俺は地図を見上げて、納なつ得とくした。

　なるほど。最短距離で帝都に向かうのは、無理だ。

「すでにご理解頂けている方もいらっしゃるでしょうが、アラゲートからカポルネまでの道程には、その直線上にコスケンコルヴァ山さん脈みやくが聳そびえております！　魔ま獣じゆうの棲すまう呪のろわれし地、『魔ま境きよう』。いかな神装といえど、この山脈を飛び越えて進むは至し難なんの業わざ！　かといって徒歩で踏とう破はするのは、より一層の困こん難なんを伴うことでしょう」

　そうなると、迂う回かいするしかない。コスケンコルヴァ山脈をぐるっと右に回るか左に回るか。右なら、ほとんどミグザリアに戻ってくる展開になるな。左だと海岸沿いを飛ぶことになるのか。……どっちも大差ねえかな。

「どのような道程で帝都に向かうかは参加者の皆さまの判断にお任せ致します！　なお、大会中、不ふ慮りよの事故等で命を落とすことがありましても、我々は一切関知致しません。これは参加申込の時点で皆さまから了りよう承しようを得ている通りです！」

「何っ？」

　俺は思わず叫んじまった。周囲の野郎どもが訝いぶかしげに振り向く。慌あわてて「何でもねえ」と軽く手を振った。

　袖そでを摑まれる。目をやると、深刻そうな顔をしたレナが空中に浮かぶ地図をじっと見上げていた。

　やるしかねえってか……。

　文字通り、命懸けの競走ってわけだ。

　とはいえ、本当に危なくなったら、レナは棄き権けんさせるべきだろうな。

「そして、帝都カポルネの円形闘技場にて決闘を行って頂くわけですが！」

　アラゲートからの矢印が複数、山脈を迂回しながら東に向かって飛び、カポルネを示す赤い点に辿たどり着つく。点が一際大きく膨れあがった。

「闘技場に入れるのは、先着二組のみ！　この二組で決勝を行って頂きます！」

　これには周囲の連中もざわついた。

　たった二組だけ……。ってことは、実質、カポルネまでの競走でほぼ決まるじゃねえか。……ん？　ってことは……。

「さらに！　一位の方が闘技場に辿り着いてから二時間経ちますと、闘技場の門は閉ざされます。門が閉ざされた時点で二位の方が到着していない場合、その時点で一位の方の優勝が決まります！」

　さらなるどよめき。おいおい、それって俺の読みが正しかったら、かなり酷いことになるぞっ？

「説明は以上です！　百三十八組の参加者の皆さま！　ご健けん闘とうをお祈りします！」

　あっけなく、説明は終わった。

　客席からまばらな拍手が起こる中、周りの連中は相棒とひそひそ話を始めている。俺もとりあえずレナを振り向いた。

「いきなり厳しい状況だぞ」

「わかってる。……グラン。あなた、夜通し飛ぶことはできるの？」

　きたよ。俺はお前の体力の方が心配なんだがな。

「ただ飛ぶだけなら、できなくはねえよ。俺ら神装は人間様よりよっぽど頑丈にできてるし、大気中の神気を吸収して生きてるから、いわゆる食事はいらねえ。腹は減るが、飲まず食わずでも死ぬことはねえんだ」

「そう。じゃあ、帝都まで止まらずに一気に行けば良いのね」

「バカか、お前はっ。俺はともかく――」

　俺の苦言は、観客のどよめきに掻かき消けされた。

　何だ？　今度は何が始まるんだ？

　顔を上げるのとほぼ同時。

　中央広場を取り囲むように、全身甲かつ冑ちゆう姿の奴らが十数人、空に舞い上がった。威圧的な真しん紅くのマントに青の前まえ垂だれ。何ものかはすぐに分かった。観客もそうなんだろう。むしろ、帝国民の方がよっぽどよく知ってるだろうよ。

　バシャール帝国皇帝親衛隊。

　装纏者のみで構成された、帝国最強の軍団。

　あの忌いま々いましいエルシィの姿もある。

　……おい。あのクソ女、一人だけ格好が違うじゃねえかっ。何、考えてんだ？

　親衛隊どもは広場を囲んで等とう間かん隔かくに並ぶと、宙に浮いたまま跪ひざまずいた。頭こうべを垂れる。俺はハッとした。

「まさか……」

　どこからともなく太たい鼓この音が聞こえてくる。だんだん大きくなる音に合わせて、広場の一角から御み輿こしが姿を現した。観客が驚きの声を上げ、それが歓声に変わっていく。気づいたんだ。あの御輿に誰が乗っているのか。

　誰が、ここにやって来たのか。

「皇帝っ」

　レナがギリッと歯を食いしばった。御輿を睨みつける。今にも飛び出しそうだったんで、俺は肩を摑んだ。

「早まんなよ」

「……わかってるわよ」

　御輿に凄すさまじい目を向けたまま、レナは答える。……信じられねえ。

　銅ど鑼らの音が鳴り、ベルンハードとは違う声が高らかに告げた。

「バシャール帝国、皇帝陛下のお出ましであーる。皆のもの、頭ずが高ーい」

　一斉に観客や周りの連中が跪き、頭を垂れる。

　俺もそれに倣ならおうとして、ギクッとした。

　レナが突っ立ったままだ。

　皇帝が乗っている御輿を睨みつけたまま動かない。

　何やってんだっ！

　俺は急いでアホ娘の腕を引き、抱きかかえるようにして無理やり地面に押しつけた。抵抗はあったが、何とか屈かがませる。

「死にてえのか、バカ！」

　耳元で怒ど鳴なる。レナは最後の抵抗とばかり、目だけは懸命に上向かせて御輿を睨み続けていた。食いしばった歯から声が洩もれる。

「あいつに下げる頭なんてないわよっ」

「ああ、ああ、そうだろうよっ。でもなあ、ここで親衛隊に八つ裂きにされたら元も子もねえんだぞっ。今まで色々堪こらえてきたんだろうがっ。ここで堪えなくてどうすんだっ。てめえの復ふく讐しゆう心しんはそんなに軽いもんなのかっ？」

「…………この屈くつ辱じよくは、必ず晴らすわ」

「ああ、そうしてくれ」

　レナの体から力が抜けた。目だけはそれでも御輿の方を睨んだままだったが、まあ、ばれることはねえだろ。

「面おもてを上げよ」

　随分と高いところから声が降ってきた。誰に向けて言った言葉か分からなかったので俺は動かなかったんだが、真っ先に顔を上げた奴がいた。俺の隣にいるバカ女だ。

「陛下の寛かん大だいなるお言葉であーる。皆のもの、面を上げよ」

　一拍置いて、さっきの声がそんなことを言う。ようやく周りの連中も顔を上げた。俺も空を見上げる。

　御輿が宙に浮いていた。

　親衛隊の連中より高い位置に止まってやがる。

　はいはい。もう驚きませんよ。

　御輿の四方は薄い布の御み簾すが下りていて中は見えないようになっていた。ただ、うっすら人影が分かる。その人影が動いた気がした。

「我が親愛なる国民よ」

　腹に響くような重々しい声。これが皇帝の肉声なのか？　噂うわさだと八十は越えているはずだぞ。えらく力が漲みなぎってんじゃねえか。

「そして勇ゆう敢かんなる大会参加者よ。ここに集つどってくれたこと、嬉しく思う」

　観客席のあちこちから「皇帝陛下、バンザーイ！」という声が上がった。ああ、あいつらにとっちゃ英えい雄ゆうだよな。五十年前はマルーサと大差ない小国だったってのに、今や大陸を統一した大帝国だ。

　その立役者。最大の功労者にして最も謎なぞに満ちた存在。

　皇帝が今、目と鼻の先にいる。

　もちろん奴を狙って飛び出そうものなら、すかさず親衛隊に殺されるだろうが。

　いや、ひょっとすると皇帝自ら動くかもな。

「長き戦が終わり、五年の月日が流れた。かつて戦の道具であった神装たち、そしてその装纏者たちが今度は平和の象しよう徴ちようとなってくれることを切に願う。その願いを込めて、今回の大会を開くことにした」

　くはっ。笑っちまいそうだ。何が平和の象徴だよ。てめえの周りにいる連中は何だってんだ。今も俺らが妙な真似しないよう、監視してんじゃねえか。

「優勝者には、偉大なるバシャール帝国皇帝の名にかけて、どのような願いでも叶かなえること、約束しよう。勇敢なる参加者たちよ、思う存分駆け、戦い、我が国民を楽しませて欲しい。皆の活躍に期待する」

　皇帝陛下のありがたいお言葉とやらが終わった。「陛下！」「皇帝陛下！」と叫ぶ観客たちが正直、うるせえ。御簾の奥にある人影は、そんな下しも々じものものたちに手を振ってるみてえだ。

　再び、銅鑼が鳴った。

　観客が静まっていく。ベルンハードの声がどこからともなく、だが、明らかに皇帝より下の位置から聞こえてきた。

「偉大なる皇帝陛下！　大いなる慈じ悲ひによりご発声のご機会を頂けたこと、感謝に堪たえません！　早速ではありますが、大会を始めさせていただきます！　皇帝陛下におかれましては、開始の合図をして頂けますこと、まこと幸こう甚じんに存じます！」

　驚いたのは俺だけじゃない。

　これには周囲の連中も戸と惑まどっていた。もう始まるのかよ。心の準備ができてねえんだけどっ。

「グラン！」

　腕を強く摑まれた。レナの瞳が獰どう猛もうな光を湛たたえている。

「行くわよ！」

　その言葉の意味を、俺は察してしまった。

　こいつ、出発の合図と同時にあの御輿を襲う気かっ。

　……いや、悪くない考えかもしれねえ。今から百組以上の参加者がアラゲートに向けて飛び立つ。広場上空は一時的に混こん雑ざつするはずだ。あのまま御輿が単体で浮かんでいてくれるなら、親衛隊の隙を突いて皇帝を狙える。

　ただし、問題が一つ。

　皇帝がもし神装を纏っていたら……。

　そんな俺の懸け念ねんに被かぶさるように、ベルンハードの声がした。

「それでは参加者の皆さま！　準備を始めて下さって結構です！　出発の合図は、あちら！　ご覧いただけますでしょうか。宙に浮かぶ鐘を！」

　さっき、ばかでかい音を鳴り響かせた鐘楼が、まだ空に浮かんでやがった。あれが鳴るってことか。

　ところが、俺の予想は嫌な方向に裏切られた。

「あの鐘を、皇帝陛下が《光の槍》にて打ち砕いて下さいます！　鐘が美しく砕け散る様が、出発の合図となります！」

　観客がまたはしゃぎ出す。

　俺は、レナを見下ろして首を振るしかなかった。

「どういうこと？」

　食い下がってくる。そうだな。《光の槍》を見たことがないお前は、そういう反応だろうよ。だが、あれはまずい。皇帝が今、神装を纏っていると分かった時点で、ここでの襲しゆう撃げきは諦めるべきだ。

「見てれば分かる。それより、準備するぞ」

　すでに周りの連中はあらかた神装を纏い終えていた。いつでも飛び出せる姿勢を取っている奴までいる。俺たちものんびりしてられねえ。

「装纏ロギア」

　レナの言葉に反応し、俺はいつもの《剣つるぎ》に変化した。

　ちなみに、このとき俺の服やら荷物やらは「裏うら側がわ」に収しゆう納のうされる。ちょっと説明しにくいんだが、俺たち神装は「体内」に別次元の空間を持っていて、武装化したとき、そこに自分の衣服や持ち物を放り込んでおけるんだ。

　変化を終え、レナに話しかける。この状態だと俺の声はレナにしか聞こえないから、堂々と皇帝暗あん殺さつのことが言える。

「レナ。ここで皇帝を襲うのは諦めろ。奴の神装はイカサマくさい強さだ。どんなに隙を突いても一瞬でひっくり返される」

「《光の槍》ってそんなに強いの？　ようするに、槍なのよね？」

　レナの声は周りに聞こえちまうんで、小声で俺に尋ねた。

「ああ、そうだ。ただし、洒落しやれにならねえくらい速い」

「皇帝陛下！　どうか、その偉大なる御お力ちからを我々の前にお示し下さい！」

　ベルンハードの感かん極きわまったような声が広場中に響き渡る。

　次の瞬間。

　なんてもんじゃなかった。

　ベルンハードの言葉が終わったときには、空に浮かんだ鐘は木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散っていた。

　俺たちに見えたのは、一筋の閃せん光こうの軌き跡せきのみ。

　音もなく、刹せつ那なにも満たない時間で、御輿の中の皇帝は、鐘を打ち砕きやがった。

　どこか遠く、砕けた鐘の甲かん高だかい悲鳴が鳴り響く。

　しばらく、誰も動かなかった。

　俺は御輿の方を窺うかがった。くそっ。親衛隊の奴らがもう周りを囲んでやがる。あれじゃ、どうやったって無理だ。

「レナ、行くぞ！」

　そう声を掛け、レナの体を宙に舞い上がらせる。

　シェイルを纏ったエルシィがこっちを見ていた。もちろん無視して飛び立つ。

　観客の歓声が爆発的に沸わき上あがった。

　その声に我に返ったらしく、周りの連中も一斉に飛び出す。

「ついに始まりました！　第一回神装演舞会！　これから数日かけて、勇敢なる参加者たちは帝都カポルネを目指します！」

　遠ざかる司会の声と歓声。

　ミグザリアの町はあっという間に小さくなった。
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「悪わりぃな。勝手に飛び出して」

　アラゲートへ向けて加速しながら、俺おれはレナに話しかけた。風の音がうるさいが、骨こつ伝でん導どうで聞こえるから大丈夫なはずだ。

　皇こう帝ていの神しん装そうが放った《光の槍やり》。

　あの威力と速さを間近で見たんだから、分かってくれたと思いたい。あの場で皇帝を襲おそうのは無む謀ぼうだった。とはいえ、こいつの返事を待たずに出発したのは確かだ。また癇かん癪しやく起こされる前に謝っておいた。

「ねえ、グラン」

　返ってきたのは、しかし随ずい分ぶんと冷れい静せいな声だった。

「グランは、あの《光の槍》を使えるようになったのよね？」

「……残念だが、そう上う手まいこといかねえんだ。俺は相手の能力を写し取れるけど、そのためには相手を、この場合は神装をだな、見て一戦交えないといけねえんだよ」

「何だか曖あい昧まいね」

「そうだな。もう少し正確に言うと、俺たちの体には紋もん章しようが刻きざまれてるだろ。俺はそこから情報を読むんだ。人間には見えねえが、神装が能力を発動させると紋章が光るんだよ。それを写し取る感じだな。で、俺は皇帝も、その神装も見たことがねえ。奴やつの攻撃はとんでもなく遠いところからでも容よう赦しやなく飛んできやがるからな」

「そうなんだ」

「……なあ、怒ってねえのか？」

「そこまでバカじゃないわよ。さっきの判断はグランが正しかったと思う。あそこで仕掛けても殺されてた。それも、皇帝どころか親しん衛えい隊たいに。あの、エルシィとかいう女、私のことずっと見てたっ」

　お前も、あの視線に気づいてたか。

「シェイルの《雷らい撃げき》も昔は使えたんだがなあ……。ただ、あれは照しよう準じゆんを合わせるのがメチャクチャ難しいんだ。それに発動にちと時間がかかるんで、不意打ちならいいが乱戦には不向きな能力だぞ」

「わかったわ。覚えとく」

「……落ち着いてんだな」

「そう見える？　本当は頭の中ぐっちゃぐちゃなんだけどね。だからなるべく目の前のことだけに集中しようと思ってるの。今はとにかく一番早くアラゲートに着くこと。帝都の闘とう技ぎ場じように二番以内に入らないと何も始まらないんだから」

「そういうこったな」

　俺はあえて軽く応こたえた。

「そんじゃ、今の状況を確認しておくぞ」

「それはいいんだけど、もう少し高く飛べないの？　木にぶつかりそうで、ちょっと危ないんだけどっ」

「その説明も、今からしてやるよ」

　ミグザリア周辺の田でん園えん地ち帯たいを抜け、俺たちはアラゲートまで延えん々えんと続く森の上を飛んでいた。クロマツが刺とげ々とげしい葉を突き立てて並んでやがる。そのてっぺんギリギリのところを俺は飛び、たまに木々の間を縫ぬうように進んだ。

「上を見てみろ」

　レナの意識を他の参加者に向けさせる。

　一番に飛び出したお陰かげで、今のところ先頭集団にいるものの、すでに数組に追い抜かれていた。そいつらは皆、雲の中に入っちまうくらい高いところを飛んでいる。

「けっこう追い抜かれてるじゃない！　グラン、もっと速く飛べないのっ？　そういうのに換装ウエストしてよ！」

「だから、話を聞けって。速度重視の格好になったら間違いなく防ぼう御ぎよ力りよくが落ちちまうんだ。そうなったら――」

「今は防御なんてどうでもいいじゃない！　これは競走なのよ！」

「いや、違う」

　俺は断言した。

　試合内容の説明を聞いたときから予想していたことだ。

「これは競走じゃねえ。乱らん闘とうだ」

　そう言った、まさにそのとき――

　上空を飛んでいた数組に向かって、無数の矢と火炎球と氷柱と石いし礫つぶてとあれは何だ？　とにかく色んなものが背後から放たれた。

「えっ？　えっ？　何なのっ？」

「始まったな」

　雨あられと降ふり注そそぐ矢や火炎が先行組を襲い、あっという間に全てが撃ち落とされる。俺らの側そばにも一組落ちてきた。「くそおおおっ」と叫さけび、懸命に体勢を立て直そうとしながら、クロマツの森の中に突っ込んでいく。

「ド素人しろうとだな……。死んじゃいないだろうが、ほぼ脱だつ落らく確定だ」

「何が起こったの？」

　レナの心しん拍ぱく数すうが上がってやがる。このお姫様は、本当に戦場慣れしてねえんだな。このくらいで怯おびえてたら話になんねえぞ。

「だから言っただろ。乱闘なんだよ。単純なことじゃねえか。カポルネの円形闘技場に入れるのはたった二組だ」

「そうよ！　だから、みんな急いでいるんでしょっ？」

「考え方が違うんだよ、レナ。じゃあ訊きくが、何でそんなに急いでんだ？」

「二番以内に入るためよっ。決まってるじゃない！」

「だったら、参加者が二組しかいなかったらどうすんだ？」

「え？　そんなの……えっ？　まさか」

　お姫様もようやく気づいたらしい。

「恐らく大半の参加者がこう考えてるぜ。カポルネに着くまでに自分以外の参加者を全員脱落させれば、悠ゆう々ゆうと闘技場に入って二時間後には優勝を手にできるってな」

「そ、そんなの卑ひ怯きようよ！　反則だわ！」

「反則？　競走中に他の参加者を襲ってはいけないなんて説明はなかったぜ。それどころか、不ふ慮りよの事故等で命を落とすことがあっても一切関知しないって言ってやがった。つまり、道中、参加者同士で手を組もうが殺し合おうが知ったこっちゃねえんだよ」

　俺の言葉に、レナの呼吸が乱れた。

「理解しろ、レナ。ここはすでに戦場だ。残念ながら戦いに卑怯もクソもねえんだよ。死にたくなかったら、あらゆる手を使って敵を排はい除じよするしかない」

「もう、戦いは始まってるのね」

　ゴクリ。息を飲む音がする。

「よし。少しは周りが見えるようになってきたな。今、見た通り、先行してる奴が他の連中によく見える位置を飛ぶのは自殺行為だ。俺が森にギリギリ紛まぎれるくらいの高さで飛んでたのは、そのためだよ」

「私たちも、後ろから狙ねらわれるってことね」

「そういうこった。多分、すでに狙われてると思うがな。後続もじりじり追い上げてきてるみてえだ」

「どうするのっ？」

　おっと。体がちいっとばかし震ふるえてやがるな。油断するのは困るが、緊きん張ちようしすぎるのもまずい。

「安心しろって。さっきみてえな攻撃は、照準がつけやすかったから有効だったんだ。こうやって木の間に紛れて飛んでれば、後ろの連中もそうそう仕掛けてこれねえよ。それに、他の奴らに狙われない、もっと簡単な手もあるぜ」

「何、それっ？」

「森の中に隠れて、全員やり過ごしちまうことだ。最後尾になれば狙われる心配は格段に減る」

「バカ言わないで！」

　怒ど鳴なられる。同時に体の震えが治まった。よしよし、良い傾けい向こうだ。

「一気に引き離せるくらい速い能力とかないのっ？」

「そんな都つ合ごうの良いもんがあったら、とっくに使ってるっての！　昨日きのうも話しただろうがっ。そうそう、言い忘れてたことがあるんだけどな」

「な、何っ？　まさか、他にも能力に制限があるんじゃないでしょうねっ？」

「残念ながら、その通り。俺は、武装化したら最大七種類までしか換装できねえんだ」

「えっ？　七つまでしか複ふく写しやできないってこと？」

「そうじゃねえよ。まあ、複写もあまりたくさんやってると劣れつ化かが酷ひどくなるからな。戦場にいた頃は、十八種類までってことにしてた。ただ、一度の装纏ロギアで使えるのは七種類までだ。昨日、《杭くい》の能力を複写したから俺は今、七種類の能力をもってるわけだが、さらに新しい能力を複写したとするだろ」

「八つ目を手に入れるってことね」

「ああ。そのとき、八つ目はすぐには使えねえ。使いたかったら、一いつ旦たん、俺を人間の姿に戻す必要があるんだ。その上で、そうだな、十分ほど時間が必要になる」

「何でよっ？」

「服を着替えるのとは訳が違うんだよ！　説明しづれぇが、俺の体内を弄いじる感覚だからな。そこそこ時間がかかるっ」

「……昨日から、聞いてないことばっかり」

「思ってたような能力じゃなくて悪かったな！」

「そこまで言ってないわよ……」

　思いっきり落ち込んでんじゃねえかっ。イリアスは、それでも俺を上手に使いこなしてたんだぞ。

「……ごめんなさい。あなたの力を正確に理解しておかないといけないのよね。その上で兄様はあなたのことを信頼していたんだから」

　……急にしおらしくなんなよ。やりにくいなあ。

「レナ。俺の能力は相手と相あい性しようの良いものを選ばないといけねえ。だから、どうしても初手が遅れるんだ。相手からの最初の攻撃に一番気をつけないといけねえ」

「どうしたら良いわけ？」

「お前、目が良かったよな。とにかく周囲に気を配ってくれ。俺より、お前の目の方が早く敵を見つけられそうだ」

「わかったわ。やってみる」

　高速でクロマツの間を突き抜ける。風圧で木々が騒いだ。

　少し離れたところで爆発音が轟とどろく。

　さらに数箇所で激げき突とつ音おん。木のへし折れる音に続いて土つち煙けむりが舞まい上あがる。

「今度は何よっ？」

「本格的に乱闘が始まったみたいだぞ。気ぃ引き締めていけよ！」

「言われなくてもっ……!?　グラン、下っ」

「!?」

　俺はレナの声に咄とつ嗟さに身を捩よじらせた。

　枝葉の隙すき間まから無数の蔦つたが伸び上がってくる。あのまま飛んでいたら絡からめ取とられて引きずり落とされていただろう。

「来やがったかっ」

　まるで蛇へびのようにのたうち回り、蔦が飛びかかってくる。俺は無理やり空中で旋せん回かいし、蔦の間をすり抜けた。レナがキャアキャア騒いでいる。

「おい、レナ！　口開けんじゃねえ！　舌した嚙かむぞ！　それから蔦を斬きりやがれ！」

「んむっ」

　レナは素直に口を閉じ、握った剣に力を込めて蔦を斬り払った。やっぱ良い腕してるぜ。イリアスから剣術を学んでたのは伊だ達てじゃねえなっ。

「少々無理すんぞっ。堪こらえろよ！」

　蔦を斬り払い続けるレナにそう告げ、一旦上昇した。無数の蔦が俺たちを追って伸び上がる。上空で身を翻ひるがえし、きりもみの要よう領りようで落下。レナが大量の蔦をまとめて斬り捨てる。森に突っ込むすれすれのところで体を起こし、瞬間的に加速して離り脱だつ。

　空気の壁を突き破り、蔦の群むれから距離を取った。

「レナ、大丈夫か？　人間にはけっこうきつい負ふ荷かがかかったと思うが」

「……平気よ、このくらいっ」

　心臓がバクバク言ってたし、明らかに声がかれていたが、俺はツッコまなかった。今は強がりでもいいから、高こう揚よう感かんを保っていて欲しい。

　何しろ、戦闘は始まったばかりだからな。

　あっちこっちで剣けん戟げきの音が聞こえる。後続との差はあっけなく詰められたみたいだ。百組以上の連中が、誰だれ彼かれ構かまわず潰つぶし合あってる。

「グラン！」

　レナが上空を指差した。今度は上からかっ？　と見上げた空には十組ほどの一団。悠々と飛んでやがる。

「何だ、あいつら……。例の騎き士し団だん長ちよう様か」

　まるで俺ら下しも々じものものを見み下くだすように、いや、実際、見下してやがんだろう。騎士団長様とその取り巻きらしき連中が、乱闘の外で優ゆう雅がに先へ行く。

「にゃろう。撃ち落としてやるか！」

「弓ゆみを使う？　ここからでも当てる自信、あるわよっ」

「いいねえ。やって……いや、ヤバイ！」

　突とつ如じよ、空に巨大な網あみが広がった。蜘く蛛もの巣のような形をしている。












「何、あれっ？」

「まずい！　急いで逃げろ！」

　俺の持ってる能力の中で、一番初速が出る姿に換装する。神しん気き弾だんを撃ち出す《大たい砲ほう》だ。換装した途と端たん、レナが叫んだ。

「何でこんなのに変わったのよ!?」

「レナ！　大砲を真後ろに向けろ！　反動で吹っ飛ぶ！」

「え、あ、そういうことっ」

「急げ！」

　巨大な網が落下してくる。あれに捕まったら相当時間を浪ろう費ひしちまうぞっ。

「狙いは適当で良いわよね！」

「構わねえ！　撃て！」

　頭上に蜘蛛の巣状の陰が迫せまった。網がかかるっ。

　ドン。

　大気中の神気を押し固めた重い神気弾が飛び、反動でレナが吹っ飛ぶ。際どいところで網を躱かわした。

「思ってたより飛んだなっ。レナ、体は大丈夫か？」

　一応、俺自身が緩かん衝しよう材ざいの役割を果たしているから無事なはずだが、念のため訊いてみる。顰しかめ面つらのお姫様が耳を押さえてぼやいた。

「耳が……ジンジンするわ……」

　ああ、悪ぃ。耳を覆おおってる暇ひまがなかったわ。

　俺たちの目の前で巨大な網が森に落下する。同時に至るところで悲鳴が上がった。これならさっきの蔦野郎もしばらく動けないだろ。今のうちに距離を稼かせがねえとな。

「レナ。何人くらい先に行った？　見えるか？」

「えっと……三十くらいいるわね。上の連中は除いて」

「まあまあってとこだな。よし、俺らも急いで――」

「グラン、何か突っ込んでくる！　左っ」

　気づいたときには遅かった。

「いやっはあああ！」

　横よこ殴なぐりの突とつ風ぷう。そして刺し突とつ。

　俺にできたのは、砲身でそれを受けることだけだった。鋼こう鉄てつの砲身が紙みたいに突き破られ、槍が貫かん通つうする。レナの肩を先せん端たんがかすめた。

「おおっとお、惜おしかったか。でも、神装にはかなりの傷を負わせたよなあ」

　嬉うれしそうに叫んだのは、酒さか樽だるオヤジ。俺を貫つらぬいてやがるのは《大槍のダルム》だった。馬上槍より長くて鋭するどい奴が深々と突き刺さっている。やべえ、完全に腹を抉えぐられてる状態だ。身動きできねえっ……。

「油断大敵だね、お嬢じようちゃん」

　酒樽オヤジが舌なめずりをする。おい、ダルムっ。いくら傭よう兵へいだからって、装纏者ロギウスはもう少し選べよなっ。

「ああ、そうだ。この状態じゃお互い喋しやべれないから伝言だぜ、グランとやら。『てめえだけに良い思いはさせねえ』とさっ」

　あの野郎、昔なじみにも容赦なしか。昨日の友は今日の敵ってか？　傭兵稼か業ぎようが長いと考え方が醒さめちまってて嫌だね。

　痛みを堪えながら対策を練る俺の前で、酒樽オヤジがレナを凝ぎよう視しして言った。

「野郎ばっかで楽しくなさそうな大会だと思っていたが、こんな上じよう玉だまがいてくれてオジサン嬉しいよ」

　……レナ。お前、どうしてこういうクソ野郎に好かれやすいんだ？　二日連続は勘かん弁べんしろよ。

　何てぼやいてる場合でもなかった。この程度なら俺も死にはしないが、動けないのがきついっ。ダルムに貫かれてる状態じゃ、換装もできなかった。

「お嬢ちゃん。もしかして、神装の他に武器は持ってないのかな？　それは良くない。備そなえあれば憂うれいなしってね」

　酒樽オヤジが懐ふところからナイフを取り出した。俺にダルムを突き刺したままグイと身を乗り出す。痛いてててっ。またちょっと食い込んだぞ……。

「とりあえず、抵抗できないように両腕潰しとくか」

　下げ卑びた笑えみを浮かべて、酒樽オヤジがレナににじり寄る。くっそ、どうする？

　……そういや、レナ。妙に大人おとなしいな。こいつは無傷のはずなんだが。

「へひゃひゃひゃひゃ！　まずは右からだああっ」

　酒樽がナイフを振り上げた。ふざけんなよっ。

　俺は無理やり身を捻ひねろうとした。しかし、ダルムが全く動かねえ。この野郎！

「ぷっ」

「うげっ？」

　正直、驚いた。

　レナが酒樽の目を狙って唾つばを吐きやがったんだ。ものの見事に命中し、片目をやられた相手は呻うめき声ごえを上げて目を押さえる。

「こんの、クソ女あああっ！」

「グラン！　我が慢まんしてね」

　酒樽の怒ど声せいとレナの小声が重なった。もちろん、俺は相棒の声を聞き逃しはしない。その意味もすぐに理解できた。

　いい判断だぜ、レナっ。

　レナが思いきり大砲をぶっ放す。槍に砲身を貫かれている状態で弾を発射したら、普通は砲身が壊れちまう。でも、俺は神装だ。最悪、ぶっ壊れても「核かく」さえ残ってれば再生可能。ついでに槍になってるダルムに至近距離で痛手を負わせられる。

「ぐううっ」

　さすがに声が出ちまった。吐きそうなほど痛いてえっ。

　でも、それだけの効果はあった。ダルムが真っ二つにへし折れる。対して俺は何とか砕くだけ散ちらずに済んだ。

「ダルムっ？　この女、舐なめた真ま似ねしやがってえええ！」

　俺は耐えきれず、地面に落ちる。少し離れて酒樽とダルムも落下した。落ちながら換装する。昨夜、複写したばかりの《杭》。

「レナ！　俺を使って落下速度を緩ゆるめろっ」

　それだけ言うので精せい一いつ杯ぱいだったが、レナはちゃんと分かってくれた。クロマツの森の中に突っ込むなり、杭を幹みきに向けて打ち込む。どてっ腹ぱらに大穴空いてるうえ、体のあちこちをゴツゴツした幹に擦こすりつけられて痛いやら熱いやら悲ひ惨さんな有り様だったが、何とか無事着地した。

「……大丈夫か、レナ」

「それはこっちの台詞せりふよっ。グラン、あなた平気なのっ？」

「神装を舐めんな。こんくらい、傷のうちに入らねえよ……」

「強がらないでっ。武装を解かい除じよして、どこかで手当を」

「それはダメだ！」

　俺は気合いで叫んだ。ああ、声出すだけでもきっついな。

「何でよっ？　強がってる場合じゃ――」

「そうじゃねえっ。……ここはまだ戦場だ。さっきの酒樽オヤジとダルム……あいつらもまだ生きてる。ここで武装解除なんざ、できるわけがねえ……」

「だけど、グランがっ」

「俺はこのままでも少しずつ回復していく……。しばらく森ん中、走ってくれるか」

「……わかったわ」

　レナは周囲を見回した。方角を知りたいんだろう。でも、背の高いクロマツに囲まれて日の光があまり差し込んでこない。俺は意識を集中させる。方角くらいなら何とか分かるはずだ。えっと、北がこっちか……。

「レナ、そのまま前に進め。ちょうど正面が北西だ」

「グラン。一番楽な状態になっててね」

　そう言い、レナは走り出す。お言葉に甘えて、俺は基本型の《剣》に換装した。胸きよう甲こうがほとんど壊れかけているが、剣が折れているよりいいだろう。いざというとき、レナが戦えないのはまずい。

　少しの間、駆けるレナの規則正しい呼吸音と腐ふ葉よう土どを踏みしめる靴くつの感触だけが全てになった。

　今、俺たちはどのくらい順位を落としてんだろうな……。

　そんなことをぼんやり考えながら自身を治ち癒ゆさせていく。大分、本調子に戻ってきた。そろそろ周りの様子も感じられそうだ。

　そう思い、意識を現実世界に戻す。

　走り疲れたのか、レナは歩いていた。

　そして背後から、おぞましい感覚。

「レナ！　奴らが追いついてきた！」

　振り返ったレナには酒樽オヤジとダルムの姿が、そしてそれ以上のものがはっきり捉とらえられたらしい。

「グラン！　蔦の奴もいるっ」

　俺は意識を後方に飛ばした。まさか、手を組みやがったのか？　でも、どうして？　蔦野郎に何の得があるってんだ？　いや、そんなことは今、どうでもいいか。

「全身に蔦を巻きつけた奴が飛んでくる。さっきのデブと槍を蔦で運んでるみたい」

「戦うしかねえな。ダルムはどんな状態か分かるか？」

「槍は、元通りみたいよ。……あ、待って。違う、真ん中にヒビが入ってる」

「なるほど、向こうも本調子じゃねえってことか。……ここは一つ、先にど派手なのをぶちかまして牽けん制せいしようぜ」

「何をするの？」

「また、さっきのやつだよっ」

　俺は《大砲》に換装した。

「けっこう的はでかいぜ。ぶちかませ！」

「弓矢と勝手が違うけど、こういうのは得意よ！」

　こっちが何をするか気づいたのか、蔦野郎の動きが揺らいだ。

　轟ごう音おんとともに、神気弾が蔦野郎と酒樽オヤジに放たれる。

　まともに食らえば即死だ。少なくとも瀕ひん死しにまでは追い込めるはず。どうだっ？

「くっ」

　レナが眉まゆを顰ひそめた。

　物もの凄すごい速さで蔦が飛びかかってくる。

　外したのかっ。

　俺は咄嗟に《剣》へ換装した。すぐにレナが両手足を捕らえられる。

「このっ！」

　剣で蔦を斬り払うが、次々に襲い来るのでキリがない。そのうち足を掬すくわれ、転んでしまった。まずい！

「きゃああっ」

　無数の蔦が絡まり、レナを引きずっていく。その先には半分ほど黒くろ焦こげになった蔦の塊かたまりと酒樽オヤジがいた。ダルムも含め、ぼろぼろになっている。

「こ、ここここのクソ女、殺してやるう……」

　酒樽は左半身に大おお火傷やけどを負っていた。直撃じゃなく余よ波はでやられたのか。

「ゴスタ！　てめえは下がってろ。俺がヤるっ」

　蔦の塊が割れて、男の顔が出てきた。あれが蔦の装纏者だな。

「うるせえ、エスキリ！　ここまで虚こ仮けにされて、黙ってられるかああっ」

「てめえの体で何ができるってんだよっ。すっこんでろ、死に損ない！」

「うるせえって言ってんだろうがあっ！」

　おいおい、ここで仲間割れかよ。ま、こっちにとっちゃ好都合だっ。

　レナが何とか足に絡まっていた蔦を斬り払った。立ち上がると同時に俺は換装する。

「レナ、一気に決めるぞ！」

　刀と靴。たったそれだけの武装に切り替えた。目を見張るレナに素早く説明する。

「こいつが《太た刀ち》だ。敏びん捷しよう性せい特化の近きん接せつ戦せん武装。速さでぶっちぎって二人とも斬り殺せ！　切れ味は抜群だぞ」

　防御力はほぼゼロだが、相手の攻撃が当たらなければ良いって考え方の能力だ。尋じん常じようじゃねえ速さで突っ込んで必殺の太刀を浴びせる。こいつとやり合ったときは、さすがのイリアスも戦せん慄りつしてたな。

「はあっ！」

　気合いの掛け声とともにレナが飛び込む。

　たった三歩で酒樽を刀の間合いに収めた。焦った蔦野郎が蔦を放つが、遅いっ。あっさり潜り抜けて目を剝むく酒樽オヤジの前へ。

「ひ、ひいいいいっ……」

　それまでの虚きよ勢せいが剝はがれ落おちた。尻しり餅もちをつき、無事だった右腕を上げて叫ぶ。

「やめろおおおっ！」

　醜みにくい形ぎよう相そうだ。さっさとあの世に行きやがれ！

　レナが刀を振り下ろす。鮮せん血けつが散った。

　絶ぜつ叫きよう。火傷を負っている左肩から右腕ごと右腰まで斜めに斬り下ろす。

　うん？　浅いっ。

「てめえっ！」

　蔦が飛びかかってきた。地面を蹴けって素早く躱しつつ斬り落とす。襲い来るそれらを次々に蹴散らし、薙なぎ払はらった。徐じよ々じよに蔦の塊が小さくなっていき、その奥に隠れていた装纏者の姿を露あらわにしていく。ついに上半身が見えた。

「レナ！　胸を突き刺せ」

　ここからなら心臓に刺さらなくても致ち命めい傷しようを与えられる。さっきから相手は泣きながら何か喚わめいているが、見苦しいにも程があるなっ。

「や、やああっ！」

　刀の切っ先が、蔦野郎の胸に突き刺さる。んっ？　バカ！　何で刃を縦たてにして刺してんだよっ。それじゃ肋ろつ骨こつに引っかかって上手く刺さらねえだろ！

　おまけに力が乗っていなかったのか、切っ先のところまでで止まってしまった。レナは押し込まずに一度刀を抜く。もう一度刺したが、今度は手元が狂った。脇腹を浅く切り裂いて、蔦の塊に刀を突き刺しちまう。

「何やってんだ、お前！　早く抜け！」

「わかってるわ――きゃあっ！」

　ひっくり返るレナ。その弾みで刀を手放しやがった。

「この、女っ、舐めやがって！　舐めやがってえええ！」

　レナの上に、酒樽オヤジが覆い被さっている。やっぱり浅かった。とどめを刺せていなかった。まずい！　この状況は無茶苦茶まずいぞっ。刀が蔦に刺さったまま、いや、絡みつかれて動きを封じられてやがる。これじゃ助けにいきたくても、いけねえっ。換装もできねえ！

「逃げろ、レナ！　そいつはボロボロだっ。お前の腕力でもどうにかなるっ」

　だが、俺の考えを読んだかのように蔦が飛びかかり、レナの両手足を縛り上げた。目に狂気を宿した酒樽オヤジは、肩から血をだらだら流しながら引きつったように笑う。

「ヒヘヘッ。よくも、よくもやりやがったなあ。思い知らせてやるぞ、女あっ！」

　人差し指と中指の半分を失った拳こぶしで、レナの顔を殴る。「クソがっ」「クソ女がっ」と乱打した。歯を食いしばって耐えるレナ。それが気にくわなかったのか、酒樽はレナの首元に手を掛け、力任せに服を引き裂いた。

「いやあああっ！」

　レナが羞しゆう恥ちに叫ぶ。オヤジがニタリと嘲あざ笑わらった。涎よだれを啜すすり、再び殴りつける。

「おおい、ゴスタ。俺の楽しみも取っておいてくれよ」

　蔦野郎が、蔦をレナの太ももに這はわせながら言った。このクソ野郎！　それ以上やったら殺すぞっ。二人とも殺すからな！

　刀を小刻みに揺らし、蔦の呪じゆ縛ばくから逃れようとする。せめて足が動けば、靴を振り回すこともできるんだがっ。

　クソっ。ふざけやがって！　ふざけやがってええ！

　酒樽の耳障りな笑い声が一際甲かん高だかくなった。破ったレナの服を乱暴に摑つかみ、血まみれの右手で押し広げる。下着が露わになった。蔦野郎が口くち笛ぶえを吹く。

「何だあ？　随分、高そうなもん着てるじゃねえか」

　絹きぬらしき薄手の下着に指を伸ばした。

「いやっ……」

　レナがギュッと目を瞑つむる。

　俺の中で、何かが切れた。

「やめろっつってんだ、クソがあああああああああああああああ！」

　どうやったのか、自分でもよく分からねえ。

　気づいたら蔦の呪縛から飛び出していた。酒樽の背中に突進する。奴はひっくり返って避けた。俺は軌道修正して、レナの左腕を縛っていた蔦を斬り裂く。刀の柄つかをレナが摑んだ。

「換装!!」

　瞬時にレナを包み込む。

「ぬあっ？」

《大おお盾たて》。レナをクソ野郎どもからすっぽり覆い隠すため、俺は巨大な盾を展開した。酒樽オヤジが弾き飛ばされて地面を転げる。

「大丈夫か、レナっ」

「……グラン。……このくらい、平気よ」

　こいつ、涙目になってやがる……。

　さてと、こっからが本番だぞ、クソども。二人とも、生かしちゃおかねえ！

「だせえな、ゴスタ」

「うるせえよ、エスキリ！　てめえこそ、ちゃんと神装を押さえておきやがれ！」

「知るかよっ。俺はてめえの手下じゃねえ！」

　また仲間割れか。心底、下らねえ奴らだ。

「動けるか？　今度こそ、あいつらを――」

　視界が紅ぐ蓮れんに染まった。

「ぎゃああああああああああああ!?」

　上空から吹き下ろされた凄すさまじい炎ほのおが、二人を飲み込む。

　俺の怒りの炎、ってわけじゃない。

　別の奴の仕し業わざだった。

　一瞬にして蔦野郎と酒樽オヤジが人間松たい明まつになる。

「ひやあああああああああっ……」

　火だるまになった酒樽がゴロゴロと転げ回った。じきに動かなくなる。

「熱い！　熱いいいいいいいいいいいいいっ……」

　蔦野郎も悲惨だった。蔦の中に埋まっていたのが災わざわいして、相棒に変化を解かせる間もなく炭たん化かしていく。周囲の蔦も一つ残らず焼き尽くされた。

「…………」

　俺は猛もう烈れつな熱ねつ波ぱからレナを庇かばい、炎が治まったところで換装する。《氷ひよう雪せつ》。冷たく透すき通とおった細剣レイピアを手にし、氷の鎧よろいを纏まとってレナが立ち上がった。頭上を見上げる。

「はあい」

　あまりに軽い声が聞こえた。紅蓮の炎とは対照的な青の鎧を身に纏った少女が一人、宙に浮いている。見たところ、レナと同年代だ。銀色の髪が熱気に煽あおられて揺れている。鎧のせいでよく分からないが、恐らくおっぱいは大きい。

「じゃ、お先にぃ」

　軽く投げキッスをすると、少女は飛び去っていった。

　あとには、呆ぼう然ぜんとする俺とレナ。

　そして、二つの焼死体と装纏者を失ったボロボロの神装だけが残った。
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　アラゲートには、日が暮れる頃、辿たどり着ついた。

　あれから俺おれたちは、ほとんど何も話さずに飛んだ。他の参加者と出会うことはなかった。左斜め前から差す夕日がやけに不ぶ気き味みな色をしていて、俺は、早く沈めと何度も心の中で悪あく態たいをついた。

「町の中での戦闘は一切禁止だ。破ったものは参加資格を剝はく奪だつしたうえで厳しい処しよ罰ばつが下されるから、そのつもりで」

　門を抜けたところで大会運営支部の係員に武ぶ装そうを解かい除じよするよう言われ、名前を確認された後、幾いくつか指示を受ける。宿はすでに手配されていた。俺たちは黙だまって指定された宿に向かい、食しよく事じ処どころ兼けん酒場になっている一階で遅めの夕食にありついた。

「……なあ、レナ」

　あらかた食い終えたところで、俺は切り出した。もそもそと岩みたいなパンを咀そ嚼しやくしていたレナが、こっちを上うわ目め遣づかいに見る。

「正直に答えろ。俺たちの命に関わることだ」

「……何？」

　そう言いながら、何を訊きかれるのかは分かっているようだ。だからこそ、ずっとだんまりを決め込んでいたのだろう。

　俺は思い切って言った。

「お前、人を斬きったことがないな」

「……だったら、どうだっていうの？」

「ふざけんな！」

　テーブルに拳こぶしを叩たたきつける。店内の客は、俺ら以外には奥のカウンターで酔っぱらっている赤ら顔の爺じいさんだけだ。給仕係も今は厨ちゆう房ぼうに引っ込んでる。体面を取とり繕つくろう必要はなかった。

「それで死にかけたんだぞっ。あのとき、お前は明らかに躊躇ためらった！　酒さか樽だるオヤジを斬り損そこなったのも、蔦つた野郎を刺し損ねたのも、敵を殺すことに躊躇いがあったからだ！　いや、もっとはっきり言ってやろう。レナ、お前は、殺せねえんだ！」

「できるわ！　さっきは、初めてだったから、その、手元が狂っただけで……」

「それが問題だって言ってんだ！　いいか、レナ。人殺しは決して軽くねえ。戦場で俺とイリアスは何人も、何十人も、いや何百人、間かん接せつ的てきには何千人と殺した。国を守るためって大たい義ぎを掲かかげちゃいたが、やってたことは血しぶきの中を飛び回ることだったよ」

「仕方ないじゃない……。戦いくさだったんだから。兄様は、私たちを守るために」

「ああ、そうだ。その通りだよ。あいつは、お前や国のために殺した。いや、殺せたんだ。初うい陣じんのときのことを今もはっきり覚えている。あいつの手は震ふるえていたぞ。それでも必死に剣を振るって、敵兵の首を刎はね飛とばした。俺を使ってなっ」

　――グラン。俺は、殺せたよ……。

　あのときの、何かを吹っ切ったような、諦あきらめたような、イリアスの顔はいまだに忘れられない。「殺せた」とあいつは言った。でも、それは誰だれのことだったんだ？　敵兵のことだったのか？　それとも、自分自身のことだったのか？

「レナ。まだ引き返せる。復ふく讐しゆうはやめろ。お前は皇こう帝ていを殺せねえよ。たとえ一対一で相手が丸腰だったとしても、お前にはできない。もう戦は終わったんだ。悔くやしいだろうが、皇帝を殺したって――」

「うるさい！」

　今度はレナがテーブルを叩いた。それも両手で。

「うるさい、うるさい、うるさい！　できるわよ！　皇帝は殺せる！　絶対に殺すわ！　何があっても。何を引き替えにしてもっ。必ず殺す！」

「おい、バカっ」

　さすがにまずい。俺はレナの口を手で塞ふさぎ、店内を見回した。酔っぱらい爺さんはカウンターでいびきを掻かいている。よく眠れるな、爺さん。まあ、助かったが。

　あとは厨房の方だったが、誰かが出てくる気け配はいはない。ひとまず大丈夫だったか。

「放してよっ」

　レナが俺の腕を押しのけた。むっつりと唇くちびるを尖とがらせて、そっぽを向く。

　これじゃ、ただのワガママ娘じゃねえか……。

　椅い子すに座り直し、さて、このお姫様をどうやって説せつ得とくしようかと、俺は無い知恵を絞しぼり出だすため腕を組んだ。

「……なあ、レナ。イリアスは、お前に幸せになって欲しいと願ってたはずだぞ」

　ずるい気もしたが、あいつの名前を使う。

「復讐して、何になるってんだ？」

「……グランは、兄様の仇かたきを討うちたくないの？」

　そっぽを向いたまま、レナが呟つぶやいた。

　そいつは、ちいっとばかし痛いてぇ切り返しだな……。

「兄様だけだった……。兄様だけが、私をマルーサの王女として扱ってくれた。王族としての誇ほこりも振ふる舞まい方も、全て兄様に教わったの。剣技だって、兄様はそんなことしなくていいって仰おつしやったけど、私も兄様のようになりたくて、一生懸命お願いして……」

　他の王族連中は、レナのことを「いないもの」として扱ってやがった。

　実の父親である王様ですら、な。まあ、あの人はあの人で、立場ってもんがあったんだろうが。

　イリアスだけが、年の離れた腹はら違ちがいの妹を気にかけて、ときどき王おう宮きゆう外がいにあるレナの家に顔を出していた。

　ひょっとするとあいつも、レナに癒いやされてたのかもしれねえ。王宮にいる他の弟妹どもは、何ていうか、鼻持ちならねえ奴やつらばかりだったからな。

「兄様は、世界だって救ったのよっ。大陸一の英えい雄ゆうとして讃たたえられてたのに、すぐ戦が始まって、帝国は卑ひ怯きようよ！　そんなところに兄様が殺されるなんてっ……」

　レナの横顔を見つめる。その目には、うっすら涙がたまっていた。

　……こいつは、まずったか。

　余計なところを突っついちまったらしい。このままだと依い怙こ地じになるだけだな。何か別の説得方法を考えないと。

　しばらく、俺もレナも黙り込んだ。

「ここかなあ？」

　店の出入り口が開く。一人の少女がひょっこり顔を出した。店内を見回し、俺と目が合うなり、にんまり笑顔になる。

「あなた、グラン？　で、そっちがレナよね？」

　銀ぎん髪ぱつを肩まで流した、レナと同い年くらいの少女。レナと大きく違うのは、その魅み惑わくの膨ふくらみ。おっぱい召使いことソフィアほどではないが、服の上からでも形の良さが窺うかがえる見事なおっぱいの持ち主だった。

「お前、森で会った……」

　あのときは鎧よろいのせいでよく見えなかったけれど、やはり俺の見立てに間違いはなかった。もっと近くに寄ってまじまじと見てみた痛いってえええ！

「レナ！　嚙かみつくことねえだろっ」

　俺は脛すねを押さえて叫さけんだ。涙を拭ぬぐったレナが「はあっ？」と顰しかめ面つらになる。ん？　待て待て。いくらこいつが真っ平らだからって、足に嚙みつくなんてことがあるか？

「フィンガル、ダメよ」

　銀髪少女が、おっぱいをゆさゆさ揺らしながらやって来た。その美しき動きにつられて俺も頷うなずいていると、今度は腕を嚙まれる。

「痛いてえって！　誰だ、この野郎っ？」

「下げ郎ろうが！　我が主あるじに卑ひ猥わいな目を向けるな！」

「うおわっ？　何だ、この犬！」

「犬ではないっ。吾われは誇り高き狼おおかみなり」

「うわ、犬、じゃなくて狼が喋しやべった！　って、神しん装そうか」

　いつの間にか隣となりの席にのぼり上がって俺の腕に嚙みついていた狼は、額ひたいに神装であることを表す紋もん章しようを刻きざみつけていた。こいつのは、五本の波なみ線せんが炎みたいな形を作り出してやがる。毛並みの良い青毛が店内の照明に淡あわく光った。

「んもう。ダメって言ってるでしょ。せっかく仲良くしようと思って探してたのに」

　銀髪少女が狼の頭を撫なでた。「むう」と大人おとなしくなる。

「ここ、座って良いかしら？」

　隣の椅子を指差し、銀髪少女はレナに尋たずねた。できれば俺の隣に来て欲しいんだが、狼が陣じん取どってやがるからなあ。あ、でもおっぱいとは向かい合った方が――

「嚙むぞ」

　この狼、読どく心しん術じゆつでも使えるのかよ。

「勝手にすれば」

　レナは彼女を一いち瞥べつして言うと、席を立った。

「ああ、ちょっと待ってよ。私の話を聞いて欲しいんだけど」

「聞く義ぎ理りはないわ」

「あれえ？　それはさすがにひどいんじゃないかな。森で助けてあげたでしょう」

「あれは……あなたなしでも勝てたわよっ」

「だが、助かったのは確かだぜ」

「グラン！」

　レナが俺を睨にらむ。でも、事実だぞ。特に、お前が奴らを殺せなかったのなら。

　俺の目を見て、言いたいことは伝わったようだ。不ふ機き嫌げんそうな面のまま、それでもレナは椅子に座った。

「ありがとう。自己紹介が遅れたわね。私はライラ。ライラ・ハープライネン」












　そっと胸に手を当て、銀髪少女が名乗る。それから、自分の着ている上着を軽く引っ張った。それを横目で見て、レナが少し嫌そうな顔になる。おい、表情に出すなっ。俺も気づいてたけど、気にしない振りしてたんだぞっ。

「バシャール帝てい国こく、銀ぎん星せい騎き士し団だんの正騎士です」

　たわわなおっぱいばかりに目が行きがちだが、緑地に金きん縁ぶち刺し繡しゆうのされた上着の胸には盾たてに竜りゆうと獅し子しの描かれた紋章が縫ぬい込こまれている。それは今、ライラが言った通り帝国騎士団の正騎士である証あかしだ。「銀星」ってのは、帝国内に幾つかある騎士団の一つだろう。あの「近衛このえ」騎士団長様とは別のところってわけだ。

「それから、この狼が私の相あい棒ぼう。《業ごう炎かのフィンガル》よ。あなたも森で見たと思うけど、炎を操あやつるのが得意なの」

「よろしく」

　青毛の狼が椅子の上で居住まいを正し、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

「俺はグランだ。そっちが装纏者ロギウスのレナ。旅の傭よう兵へいだよ」

　俺は前もって打ち合わせておいた噓うその身分を口にした。

「傭兵っ？　へえ、初めて会ったわ。今まで、どんな戦場に立ってきたの？」

「まあ、最近じゃ商売上がったりでね。そんなことより、俺たちに何の用だ？　何で俺らの名前を知ってる？」

　ライラは店に入ってきたとき、俺たちの名前を口にしていた。そのことを指摘すると、彼女は「そうね」と一つ頷いて隣のレナに目をやった。

「さっき運営支部の人に聞いたんだけど、大会に参加した百三十八組中、アラゲートまで辿り着いたのは八十五組だそうよ」

「五十組以上、脱だつ落らくしたってのか？　いや、まだアラゲートに着いてねえだけか」

「いいえ。脱落したのよ。五十三組全ての脱落を確認したらしいわ」

　俺は笑っちまった。

「おいおい。初日で三分の一以上が消えたってか。これじゃ三日後には全ぜん滅めつしてるかもな。ひでえ話だ」

「それから、今、このアラゲートにいるのは二十七組。他の六十組近くはすでに町を出ているんですって。私たちは、現在最下位組ってわけ」

　ガタン、とレナが椅子を蹴けって立ち上がった。

「グランっ。こんなところで、もたもたしてられないわ。行きましょう！」

「落ち着けって。話の途中だぜ」

「そんなこと言ってる間に、どんどん差が広がるのよっ。このままじゃ、優勝どころか闘とう技ぎ場じようにも入れないっ……」

「そう。そうなのよ」

　焦あせった表情のレナに、ライラが同調する。うっすら微笑ほほえんで、お姫様の腕を取った。

「だから、あなたと話したかったの。ねえ、手を組まない？」

「えっ……？」

　取られた腕をビクッと引っ込め、レナは数歩下がる。ライラはテーブルに頰ほお杖づえを突き、余よ裕ゆうをもって相手を見上げた。

「最下位組同士、助け合いましょうってこと。あなたたちにとっても悪くない提案だと思うんだけど？」

「……まだ、質問に答えてないわ」

　レナがチラッと俺を見る。ライラは小首を傾かしげた。

「グランの質問。何で私たちの名前を知ってたの？　あの森で、名乗った覚えはないんだけどっ」

「ああ、そのことね。簡単よ。運営支部に行ったとき、色々聞き出したの。こういうとき、騎士団の権けん威いって便利よね。残ってる参加者の中に女性はいなかったかって訊いたら、すぐにレナのことを教えてくれたわ」

「それって、いいのかよ……」

「どうせ、明日の新聞には載のる情報よ」

「シンブン？」

　思わず洩もらしちまう。ライラが目を丸くした。

「新聞を知らないの？　三年前から、辺へん境きようの地にも届くようになったはずだけど」

「シンブンくらい知ってる。そうじゃなくて、俺らのことが載るのか？」

　少々苦しい気はしたが、俺はそう言ってごまかす。どうせ、あれだろ？　広場かどっかに立て看かん板ばんが出て、そこに大会の情報が張り出されるんだろ。そのくらいならマルーサにだってあったぜ。

「この『神装演えん舞ぶ会かい』は帝国中が注目してる、お祭りなのよ。誰が優勝するか賭かけも行われているんだから。ま、近衛騎士団長様が断トツ人気なんだけどね」

「あいつか……」

　俺は、取り巻きを従したがえて空を悠ゆう然ぜんと飛んでやがった坊ちゃんの姿を思い出した。

「どう、レナ。これでいいかしら？」

　ライラが立ったままのレナに椅子を勧すすめる。まだ警けい戒かいしているようだったが、レナはひとまず椅子に腰を下ろした。

「手を組むって、どういう意味よ」

「言葉通りの意味よ。手を組んで、あの騎士団長様を出し抜きましょう。私たちが円形闘技場に一番乗りするのよ。あ、一番と二番乗りね」

　その言葉に、レナの目つきが変わる。

「闘技場に着いたら、決闘は正せい々せい堂どう々どうやって、どっちが勝っても恨うらみっこなし。その代わり、明日からの道どう程ていでは協力し合うの」

「……初対面のあんたを、いきなり信じろっていうの？」

「それは、お互い様よ。でも、今のところ利害は一いつ致ちしてるはず。このまま普通にやっても優勝は絶対無理だと思わない？　何しろ、近衛騎士団長様は取り巻きを十組くらい引き連れて参加してるんだから」

「そんなの、反則じゃない!?」

　レナが叫んだ。ライラが楽しそうに笑う。

「反則、じゃないわよ。参加者同士で組んではいけないって規則はないもの。ただ、帝国近衛騎士団の団長として、相応ふさわしい行動かと言われると疑問なんだけどね。あ、この発言、ここだけにしておいてね。もしばれたら私が騎士団から追放されちゃう」

　ペロッと可か愛わいく舌を出すライラ。その表情は、どこか幼さを感じさせた。

「何で、俺たちだ」

　俺は会話に割り込んだ。

「うん？」

「さっき自分で言ったよな。ここには二十七組いるって。つまり、手を組めそうな相手は俺らの他にも二十五組いるってわけだ。そいつらじゃなく、どうして俺らを選んだ？　それとも、すでに何人かに声をかけて断られたのか？」

「まさか。組むなら、あなたたちしかいないと思ったのよ。知ってる？　大会参加者の中で、装纏者だけじゃなく神装も含めて、女は私とレナの二人だけなのよ」

「そういや、ミグザリアの中央広場で、あんたを見た覚えがねえな」

「私も、あなたたちを見かけなかったわ。見つけてたら、もっと早く共きよう闘とうを申し込んでたと思う。参加者中、たった二人の女が、男どもを蹴散らして優勝と準優勝をかっさらうの。痛つう快かいだと思わない？」

　ライラの瞳ひとみがキラキラ輝く。こいつ、面おも白しろがってやがる……。

「勝つ算段はあるの？」

　レナが尋ねた。おっと、その発言は乗り気だって言ってるようなもんだぞ。

　ライラも手応えを感じたんだろう。「もちろん」と地図を取り出した。俺たちにも見えるよう、テーブルの真ん中に広げる。それはミグザリア、アラゲート、帝てい都とカポルネを含む周辺を記したものだった。地図のほぼ中央を、コスケンコルヴァ山さん脈みやくが南北に突っ切っている。

「ここがアラゲート。で、こっちがカポルネね」

　ライラは地図上の点を指差した。森の中にアラゲートと書かれた赤い点がある。そこからほぼ真東に進むと帝都カポルネがあった。その間には、コスケンコルヴァ山脈が聳そびえ立たっているわけだが。

「ここをすでに発たっている人たちは、みんな、北へ向かったそうよ」

「北……海岸線を進む方角か」

「そこまで北上するかは分からないけど、とりあえず、北側をぐるっと回るみたい」

「どうして南側に向かわなかったのかしら？」

　レナが疑問を口にした。ライラは肩を竦すくめる。

「今日の惨さん状じようを、あなたも体験したでしょ。アラゲートから南に向かうってことは、来た道を戻るってことよ。後続の参加者とぶつかる危険を冒おかしてまで戻りたいと思う？」

「……そうね。じゃあ、私たちは南に向かおうって考え？」

　しかしライラは首を振った。

「それじゃ、騎士団長様を出し抜けないわ。私たちが進む道はこっちしかない」

　彼女の指先が、地図上のアラゲートから一直線にカポルネへ向かう。

　正気か、この女……。

「ここから真まっ直すぐ東へ進むのよっ。コスケンコルヴァ山脈を越えるの！」

「無む謀ぼうだ！」

　俺は叫んだ。

「あの山脈が何て呼ばれてるのか、お前だって知ってるだろ！　魔ま獣じゆうの棲すまう呪のろわれし地、『魔ま境きよう』。皇帝陛へい下かだって、手を出せずにいる禁きん断だんの土地だ」

「陛下のお考えは知らないけど」

　ところが、ライラはあっさり言い返す。

「何も魔獣たちを一いつ掃そうしようってわけじゃないのよ。あくまで山越えをしようって話。運が良ければ一匹も魔獣に出くわすことなく越えられるかもしれない」

「楽らつ観かん的てき過ぎるだろ、おい！」

「多少の無理は承しよう知ちの上よ。そうしないと、私たちは優勝できない。違う？」

「死んだら元も子もねえだろうがっ。おい、狼！　てめえも神装なら、装纏者の無茶を諫いさめやがれ」

「フィンガルである」

「んなことは、今はどうでもいい！」

「吾は、主の望みのままに動く。そして全力で主をお守りする」

「お前……。レナ、行こうっ。こいつらと組んだら命が幾つあっても足りねえ！」

　俺はレナを促うながして席を立った。

　だが、お姫様は立とうとしない。じっと地図に目を落としたまま真剣な顔をしてやがった。待て待て、何を考えてんだ、お前っ。

「グラン。あなたはコスケンコルヴァに入ったことがあるの？」

　レナは顔を上げずにそんなことを訊いてきた。

「ねえよ！　近づいたことすらない！　でも、似たようなところには行ったことがある！　そこで、冗じよう談だんじゃなく、死にかけた！」

　帝国騎士の前でイリアスの名を出すのは危ない気がしたんで、ぼかして答える。

　レナ、これで察してくれ。

　似たようなところ――「ミハーラの災さい厄やく」の舞台になったのはミハーラ王国内にあった「魔境」ツィプロ山脈だ。あそこで俺とイリアスは魔獣どもと死闘を繰り広げた。何人も仲間を失い、俺もイリアスも一歩間違えば死んでいた。

「そうなんだ。つまり、グランもコスケンコルヴァのことはわからないのよね。本当はどの程度、危険なのかってことも」

「レナ！」

　伝わってねえのかよっ？

　そう思ったが、すぐに違うと気づいた。レナは俺の意図を察したうえで、話を進めようとしてやがる。そんな目をしていた。

「ふふっ」

　不意にライラが吹き出す。クスクス笑った。

「ああ、ごめんなさい。あなたたち、変わってるなって思って」

　俺たちにヒラヒラと手を振る。

「だって、装纏者と神装って感じに見えないんだもの。何ていうか、兄きよう妹だいみたい。駄だ々だをこねる妹と、それを諫める兄ってところかしら」

「グランは兄様じゃないわっ」

「わかってるわよ。そんなふうに見えるって言っただけ。それより、どうする？　お兄ちゃんは反対みたいだけど」

　口元に笑みを浮かべたまま、ライラが言った。こいつ、煽あおってやがるな。レナ、乗るんじゃねえっ。

「いいわ。手を組みましょう」

「レナ！　いい加減にしろっ」

「グランこそ、いい加減にして！　私は冷静に判断して決めたのっ。……多少の無理はしないと、状況は改かい善ぜんしない。それにこの先、もっと厳しいことになるかもしれないんだから」

　レナは俺を見つめて言った。

「お願い」

「…………クソッ」

　俺はどっかりと座り込んだ。背もたれのない安物の椅子がギイと軋きしむ。

「レナ、お前、金はどのくらい持ってる」

「お金？　急にどうしたのよ？」

「山越えを舐なめんなっ。今の装備じゃ、普通の登山すらままならねえよ。明日、朝一で装備を揃そろえる必要がある」

「グランっ」

　レナの表情がパッと明るくなった。……やめてくれ、そういうのは。

「決まりね。それじゃ、明日の朝、ここに迎えに来るわ。一いつ緒しよに装備を揃えましょう。しばらくの間、よろしくね、レナ」

　ライラが手を差し出した。レナはそれを見て、しかし「よろしく」と返すだけに留とどめる。握手しそこねたライラは、ひょいと肩を竦めた。

「よろしく頼む」

　隣の狼も律りち儀ぎに頭を下げてきた。俺は「おう」とだけ答え、地図を見下ろす。

　厄やつ介かいなことになってきやがったぞ……。




　やっぱり、厄介なことだったじゃねえか！

　俺は心中で毒づきながら旋せん回かいした。

　冷たい風に全身を打たれつつ、レナが気き丈じように弓ゆみを引く。天地が逆さまになった状態で矢を放った。

「グホオオオッ」

　神しん気きの矢が目玉に突き刺さり、ばかでかい猿さるが吠ほえる。鋼はがねのように固い体毛に覆おおわれた両腕をメチャクチャに振り回した。

「八つもあんだから、一つ潰つぶされたくらいで騒ぐんじゃねえよ！」

「まったくだわ！」

　今、俺たちが戦っている大猿は、気色悪いことに目玉が八つもある。一つ一つがぐりぐり動いて標ひよう的てきを捉とらえ、予想以上に素早い動きで襲おそいかかってくるんだ。

「グラン、後ろ！」

　おおっと、危ねえっ。

　別の大猿が腕を振り回して俺たちを捕まえようとした。

　身を翻ひるがえし、レナを安全圏まで舞い上がらせる。

　さらに厄介なことには、八つ目の大猿は一頭じゃない。十頭ほどの群むれと遭そう遇ぐうしちまった。俺たちだけだったら、とてもじゃねえが対応しきれなかったろうな。

　まったく……。山に入ってまだ半日も経たってねえのに。

　昨夜、ライラたちと組んでコスケンコルヴァ山脈を越えることに決めた俺たちは、朝早くから合流した彼女と一緒に、町の市場に繰り出した。店はほとんど開いてなかったが、ライラが騎士団の権威を振りかざして店を開けさせるという荒あら業わざをやってのけた。

　ちょっと気になってたんだが、帝国騎士には礼れい儀ぎとか節せつ度どってもんはないのか？　それともライラが特別、変なのか？

　ともあれ装備を整えた俺たちは、アラゲートを飛び立った。それでも、参加者の中で一番遅い出発だったらしい。門のところにいた係員は、もう優勝の目はないだろうと言ってくれた。

　そんなわけで山脈に突っ込んだんだが、聞きしに勝るとはこのことだろうな。

　山岳地帯に入るなり、胴の直径が俺の背せ丈たけと大して変わらねえ蛇へびと空中戦をやることになり、高度を下げて飛べば背の低い草木の中から次々飛び出してくる肉食の芋いも虫むしに飛びかかられた。

　キャアキャアうるせえレナの悲鳴を聞き流して、それらをバッサバッサと斬り捨てさせ、ときに弾はじき飛とばし、砲弾の餌え食じきにしながら突き進み、ようやく一息つけると思ったら目ん玉を八つもくっつけた大猿の群れが雄お叫たけびを上げながら岩の隙すき間まから湧わいて出てきやがった。

　何なんだろうね、こいつら。人間を見つけたら襲うように躾しつけられてんのかね。

「グラン、高度を下げて！」

　矢を放ち続けているレナが声を上げた。

　雲の中から、ぬるぬると一匹の蛇がこっちに飛んでくる。ああ、クソッ。上空はあれがひっきりなしに出てくるし、下は下で気味悪いのがうじゃうじゃいやがる。

　誰だ、山越えをしようなんて言い出した奴は！

　俺は遠目に見える張ちよう本ほん人にんどもを睨んだ。

　すぐ側そばに下りる。

「あらかた、目は潰したわよ！」

　レナがライラに向かって叫んだ。青の鎧を身に纏まとい、本人の背丈より遙はるかに長い鉾槍ハルバードを構えて大猿どもの群れをいなしていた彼女は、「ありがと。十分よ」と言うなり、一気に群れの中に飛び込む。

「全て、焼き尽くしてあげる！」

　鉾槍が炎ほのおに包まれた。

　大猿どもが威い嚇かくの咆ほう哮こうを上げ、腕を振り上げる。

　ライラが鉾槍を一いつ閃せん。

　凄すさまじい炎が噴き出し、大猿どもが次々と燃え上がる。のたうち回る奴らの間を縫うように飛び、彼女は十頭ほどの群れを全て黒くろ焦こげにした。

「さ、行きましょ」

　何ごともなかったかのように戻ってきたライラは、炎の治まった鉾槍を肩に担ぎ、俺らを促す。

「……私たち、いらなかったんじゃない？」

「そんなことないわよ。できるだけ目を潰してもらったのは、あいつらの視界に死角を作るためだったんだもの。死角があったから、捕まらずに飛べたのよ」

「それがお世せ辞じでないことを祈るわ」

「レナは心配性ね。あなたは必要な存在よ。役に立ってる」

「そう……」

　正直、俺もさっきからレナと同じことを考えていた。

　ライラもそうだが、フィンガルの炎も尋常じゃねえ。こいつら、異様に強いぞ。俺らと組まなくても山越えできたんじゃないのか？

　とはいえ、道程はまだ半なかばにも差し掛かってない。これからどんなことが起きるか分からないことを考えると、自分たちだけで山越えをするのはライラたちにとっても分ぶが悪い賭けだったのかもな。

「何か近づいてくるっ」

　レナが前方を指差した。

　俺には何も見えねえ。……いや、小さな黒い点みたいなのが見えるな。ちょっとずつ大きくなってるような。

「私には何も見えないんだけど……フィンガルもわからないって言ってる。レナ、何が見えるのよ？」

　隣を飛ぶライラにも見えないらしい。このお姫様はどんだけ目が良いんだろうね。

「ちょっと待って……。あれって、竜よ！」

　レナが声を上げたとき、俺にも輪りん郭かくくらいは判別できるようになっていた。

　ばかでかいトカゲが背中に蝙蝠こうもりの羽根を生やして飛んでいる。

　大ざっぱに言うと、そんな感じだ。実際にはもっと醜しゆう悪あくで凶きよう暴ぼうな見た目なんだが、細かいとこまで悠ゆう長ちように観察してる暇ひまはない。

「やべえな。どっかに隠れて、やり過ごすぞ」

「やり過ごすっ？　戦わないの？」

「あんなのと戦ってられるかっ。魔獣の中でも大だい本ほん命めいでやばい奴だぞ！　ライラの紋章を見てみろ。獅子は地上の王、竜は天空の王って意味で帝国騎士団の紋章に描かれてんだ！　俺らだけじゃ勝ち目はねえ！」

「……って言ってるんだけど、どうなの？」

　レナは俺の意見をライラに伝えた。

「そうね。私もその意見に賛成。大半の竜には通常の刃は物ものじゃ傷一つつけられないし、炎にも耐たい性せいがあるから。私たちだけで戦っても勝ち目はないわ」

「そんなに強いの……。でも、隠れるっていってもどこに？　あそこの岩いわ陰かげくらいしかないけど、下に降りたら襲われるわよ」

　大岩の周りを這はい回まわる芋虫を見ながら、レナが言う。ライラが尋ねた。

「レナの神装、色々な力が使えるんでしょ？　身を隠すのに有効なものってない？」

　なるほど、それが狙ねらいか。

　この女の魂こん胆たんが、少し見えたような気がした。

「自分の苦手な相手や状況にも対応できる。俺たちと組んだ理由の一つに、それも含まれてたみてえだな」

「ふうん……。ねえ、何か良い手はあるの？」

　レナが小声で訊いてくる。

「そうだな……。ぶっちゃけ、そっちの心配はしなくていいと思うぞ」

「どういう意味？」

「俺は『ミハーラの災厄』で魔境に入ったとき、竜にも出くわしたことがある。そのとき、他の魔獣どもは隠れてやがったよ。奴が近づいてきたら、多分、あの芋虫どもは一いつ斉せいに姿を消すぜ」

　そう言ってる側から足下が騒がしくなった。あいつらも感づいたらしい。

「奴が通り過ぎるまでなら、あの岩陰に隠れていられそうだな」

「今なら隠れていられそうよっ」

　レナが俺の話を適当に端は折しよって話す。ライラは少し思案した後、頷いた。

「その考えに乗りましょう。油断はしないでね」

　慎しん重ちように岩の側まで降り、周りに注意しながら身を潜ひそめる。

「……ねえ、岩の隙間に何かいるんだけど」

　レナが見つけなくても良いものを見つけやがった。肉食芋虫の尻しりみたいだな。こういうとき、目が良いってのも善よし悪あしか。

「今は動かねえよ。それよりもっと岩にくっついて身を低くしろっ」

「うう……。何だか気持ち悪い……」

　ぼやきながら屈かがむ。ライラが身を寄せてきた。

　空気が張りつめる。

　異い様ような重圧がのしかかった。

　レナもライラもそれを感じ取ったらしく、二人とも口を引き結んで息を潜める。

　奴が来る。

　天空の王。最強の魔獣である竜が、俺らの真上を飛んでいく。

　咆哮。腹にビリビリきやがる。

　レナの心しん拍ぱく数すうが跳ね上がった。全身が汗ばむ。

　ああ、よく分かるぜ。その気持ち。

　俺も以前、同じ恐怖を味わったからな。

　じっと息を潜め、気配を消してやり過ごす。その後ろ姿が芥け子し粒つぶになるまで俺たちは動かずにいた。

「……もう、いい？」

　沈ちん黙もくを破ったのはレナだった。岩の隙間に潜んでいた芋虫が、もぞもぞと動き出す。

「よし、行けそうだっ」

「行きましょう！」

　宙に舞い上がる。俺たちは再び山頂へ向けて飛び立った。




「この辺りで休みましょうか」

　日が地平線にかかってきた頃、ライラが言った。

　地面はすっかり雪に覆われ、一面の銀世界ってやつだ。

　斜面に積み重なった雪を掘り、雪せつ洞どうを作る。

「こういうの、大得意なの！」とレナがやたら張り切ったお陰で、俺たち三人と一匹が入っても余裕のある雪洞が出来上がった。

　レナ……幼い頃から剣術を学んでいて雪洞作りが大得意って、どんだけ世のお姫様像を覆くつがえしてくれるんだ、お前は。

　ともあれ、出入り口に布を垂たらして完成した雪洞に潜り込むと、俺たちは道中掻き集めておいた木の枝を燃やして暖だんを取った。

「せっかくだから、食材を出し合いましょうよ」

　夕食を食べるという段になって、ライラが底の浅い片かた手て鍋なべを出してくる。レナと自分の食材を足し合わせ、ちょっとしたシチューを作りやがった。騎士のくせに料理もできるのか。

　シチューは何な故ぜか俺とフィンガルの分もあった。俺ら神装は食わなくてもいいから、山越えの間は何も食べる気なかったんだけどな。

「美お味いしい……」

　レナが微び妙みような表情になって言う。ああ、確かに美う味まい。つまり、こいつの表情は女としての悔しさの表れということか。

「ねえ。レナは優勝したら陛下に何をお願いするのっ？」

　シチューを食べながら、ライラがそんなことを訊いてきた。

「……別に、あなたに教える必要ないでしょ」

「えーっ、つれないなあ」

「まあ、有り体に言えば金だよ。一生遊んで暮らせる金が欲しい。傭兵って仕事は楽じゃないんでね」

　俺はあえて彼女の話に乗ってみる。レナが非難するような目を向けたが、気にせずライラに切り返した。

「そういうお前は、どうなんだ？　帝国の騎士様が一体何を望むんで？」

「私？　私はね、吟ぎん遊ゆう詩し人じんになりたいの」

　ふわりと頰を緩ゆるめ、銀髪の少女はそう答えた。

　炎に照らされて、緑玉色エメラルドの瞳が輝く。

「吟遊詩人？　帝国の騎士っていう名誉ある地位にいながら、何でまたそんなもんになりたがる？」

「だって、世界中を旅して回れるじゃないっ。私ね、小さな頃から夢だったの。いつかもっと広い世界を見て回りたいって」

「今じゃ、大陸中が帝国領内だぜ。騎士のままでも旅はできるだろうに」

「もっとよ！　もっと広い世界！　知ってる？　海の先には大陸とは違う土地があるのよ。違う世界。違う人々。私はそんな世界を見て、そこで暮らす人たちと話をして、そして冒ぼう険けん譚たんを詩にして詠うたうのっ」

　ライラが歌い出した。透すき通とおるような高音が響ひびく。……なるほど、こいつはすげえ。料理だけじゃなく歌まで上う手まいとはね。レナ、おっぱい以外にも負けてるところが多すぎるぞ。

　レナが俺の脇わき腹ばらに拳を叩き込みやがった。

「うぐふっ……いきなり何しやがる……」

「何か腹立つこと考えてたでしょ」

　こいつも読心術が使えんのか？

「そんなに吟遊詩人になりたいなら、さっさとなればいいじゃない」

　楽しそうに歌っていたライラが、レナの言葉に苦笑した。

「そうね。そうできたら、どんなにいいか……」

　一転、表情を陰らせた彼女の膝ひざに、フィンガルが黙って顎あごを乗せる。相棒の青毛を優しく撫でつけながら、ライラは語った。

「大会で優勝したら、私はハープライネン家の永えい続ぞくを願うわ」

「……自分の家の、永続？」

「そんなに珍しい話じゃないのよ。うちは男だん爵しやく位いをもっているけど、貧びん乏ぼう貴族でね。おまけに男子に恵まれなかったものだから、一時期、取り潰つぶしの声もあったの。成人した私に無理やり騎士叙じよ勲くんさせて体面を保ったけれど」

「女性貴族も、帝国では珍しくないはずだわ……」

「そうは言っても、厳しいものよ。私の待たい遇ぐうだって、婿むこ養よう子しを取るまでの繋つなぎだもの。お父様が躍やつ起きになって相手を探しているわ」

「お前くらいの器量なら、引く手あまただろ」

　主におっぱいを見ながら、俺は主張する。

　フィンガルにすげえ睨まれた。何だよ。いいだろ、見るくらい。

「ありがとう。でも、ただ結婚すれば良いってものじゃないの。家の格もあるし、何より我が家に入ってくれないといけないから。力の強い家の子弟だと、そのまま乗っ取られかねないし」

「面倒くせえなあ、貴族の世界も」

「……それで、家の永続を皇帝、陛下に願いたいの？」

　レナが炎をじっと見つめて言った。

　今のは、ちいっと際どかったな。

　俺の心配をよそに、ライラは「そうね」と頷く。

「ハープライネン家の永続が約束されれば、お父様も肩の荷が下りるでしょうし……私も自由になれるわ。本当は、今すぐにでもフィンガルと一緒に世界中を旅して回りたいの。ここを越えるって案を出したのも、一度、呪われた土地を見てみたかったからっていうのもあったわ。つき合わせて、ごめんなさいね」

　ペロリと舌を出した。……可愛いじゃねえか。

　脇腹に拳を食らう。待て！　今のは何だっ？

「別に、謝ることないわ。利害が一致しただけだし……。言っておくけど、あなたの事情を知ったからって決闘で負ける気はないからね。そこは恨みっこなしよ」

　俺の怒りの目を無視して、レナはそう言った。こっちは可愛げがねえな……。

「もちろんよ。そんなつもりで話したんじゃないし。そろそろ寝ましょうか。火の番もあるから、交代で休みましょう」

「先にどうぞ」

「そう？　じゃあ、お言葉に甘えて。フィンガル、おいで」

　青毛の狼を抱きかかえるようにして、ライラは毛布にくるまった。

　しばらくすると、規則正しい寝息が聞こえてくる。

「……そんなに肩かた肘ひじ張ってばかりいると、保たねえぞ」

　俺は隣で俯うつむいたままのレナに話しかけた。

「夜通し飛んだら、二日かからずに山を越えられるわ。こんなところで呑のん気きに休んでていいの？」

「休むのも作戦のうちだ。今朝、山に入ってからずっと戦い通しだったんだぞ。夜通し飛ぶとか無茶言うな」

「あいつらは、今も進んでるかもしれないのに」

「それはねえと思うけどなあ。それに、もしそうだとしてもだ。山脈を迂う回かいしてたら二日はかかる。連中がどんなにぶっ飛ばしても、俺らには余裕があるんだよ」

「わかってるけど……」

「レナ、お前も寝ろ。火の番と外の監かん視しは俺一人で十分だ」

「いいわよ。眠くないし」

「そうかい。じゃあ、寝なくていいから横になってろ。そっちの方が体が休まる」

「…………」

　それでもレナは動かなかったが、そのうち毛布にくるまってゴロリと横になった。

　そして、すぐに寝息を立て始めた。

　おいおい。眠くないんじゃなかったのか。

　俺は雪洞の白い天てん井じようをぼんやり見上げた。

　……なあ、イリアス。これで良かったのか？

　お前の妹は、今、お前の仇討ちをしようと命懸けになってるぞ。

　お前は守りたかったんじゃないのか？　レナを、家族を、国民を。

　こんなことをさせたくは、なかったはずだ。

　イリアス、何で俺を置いていった。

　俺は、俺は誰より、お前を守りたかったのに……。




「そろそろ交代かしら」

　いつの間にか時が経っていたらしい。

　ライラの声に、俺は天井から目を落とした。焚たき火びが消えそうになっている。薪まきを足して息を吹きかけると、少しずつ火勢が戻ってきた。

「レナは寝ちゃったのね。無理もないわ。きつい一日だったもの」

「……お前、騎士になって何年になる？」

　身を起こしたライラに尋ねる。フィンガルはまだ寝ているのか、目を閉じて横たわったままだ。

「えっと、二年くらいね」

「帝国の成人は、十四、だったか？」

「ええ」

「ってことは……レナと同い年なのかっ」

「あら、そうなの。レナ、私より年下だと思ってた」

「色々と、差があるからな」

　主に、おっぱいとかおっぱいとかおっぱいとか。

「ねえ。あなたにとってレナって、どういう存在なの？」

　息が詰まる。また面倒な質問だな……。

「……藪やぶから棒ぼうに、何だよ」

「単なる好奇心よ。英雄王子イリアスの神装だった《戦せん変ぺんのグラン》が、新たに組んだ装纏者って、どんな子なのかなって思って」

　これにはさすがに意表を突かれた。

「何のことだ。俺は、たまたま――」

「たまたま名前が同じ、なんて噓はやめてよ。噂うわさ話ばなしでしか聞いたことなかったけれど、あなたの能力は《戦変のグラン》そのもの。名前が一緒で能力も同じなんていう偶然、私には信じられないわね」

「……俺たちに声をかけた本当の理由は、そっちか？」

　俺は横目でレナの様子を窺う。気持ちよさそうに寝てやがるぜ。

「ううん。レナと組みたいっていうのが主目的だったのは間違いないわよ。あなたの件は、ついでかな」

「ついで？」

「『ミハーラの災厄』って、もう八年くらい前になるのね。あのときは世界が滅ぶかもしれないって、帝国でも噂になってたわ。子ども心にすごく怖かった」

「その割りに、帝国は何もしなかったがな。自国の領土を守ることにばかり終始して、討とう伐ばつ軍ぐんに参加することもなかったぜ」

　つい嫌みが口をついて出た。ライラが苦く笑む。

「ま、お前に言ってもしょうがねえけどな。帝国でも色々あったみてえだし……」

　いつもおどおどしていた少女と、真ま面じ目め一辺倒な男の面を、思い出しちまった。

　正体を偽り、討伐軍に参加した数少ない帝国民。

「魔境」で死んだ、俺たちの仲間……。

　ミハーラの災厄。

　それは、マルーサと同盟を結んでいた国、ミハーラ領内の「魔境」で起きた事件だ。ミハーラは神装の研究に熱心な国だったんだが、あるとき「種たね」を魔獣に寄き生せいさせれば、普通のものより遙かに強い神装を生み出せるのではないかと考えたらしい。

　計画は実行に移された。そして、最悪の魔獣を作り出しちまった。

　たった一体の魔獣神装、略して「魔ま装そう」って呼ばれてたが、そいつのせいでミハーラは滅びかけた。

　イリアスが討伐軍を率ひきいて戦わなかったら、確実に滅んでただろう。そして、大陸中が魔装の脅きよう威いにさらされたはずだ。

　冗談抜きで、世界の命運がかかってた。イリアスのお陰で、被害は最小限に食い止められたって俺は信じてる。

　ところが帝国は、災厄が過ぎ去るや、弱体化していたミハーラに侵しん攻こうして滅ぼしやがったんだ。

　三国同盟も崩ほう壊かいし、マルーサは帝国との戦に突入する。

　ふざけた話だ。イリアスも俺も英雄なんて言われてたが、実際には何の役にも立たなかったんだからな。

「とても、感謝してるのよ」

　深みにはまりかけていた俺の耳に、ライラの声が滑すべり込こんできた。

「これは、一帝国民としての本ほん音ね。あなたにもイリアス王子にも、本当に感謝してる。きっと皇帝陛下もね。もし会えたら、言おうと思ってたの」

「……だったら、攻めて来てんじゃねえよ」

　俺はひらひらと手を振って、彼女の礼を受け流した。

　ライラが肩を竦め、軽く身を乗り出す。

「で、レナとはどういう関係なの？」

「しつけぇな。こいつは、ただの平民の娘だ。マルーサが滅んだ後、あちこち彷徨さまよってたときに知り合って、身寄りのないこいつと傭兵稼か業ぎようを始めたってだけだよ。平民の世界じゃ珍しいことでもねえだろ」

「ふうん……」

　ライラがレナの方を見る。

「復讐したくないの？」

「はあっ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた俺に、ライラは片かた眉まゆを上げてみせた。

「帝国に、復讐したくないのかなあって思って。あなたは帝国を恨んでないの？」

「……その質問、俺は何て答えりゃいいんだ？」

「ふふっ。それもそうね。帝国騎士である私に、本音なんて言えないわよね」

　あまりにあっけらかんと、ライラは話を打ち切った。

「じゃあ、俺は寝る」

　そう言って横になる。

　……まずいことになったかもしれねえ。

　後でレナに言っておかないとな。俺の正体がばれてるってことを。

　……しかし、帝国に恨みか。どうなんだろうな。

　良い感情なんて、あるわきゃねえが……。

　ズシン。

　雪洞全体が揺れた。

「何だっ？」

　飛び起きる。ライラが手を挙げた。

「私とフィンガルで行くわ。グランはレナをお願い」

「ああ、分かった」

　彼女が軽く揺すると、青毛の狼はすぐに起き上がる。ひょっとすると、すでに目を覚ましていたのかもしれない。

　出入り口の布をそっと払い、一度外を確認してから、ライラとフィンガルは凍いてつく雪原に飛び出していった。
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　巨きよ人じんだ。

　雪原を、まったく同じ色した巨体がのっしのっしと歩いている。

　一歩ごとに地面が軽く揺れた。

　ボハアアアアアアアアア……。

　時折、天に向かって遠とお吠ぼえをする。

　俺おれたちが雪せつ洞どうを出た直後、ものの見事に雪洞は踏ふみ潰つぶされた。

　狙ねらわれたわけじゃない。巨人は、ただ歩いているだけだった。

「ったく、次から次へと。飽あきさせないでいてくれるぜ、ここは」

「グラン、装纏ロギアするわよ」

　寝起きのレナが俺の腕うでを取る。お姫様はまだ目が覚めきってなかったみたいだが、今ので完全に目が開いたか。

　レナは俺を纏まとい、宙に浮き上がった。痛いくらい冷たい風が吹きつける。

「良かった。無事だったわね」

　フィンガルを纏ったライラが側そばにやって来た。少しばかり寒さが和やわらぐ。炎ほのおを操あやつる神しん装そうってのは、こういうとき便利だな。

「あったかいわね」

　レナが炎の鎧に手をかざした。ライラが微笑ほほえむ。

「おはよう、レナ。早速で悪いけど、山頂を目指した方が良さそうよ」

　彼女が雪原の先を指差した。

　月明かりを反射して、雪原はぼんやり光って見える。そして指差された先には、さっきの巨人が数体、こちらに向かって歩いてきていた。

　おっとっと。俺たちは、巨人さんたちの夜の散歩道に雪洞を作っちまってたみてえだぞ。そりゃ、踏み潰されるわ。

　次々にやってくる巨人たちは俺たちの側を抜け、斜面を登っていく。どうやら山頂を目指してるみたいだな。もしかして、山越えすんのか……。

「行きましょうか。今のところ巨人は私たちに害がい意いをもってないみたいだけど、いつ暴れ出すかわからないし」

「そうね。少し離れて――」

「おい、レナ」

「何？　新あら手てが出たのっ？」

　レナが身構える。

「いや、俺にちょっとした名案があるんだが、試してみねえか」

「名案？　それって大丈夫なんでしょうね？」

「いきなり疑うなよっ。……まあ、ライラたちの承しよう諾だくも必要だが」

「じゃあ、話してみて」

　俺の案を聞き、呆あきれながらライラに話した。それを聞くなり、彼女は大笑いする。

「それ、面おも白しろいわねっ。巨人を利用して労せず山を越えようだなんて」

「上う手まくいくかどうか、わからないわよ」

「いいじゃない。そういう思い切った賭かけ、私は好きよ」

　ライラが乗ってきたので、俺の案は実行に移されることとなった。

　一いつ旦たん、雪原に下りる。俺が《氷ひよう雪せつ》に換装ウエストし、細剣レイピアを振るってレナが小さめの雪洞を作り上げた。中を凍りつかせて強度を高める。

　雪洞が出来上がるとライラたちも連れて中に潜もぐり込こみ、覗のぞき穴あなを残して完全な球状にした。これで外からはただの雪玉にしか見えないはずだ。

「そんじゃ、行くぞ」

　俺は気合いを込めて雪玉を浮き上がらせる。正確には、《氷雪》の能力で内側に張った氷を操ってるんだが、とにかく俺たちが中に籠こもった雪玉はふわふわと上昇し、巨人たちの列に向けて飛んでいった。

「もう少し右っ。……あ、ちょっと行き過ぎたわ、左に戻ってっ」

　覗き穴から外の様子を窺うかがい、レナが指示を飛ばす。俺の操る雪玉は、どうにかこうにか巨人の肩に乗った。

　ほとんど見分けがつかないが、巨人の体には雪が降り積もってる。俺たちもその中の、少々でかい一つってことでごまかせたら、雪洞の中でのんびり休んだまま山を越えられるんじゃねえかという名案だ。

「上手くいったみたいね」

　ライラが呟つぶやく。覗き穴から目を離したレナは、手にハアッと息を吹きかけた。

「寒いわね。氷の鎧だからかしら……」

「換装すれば？」

「それじゃ、グランが雪玉を維い持じできなくなるのよ」

「じゃあ、こうしましょう」

　そう言うなり、ライラがレナを抱き寄せる。おおうっ。これはっ。鎧越しとはいえ、ライラのおっぱいが俺に当たって……おいコラ、フィンガル。俺と接してる部分だけ温度上げてんじゃねえぞっ。溶けるじゃねえかっ。

「ちょ、ちょっとっ……」

「はいはい、暴れない。雪玉が壊れるわよ」

　レナは面食らってやがる。とはいえ、炎の鎧を纏っているライラがすげえ暖かいのは間違いない。最初は固くなってたが、そのうち馴な染じみやがった。

　何か、姉し妹まいみたいだな。同い年らしいが。

　二人は、たまに覗き穴から外の様子を確認し、あとは抱き合ったまま過ごした。

　巨人の肩の上はけっこう快適で、俺も少しは休むことができた。




　さっと光が差し込む。

　覗き穴から朝日が入ってきた。

　レナが飛びついて目を当てる。

「山頂よ！」

　興奮した声で叫さけんだ。ライラと交代し、彼女も「越えたわね」と呟く。

　二人が自然と見つめ合い、どちらともなく笑い出した。

「「やったああ！」」

　パチンと手を打ち合わせる。

「ここから先は下るだけっ。案外、楽勝だったじゃない」

　また覗き穴から外を眺ながめ、レナが言う。

「おいおい、油断すんな。やっと半分来たってだけだぞ」

「このまま巨人に乗っかっていけば……あれ？　ちょっとまずいかも」

　外を見ていたレナは、ライラを振り向いた。

「巨人たちが尾お根ね伝いに歩き出したわ。多分、もっと高い山を目指してる」

「ハルディ？　それともキルピス山に向かってるのかしら？」

　コスケンコルヴァ山さん脈みやくは、当たり前だが幾いくつもの山が連なってできてるわけで、俺たちは山頂と言いながら、一番越えやすそうな、ようするに標高が低い尾根を目指して飛んでいたわけだ。

「巨人に頼るのは、ここまでみたいね」

　巨人たちが斜面を下らず、向きを変えてしまったのなら仕方ない。ここまで運んでくれただけでもありがたかったんだ。俺たちは巨人に感謝しつつ、雪玉から出て再び飛ぶことにした。

「ライラ」

　雪玉から飛び出す寸前、意を決したようにレナが口を開いた。

　振り向いた彼女の方を見ずに言う。

「さっきは、ありがとう。……暖かかったわ」

　言うなり氷の壁をぶち破って宙に舞い上がる。おい、今のはちょっと痛かったぞ！　ったく、そんなに照れるんなら言うんじゃねえよ！

　朝の日光に照らされ、斜面の雪は眩まぶしいくらいに輝いていた。

　身を切る空気の中、俺は《剣つるぎ》に換装する。

「向かう先に日が差しているのは、気持ちが良いものね」

　後を追ってきたライラが日差しに目を細めながら言った。

「今日中に山を下れる？」

「そうね。そこまで無理をすることもないと思うけど、できればふもとの村まで辿たどり着つきたいわね」

「ふもとの村？」

「ここからなら、タンペレが一番近いはずよ。そこまで飛べれば今夜はベッドで休めるわ。それに、コスケンコルヴァ地方の名物も堪たん能のうできるし」

　何な故ぜかライラは、レナを見ながらにんまり笑う。この辺の名物？　まだ、そこそこ離れているとはいえ帝てい都とのお膝ひざ元もとだしな。帝国民しか知らない珍しい食い物でもあんのかね。まあ、今はそんなことより。

「なら、そのタンペレを目指して飛ぶとするかっ。行こうぜ！」

「ええ、行きましょう！」

　俺たちは斜面に沿って山を下っていった。

　昨日きのうと同じように、出発してすぐ魔ま獣じゆうどもとやり合うことになる。

　本日一発目は、頭のない大鳥だった。

　まあ、頭がないっていうか、頭部が埋もれているって言った方が正しいんだろう。首の付け根に当たる部分にばかでかい口が開いていて、その下に昨日の大おお猿ざるみてえな目玉が幾つもくっついていた。

　そんな不ぶ気き味みな鳥が七羽くらい編へん隊たいを組んで飛びかかってきたから初めは度ど肝ぎもを抜かれたが、レナとライラは上手いこと連れん携けいして一羽ずつ始末していく。

　三羽目を落としたところで大鳥の方が逃げていった。

　もちろん、追っかけたりはしない。追い払えれば十分だ。

　そんな調子で進み、俺たちは驚くほど順調に山を下っていった。

　レナとライラの連携はどんどん滑なめらかになっていき、昼を過ぎた頃には目と目で通じ合うような感じにまでなっていた。俺の方が、レナの換装指示についていき損そこなうところだった。

　何だよ、こいつら。すっかり仲良しかよっ。

　……レナにとっては、良いことなんだろうけどな。

　マルーサ王国が滅ほろんでから、こいつがどんな人生を送ってきたのかは知らねえ。

　レナと再会した後、無理やり聞かされたこと以外に、俺から聞こうとはしなかった。はっきりいって、避けてきた。

　こいつの母親は多分、もう死んでる。今まで、レナの側にいたのはソフィアだけだったんじゃないか。

　そう考えると、ライラはレナにとって、初めてできた異国の友人になるのかもしれないんだ。帝国騎き士しっつっても、ライラは戦いくさに出てねえはずだから仇かたきともいえない。

　……何だか、俺の正体がばれてるって話をしにくいな。

　せっかくいい感じになってんのに、水を差すことになりそうで。

　そんなことを考えているうちに、俺たちは山のふもとまで下りてきていた。

　魔境との間にはっきりした線引きなんてないんだが、何となく人の息い吹ぶきっていうか、手つかずの自然とそうでないところは分かるもんだ。

「あれがタンペレよ」

　日が山の稜りよう線せんに沈み、一足先に夕暮れが訪れる。森の一角にぽつぽつと民家が見えてきた。

　村の正門らしきところに篝かがり火びが焚たかれている。

　俺たちは、そこに向かって下りていった。




　いくら国中を上げてのお祭りとはいえ、「神装演えん舞ぶ会かい」の参加者が訪れるとは思っていなかったらしい。

　しかもやってきたのは帝国正騎士。林業で細々と暮らしているタンペレ村は上を下への大騒ぎになった。

「他の参加者の情報は入ってない？」

　宿へ案内させながら、ライラは村長に大会の状況を尋たずねる。

「今日の新聞によりますと、近この衛え騎士団長シルヴェスタ・アーレ・アフティオ様がユバスキュラに一番に入られたそうです」

「となると、無理をしてもコッコラまでってとこかしら？　いや、騎士団長様が村に泊まるわけないわね。自分たちが先頭を進んでいると信じてるはずだし。だとすると、手前のマリエハウム辺り……」

「なあ、それってどの辺だ？　俺たちの方が先に進んでんのか？」

　俺がライラに話しかけると、村の連中に睨にらまれた。ああ、今まで当たり前に喋しやべってたから忘れてたが、俺は平民でライラは貴族さまだったな。

「コッコラだと、帝都までほぼ同じ距離よ」

「そんなっ。せっかく山越えしたのに……」

「落ち着いて、レナ。多分、その手前にあるマリエハウムって都市に泊まってると思う。コッコラまで飛んだら、明らかに強行軍だわ。山脈を迂う回かいしてきたのに、ユバスキュラに昨日のうちに着くのも、相当無理してるはず」

「向こうは疲れてるってこと？」

「私の見立てだとね」

　うん？　レナが話しても村の連中、渋しぶい顔しやがらねえ。……やっぱ、生まれの違いって滲にじみ出でちまうもんなのかね。

　俺たちは宿、つっても村長の家だったんだが、そこの一番良い部屋とやらを用意してもらった。騎士団の権けん威いって素晴らしいな。

　ちなみに俺とフィンガルは馬小屋に放り込まれそうになったが、ライラが同室にするよう命じたので何とか暖かい布団ふとんにありつけることとなった。

「念のため言っておくけど、妙なことしたらただじゃおかないわよ」

　レナがそんなことを言うので、俺はお姫様の肩をポンと叩たたいて言う。

「安心しろ。真っ平らには一切反応しねえから」

　腹に鋭するどい膝ひざ蹴げりが入った。これ、絶対理り不ふ尽じんだよな。

　村を挙げての歓かん待たいとやらで俺たちまで存分にもてなしてもらい、すっかり良い気分で部屋に戻る。先に戻っていた青毛の狼おおかみが、テーブルに広げた、文字のびっしり書かれた紙を真剣な目で見つめていた。

「何してんだ、フィンガル」

「見ての通り、新聞を読んでおる」

「シンブン？　……あ、ああ、ああ。シンブンね。シン……お前、字ぃ読めんのっ？」

「吾われを愚ぐ弄ろうするか？　その程度の素そ養よう、当然である」

「……まあ、動物の姿をしてても神装は神装だからなあ。そういやお前、神装になって何年くらいなんだ？」

「さて。考えたこともない」

「そうかい……」

　俺は何となくシンブンに目を落とした。これが昼間は村長の家の前に張り出してあったりすんのかね。日が暮れたらこうして回収するんだろうな。夜よ露つゆに濡ぬれるしな。

　ざっと読んだ限り、ほとんど「神装演舞会」絡がらみの文章ばかりだった。特に例の騎士団長様に関する内容は扱いが大きい。随ずい分ぶんと精せい密みつな絵まで載のっていた。

「騎士団長殿が予想より早く動いたのは、これが原因かもしれんな」

　フィンガルが鼻をひくつかせる。その箇か所しよには、コスケンコルヴァ山脈で参加者が五組、脱だつ落らくしたと書いてあった。

「つまり、アラゲートを出しゆつ立たつしたもののうち、吾ら以外にも山越えを敢かん行こうしたものたちが少なくとも五組はいたということだ」

「なるほど。他にも挑戦した奴やつらがいるかもしれねえ。そう考えたら、居ても立ってもいられなくなったってか。こりゃ、コッコラってとこまで来てるかもな。下へ手たすると夜通し飛んでるかもしんねえぞ」

「うむ。主あるじに進言すべきか否いなか」

「そういや、あいつらどこ行ったんだ？」

　途中まで一いつ緒しよだったんだが、いつの間にかはぐれちまった。ライラがレナを引っ張ってたような気もすんだが……。

「ちょっと、夜風に当たってくるわ」

　嫌な予感がする。

　昨夜のライラとの会話が脳のう裏りを過よぎった。

　主しゆ賓ひんがいなくなってんのに、まだ広場でどんちゃん騒ぎをやってる村人は放っておくとして、俺は村外れの道に足を踏み入れた。細くて人ひと気けがない道なのに、整備されている。定期的に人の行き来があるってことだ。

　進んでいくと、卵が腐くさったような臭いがしてきた。何だ、こりゃ？　動物の屍し体たい、とは違うな。空気に湿しつ気けも混じってきたような。

「ん？」

　耳を澄すます。微かすかに話し声が聞こえた気がした。それも、聞き慣れた声が。

「……不思議な感覚ね。こういうの、初めてだわ」

「一度覚えたら、病やみつきよ。レナもすぐにこれなしじゃいられなくなるわ」

「変な言い方しないでよっ。でも、気持ち良い……」

「ふふふ、すっかり赤くなっちゃって」

　おいおいおいおいっ。何が始まってんだっ？

　これは迅じん速そくに確認する必要があるな。

　俺は使命感に燃え、抜き足差し足、慎しん重ちように歩を進めた。

　すぐに道幅が広くなり、目の前に一軒の小屋が現れる。中から明かりと湯気が洩もれていた。どうやら向かい側は、かなり広く開いているらしい。俺は周りの木々に紛まぎれ込こみ、ゆっくりゆっくり小屋を回り込んでいった。

　なるべく草を掻かき分わける音をさせないよう、道を選んで暗くら闇やみの中を進んでいく。少しずつ小屋の角度が変わっていき、向かい側の様子が分かってきた。

　驚いたことに、小屋の向かい側は壁がない。

　大量の湯気と水の流れる音。そして、レナとライラの話し声。

　俺は小屋の向かい側が完全に見える位置に辿たどり着つく。

　そして、神の存在を知った。

「こ、これはっ……」

　思わずその場に跪ひざまずき、下草の隙すき間まからそっと身を乗り出して神こう々ごうしい光景を一心に目に焼きつける。

　湯気の向こうには、天上世界が広がっていた。

「ただのお湯とは違うのね。少しぬるっとするわ」

「それが温泉の特長よ。病や傷によく効くの。何より、体が温まって心が安らぐわ」

「そうねえ……。山越えは寒かったもの……」

「ふふふ。レナ、可か愛わいい」

　無数の石で池のようなものが作られていて、そこにお湯が流し込まれている。その中に、生まれたままの姿でライラが体を浸からせていた。

　火ほ照てった肌。伝う水滴。湯に浮かぶおっぱい。

　水浴びならぬ、湯ゆ浴あみをするその姿は正に女神！

　……ん？　そういえばライラの隣となりにいるのは、洗せん濯たく板いた？　じゃなくてレナか。まあ、あいつはどうでもいいな。

　俺は神に与えられた好機を最大限活かし、ライラのおっぱいを堪能――

　そのとき、奇跡が起きた。

「あんまり肩まで浸かってると、のぼせるわよ」

　ライラが立ち上がり、組み上げられている石の一つに腰を下ろす。

　足だけ湯に浸けて、あとは夜の帷とばりが降りた大自然に全てをさらけ出したんだ！

　内から淡あわく赤みを差した肌が、白はく磁じみてえな滑らかな白さを強調してる。

　きれいな鎖さ骨こつの下からふっくらと盛り上がり、けれど垂たれていない大きなおっぱい。ああ、乳首が気け高だかくツンと尖とがってるな。

　腰回りは優美にくびれ、腹が引き締まっているけれど柔やわらかさも失われてはいない。そしてその下っ。禁きん断だんの花園は……ああっ、惜おしい！　見えそうで、見え、ねえ。

「私も髪を短くしたいわ。動くとき、邪じや魔まになるのよね」

　体に張りついた銀ぎん髪ぱつを首の後ろで纏まとめると、ライラはくるくると器用に団子状に結い上げた。後ろを向く。

　こっちに瑞みず々みずしい桃のようなお尻しりが突き出された。

　太ももの内側を水滴がツーッと滑り落ちていく。

　背中もすげえきれいだ。

　再び石に座ったライラは、結い上げた髪に布を巻きつけていた。うなじが丸見えで更に色っぽさが増す。

「髪を伸ばすのは淑しゆく女じよの嗜たしなみでしょ。羨うらやましいわ、私、癖くせっ毛けだから」

　あ、真っ平らも湯から出て石に座ったみたいだが、お前は出て来なくても良いぞ。特に見るべきものはないからな。

　案の定、つるつるでぺったんこだ。うむ、真っ平ら改め「つるぺた」と呼んであげるのはどうだろう。

　おっと。そんなことより、おっぱいおっぱい。

「ところでレナ。グランとは『融合ユギウム』してないの？」

　この世の天国をじっくり味わっていた俺は、その言葉にビクッとした。

「ユギウム？　何それ？」

　レナが首を傾かしげる。ライラが目を瞬しばたたいた。

「装纏者ロギウスなのに、融合を知らないの？　グランから聞いてなかったのね。道理で、装纏してるときも彼に声で話しかけてたわけだわ」

「詳くわしく聞かせてもらえない？」

　レナの背中に湯気じゃないものが立ち上り始めた。あ、これ、まずい展開か？

「融合っていうのはね、装纏者と神装の感覚を共有させることよ。これをやると装纏している間、全ての感覚が共有されるの。声を出さなくても会話できるし、お互いの見ているもの、聞いているものがそのまま伝わるわ」

「え、それって凄すごく便利じゃない！　ライラはフィンガルと融合してるのっ？」

「もちろん。私、装纏してるときフィンガルに声で話しかけてなかったでしょ。それに融合すると力も強くなるわよ。相あい性しようによる個人差はあるみたいだけど」

「そんな!?　……あいつ、何でそんな大切なこと隠してたのよっ。問い詰めてやる！」

「ふふふ。そんなに怖い顔しないの。良いことばかりでもないのよ。感覚を共有するってことは、痛みも共有するわ。かすり傷くらいならいいけど、神装が破壊されたりしたら、その痛みの何割かは装纏者も受けることになるの」

「そっか……」

「それと、これは悪いことかどうかわからないけど、一度、融合したらどちらかが死ぬまで別れられないっていうのもあるわね」

「別れられない？」

「装纏者は融合した神装だけしか纏えなくなるし、神装も融合した装纏者の武装にしか変化できなくなるわ。あと、融合にはちょっとした儀ぎ式しきも必要だから、グランも慎重になってるのかもね」

「……そう」

　レナが湯の中に浸かり直す。

「よく考えて決めることね。一生の伴はん侶りよになるんだから」

　ライラもスルリと湯に入り、レナに寄より添そった。そのまま抱きつく。

「ひゃっ？　ちょっと、ライラ！」

「うふふふ。レナって可愛い」

「からかわないでっ。私なんて、真っ平らだし……」

「あら。私、レナの小さいところも大好きよ。むしろ、その方が良いわ」

「変なこと言わないでっ！　もう出るからっ」

「えーっ。もうちょっと、こうしてましょうよっ。ほら、揉もんで良いわよ」

「何を言ってるの!?」

　素晴らしい展開だ。よし、レナ。揉むんだ！　それを揉みしだくんだ！　俺が許す。

「グルルルル……」

　ん？　何か耳の側で変な音がすんな。獣けもの臭くさい息も頰ほおに当たって……。

　横を向く。

　青毛の狼と目が合った。

「…………」

「…………」

　闇の中、爛らん々らんと輝く緑の双そう眸ぼう。

　俺は「よう」と片手を挙げた。

「監かん視し任務、ごくろう。そろそろ交代の時間だな。じゃ、後は任せおおおおおいっ！」

「この下げ郎ろうが！　八つ裂きにしてくれる!!」

　フィンガルの奴、牙きばを剝むいて飛びかかって来やがった。

　バカ！　ここで騒いだら――

「誰だれっ？」

　ほらあ、見つかったあああっ！

　左腕に嚙かみつかれ、取っ組み合っているうちに木の陰かげから転がり出る。バシャバシャと派手な水音がした。耳をつんざく悲鳴。

「グラン!?」

「フィンガルっ。あなたたち、何をしているの？」

　ああ、終わった……。




「さてと。実は聞きたいことがあるのよ、グラン。何のことか、わかってるでしょ。あんなところにいたんだからっ」

　胸の真っ平らな小娘に両手足を縛しばられたあげく、地面に転がされている。

　……何か、似たような状況がつい最近もあったような。

　あれから俺は、服を着たレナにボコボコにされ、土ど下げ座ささせられた。

　土下座っていうのは、額ひたいを地面に擦こすりつけて謝るという、マルーサ地方やシンラ半島周辺で行われている最上級の謝り方だ。

　そこまでしたにもかかわらず、俺は村長の家の馬小屋前に両手足を縛られて転がされていた。今夜はここで寝ろとレナ様からのお達しです。

　ついでに言うと、フィンガルもあの場にいたということで同罪ではないか、という主張を俺はしたのだけれど、レナは汚物を見るような目で見下ろしてくれた。理不尽だ。姿形は狼だが、あいつだってライラのおっぱいに鼻息荒くしてたに違いねえ。

「ほどほどにね」と言い残してライラはクソ狼と一緒にさっさと寝ちまった。俺も暖かくて柔らかい布団で寝たいなあ。

「ねえ、聞いてる？」

　レナが俺の頰を踏みつけてきた。なあ、さすがに酷ひどくないか？　俺はライラは見てたけど、お前のことなんかこれっぽっちも見てなかったんだぞ。

　実はさっきもそう主張したんだが、更に折せつ檻かんがきつくなったんで黙っておく。

「融合についてなんだけどっ。どうして私に教えなかったのかしら？」

「訊かれなかったから、ってのはダメかな？」

「融合そのものを知らないのに、どうやって訊けって言うのよ！」

　まあ、その通りだわな。

「で、どうやったら融合できるの？　教えなさい」

「そのことなんだがな、レナ。融合は慎重にやらないといけないと思うんだ。一時の激げき情じようにかられてというのは良くない」

「そんなことはわかってるわよっ。……あんたの考えなんてお見通しなんだから！　どうせ私の、胸が、その、小さいから、嫌だったんでしょっ」

　拗すねたように、レナが唇くちびるを尖らせてそっぽを向く。

　……そうだな。そういうことにしておくか。

　あいつの妹と「融合」するなんて、イリアスに気が引けたなどとは言えない。レナのつるぺた胸に不満があるのも確かだし、それが一番無ぶ難なんだろ。

「ふっ、良い読みをしてるな。その通り！　一度融合しちまったら、一生そのおっぱいとしか密着できねえんだぞ！　お前みたいなつるぺたと融合したら人生の墓場に真っ逆さまじゃねえかっ。そんなの断じてごめぐふうっ」

　レナの容よう赦しやない蹴りが俺の顔面を襲おそった。眉み間けんに爪つま先さきが入ったんですけど……。

「このアホ！　変態！　おっぱいバカ！　つるぺたって何よ！　最低！」

　さらにゲシゲシ蹴りつけてくる。もう勘弁して下さいっ。

「ちょ、ちょっと待て！　お前にだって、負担はあるんだぞっ。融合するには――」

「そんなの知ってるわよ！　あんたの痛みもある程度受けないといけないんでしょ！　でも、融合したら力が向上するって――」

「そっちじゃねえよ！　ライラから融合の方法を聞いてないだろっ。融合するにはなあ、キスしないといけねえんだ！」

「え……」

　レナの蹴りが止まった。

「それも口と口だからな！　頰とかおでことか、そんな挨あい拶さつみたいなのじゃねえからな！　お前、俺とキスできんのかっ？」

「な、そ、それはっ……」

　よろよろと後ろに下がるレナ。俺をまじまじと見下ろした。

「……噓うそよね？」

「ここで噓吐ついてどうすんだ。何だったら、ライラにでも訊いてこいや」

「そ、そんな……」

　首を振り、口元に手を当てる。そして踵きびすを返した。

「お、おやすみなさいっ」

　家の中に飛び込んでいく。ああ、俺はやっぱりこのままなのね……。

　さて、上手くいったのか？

　融合するためにはキスしないといけない。これは、噓とは言わねえが、唯ゆい一いつの方法というわけでもない。

　ようするに、お互いの体液を交換する必要があるんだ。それは唾だ液えきはもちろん、血でも良いし、涙や汗もありだ。まあ、涙や汗だとちょっと量が多く必要になるんで非ひ効こう率りつなんだけどな。

　一番多いのが血の交換だろうな。互いの血を数滴飲む。これなら種族・性別関係なしにできる。唾液の交換は、それに比べると難しい場合があるからな。少なくとも俺は、野郎同士でキスなんぞしたくねえ。

　しばらく待ったが、レナが怒ってやって来ることはなかった。どうやら素直に信じてくれたらしい。ライラに訊いたのかもしれないが、彼女のことだ。面白がって俺の発言を肯こう定ていしたのかもな。

　いずれにしろ、これでレナは融合に二の足を踏むだろう。

　一時の激情にかられて融合しちゃいけない。これは本心だ。あいつの人生は、戦いに明け暮れる日々であるべきじゃない。特別でなくても、穏おだやかで幸せな一生を送って欲しい。そこに、俺はいらねえんだ。

　誰も守れやしねえ、出来損ないの神装なんざ……。

　どっかで梟ふくろうが、寂さびしげに鳴いていた。




[image: ]


















「グラン。帝てい国こくの勢いは止まらないよ」

　……ああ、また夢か。このイリアスは最後に会ったときとかなり近い。いや、そうだ。これは、あのときの記憶だ。

　最前線の砦とりで。その一室で、俺おれとイリアスは向かい合って座っていた。

「俺たちが踏ふん張ばっても、帝国の大陸統とう一いつは時間の問題だ」

「急にどうした？　和わ議ぎを持ち込まれたからって、手の平返すのか？　帝国を俺たちで叩たたき潰つぶすんじゃなかったのかよ」

「お前は相変わらず威い勢せいが良いな。……その勢いに何度も助けられてきたよ。ただ、俺は初めから勝てるとは思っていなかった。帝国は強大だ。それでも、国民を守るために戦ってきた」

「和議が成立すれば、戦いくさは終わる。帝国の支配下に入っちまうが、これ以上国民が死ぬこともない。そういうことか？」

「ああ、そういうことだ。もちろん、可能な限り有利な条件で終わらせる。そのために今まで戦ってきた」

　あいつの考えは、いつだって俺より上をいっていた。イリアスは帝国と開戦する前から、終戦の落としどころを探っていたんだ。

「あとは一週間後の和議の場で、上う手まく立ち回るだけだよ。長かった……」

「……ざっと二年か。もっと経たったような気分だぜ」

「そうだな。っと、今日はお前に頼みごとがあったんだ。これを、届けてくれないか」

「手紙ぃ？　それと、ああ、いつものやつか」

　イリアスは、戦が始まる前、国内の教会を回るのが日課だった。そこで育てられてる、親を亡なくした子どもたちの相手をするのが好きだったんだ。

　まあ、それだけじゃなかったのを俺は知ってたわけだが。

　教会の一つに、すげえ美人の修しゆう道どう女じよがいたんだ。おっぱいも大きくてな。イリアスは彼女によく手紙を送ってた。他にも何か送ってたみたいだ。

　戦が始まって教会にあまり顔を出せなくなっても、俺を使ってひとっ飛びなんてこともあった。ぶっちゃけ身分違いなわけだが、あいつにとっては些さ細さいなことだ。

「おいおい、一いつ緒しよに行こうぜ。その方が早はえぇし」

「俺は今、手が離せないんだ。和議に向けて、書類仕事が山積みでね。お前も知ってるだろう。毎日会議を開いている」

「だったら終わってからにしようぜ。あと一週間の辛しん抱ぼうだろ？」

「そうはいっても、交渉が決けつ裂れつする恐れもある。子どもたちへの手紙の返事が滞とどこおってるんだ。頼まれてくれよ」

「ったく……。馬を借りるぜ」

「ああ。和議の前日までに帰ってきてくれれば良いから、少し羽を伸ばしてこい」

「そりゃ、ありがてえお言葉ですなっ」

　あのとき、どうして俺は気づかなかったんだ……。

　あいつの、何かを決意した目に。

　本当の和議の日取りは、三日後だった。




「何よ。ぐっすり寝てるじゃない……。心配して損そんしたわ」

　何かが体にかけられる感触。両手足がいつの間にか自由になっていた。

　俺は、薄うす目めを開けた。

　夜よ闇やみの中、去っていく小さな背中がうっすら見えた。

　かけてもらった毛布を掻かき抱いだき、俺はまた眠りの淵ふちに落ちていった。




「おはよう、グラン！　少しは反省したかしらっ」

　鶏にわとりの声で目を覚まし、まだ朝日が昇りきっていない中、固くなった体を解ほぐしているとレナが気の強そうな真しん紅くの瞳ひとみを輝かせて歩いてきた。金きん髪ぱつの癖くせっ毛けは直ってないが、旅りよ装そうは整っている。

「おはよう、レナ。……これ、ありがとうな」

　毛布を差し出す。ところがそっぽを向かれた。

「な、何のことっ。私、そんなの知らないわよ」

「ああ、そうかい。じゃあ真夜中に親切にも、俺を縛しばってた縄なわを解ほどいて毛布をかけてくれた誰だれかさんにお前から礼を言っといてくれ」

　そう言ってレナの頭から毛布を被かぶせる。「ちょっと！」と暴れるのは放っておいて村長の家に向かうと、中からライラとフィンガルが出てきた。

「おはよう、グラン。今日は昼から天気が崩くずれそうよ」

「天気が？　雲は出てねえみたいだが……」

「吾われの鼻に間違いはない」

　青毛の狼おおかみが鼻をひくひくさせる。

「フィンガルの天気予測は精せい確かくよ。雨に備そなえておいた方が良いわね。あと、山越えの装そう備びはここに預けていくことにしたから。あまり重いと飛びにくいでしょ」

「そうだな。んじゃあ、行くとするかっ」

「グラン！」

　膨ふくれっ面つらのお姫様がやってきた。

　俺たちは出発前に地図を見て、帝てい都とカポルネまでの道を確認する。

「一直線に飛べば、昼過ぎには着くわ。決けつ闘とうが雨の中っていうのは残念だけど、良い勝負にしましょう」

「望むところよっ」

　ライラとレナが見つめ合った。

　村人総出で見送られ、飛び立つ。

　声援の大半がライラに対するものだったが、まあ、これはしょうがねえだろ。

　とにかく、今日で決まる。

　正直、ライラとフィンガルは強つえぇ。こいつらに勝って優勝できるか分からねえし、もし勝てたとして、その後、皇こう帝ていを暗あん殺さつする好機が本当に訪れるかどうかも分からねえ。

　でも、全てが今日はっきりする。

　曙しよ光こうに向かって、俺たちは加速していった。




　フィンガルの鼻は本物だった。

「降ってきやがったな……」

　見晴らしの良い丘に降りて昼を食っているうちに、山の方から広がってきた雲が空を覆おおい尽つくしてパラパラと雨が降ってきた。

　レナとライラは厚手の外がい套とうを羽は織おる。雨の中を再び帝都に向けて出発した。

「雨あま脚あし、もっと強くなりそうね」

　背後を振り向いてレナが言う。

　俺たちが越えてきたコスケンコルヴァ山さん脈みやくは雨に煙けむっていた。黒雲がどっしり乗っかって中腹より上が見えなくなっている。

「昨日きのう、あれに巻き込まれてたらきつかったな」

「運はこっちに向いてるってことよっ」

　相変わらず、お姫様は威勢が良い。

「雨が強くなれば、炎系のフィンガルの力は弱められるわ。ライラには悪いけど、私たちに有利な展開ね」

「だといいが。……他の連中は、どの辺なんだろうな？」

「それは……」

「見えてきたわよ」

　ライラが俺たちの隣となりにやってきた。前方を指差す。

　小雨の中、遠くにうっすら見えてきたのは、塔とうらしきもの。

　十数本の槍やりが寄り集まってできたようなそれは、雲を突かんばかりに伸びている。ここからでも高さが尋じん常じようでないことは分かった。

「ありゃ、何だ？」

「あれは、何？」

　俺とレナは同時に疑問を口にする。

「皇帝陛へい下かの城。十三尖せん塔とう宮きゆうよ」

　ライラが説明した。その城は、近づいているはずなのにまるで近づいている感じがしない。遠えん近きん感かんがおかしくなりそうだ。

「え？　……あれが、城じよう壁へき？」

　レナが指差した先には、左右に引かれた灰色の線。いや、待てっ。あれが城壁？　だとしたら、あの城はどんだけでかいんだっ？

「神しん装そうが戦の勝敗を左右するようになって、城壁の意味ってあまりなくなったように思うんだけど、それでも築きずかずにはおれないのが人の性さがよね。円形闘とう技ぎ場じようは十三尖塔宮の一つにあるから、壮そう大だいな眺ながめを楽しめるわよ」

「そりゃ、どうも……」

　なるほど、大した国力だ。

　マルーサとは規き模ぼが違う。レナも同じ思いを抱いたのか、悔くやしそうな顔していた。

「まだ、距離はありそうね」

「そうね。森が途切れたら、城壁はすぐだけど」

　足下には森が広がっている。イトスギの森だ。バシャール帝国はもともと森の国と呼ばれていたらしい。木材輸出で財をなしてきたんだ。

　まんまと近この衛え騎き士し団だん長ちよう様を出し抜いて一番乗りになったのが嬉うれしいのか、ライラは愛いとおしそうな瞳で帝都を見つめている。

「何か来る！」

　不意にレナが叫さけんだ。

　指差したのは左斜め後ろ。雨の中を物もの凄すごい速さで突き進んでくる二つの人影があった。俺たちは身構える。

「止まれえ！　そこの者たち、ただちに止まれえ！」

　人影の一つが、大声で呼び止めてきた。

「どうする？　無視して飛ぶ？」

「そうね。見たところ、あっちも参加者みたいだし。止まる義ぎ理りはないわ」

　速度を上げる。

　俺たちが加速するとは思っていなかったらしく、背後の二人は慌あわてた様子を見せた。おいおい、バカ正直に言うこと聞くと思ってたのか。おめでてえ奴やつらだな。

「待たぬか！　バシャール帝国近衛騎士団団長、シルヴェスタ・アーレ・アフティオ様の命であるぞ！」

　知らねえよ。勝手に言ってろ。

　一気に引き離しにかかる。

　ところが、そう簡単にはいかなかった。

「グラン、何か飛んでくるわっ」

「新あら手てか？」

「違う！　攻撃よっ」

　レナの言葉通り、背後から神しん気きの矢や石いし礫つぶて、火か炎えん弾だんに氷柱、ナイフと槍まで飛んできた。弓ゆみなりに放たれたそれらは、俺らの背中に降り注いでくる。

「やってくれるぜ！」

　俺は《大おお盾たて》に換装ウエストした。全ての攻撃を弾はじいてやったが、速度は急激に落ちる。

「まったく、鬱うつ陶とうしいっ」

　ライラは炎ほのおを纏まとった鉾槍ハルバードで攻撃を薙なぎ払はらったようだ。こちらも足止めさせられてしまう。後ろを振り返り、追ってきた二人を睨にらんだ。

「止まれと言っておるであろうが！　この痴しれ者ものどもが！」

　やってきたのは白髪をピッチリ固め、口くち髭ひげも油でコテコテに整えたジジイだった。いかにも騎士といわんばかりの全身甲かつ冑ちゆう姿すがたで、槍を手にしている。

「シルヴェスタ様の前を飛ぶとは、無ぶ礼れいであろう！」

　もう一人は四十代くらいのオッサンだった。こっちも全身甲冑だが、体つきがジジイより二回りはでかい。馬うま面づらで鷲わし鼻ばなだ。戦せん斧ぷを片手で持ってやがる。

「変な言いがかりはやめてくれるっ？　これは競走よ。あなたたちの言うこと聞いて止まる必要ないでしょ！」

　レナが連中に言い返した。

　ところが、口髭ジジイはそれを無視してライラの方を見る。

「お前、その服装は騎士団のものだな。名を名乗れ」

「帝国銀ぎん星せい騎士団所属、正騎士ライラ・ハープライネンです。よろしければ、閣かつ下かのお名前もお聞かせ頂けますか？」

「ふん。『銀星』だと？　『無む能のう』騎士団か」

　ジジイがせせら笑う。おい、名乗れよ。

「役立たずの集まりである銀星騎士団の団員が、こんなところで何をしている？　小娘が、分をわきまえることだな」

　馬面も威い嚇かくするように前に出てきた。何だ、こいつら？

「仰おつしやっている意味がわかりませんが？」

　ライラは首を傾かしげた。ちょっと笑えみすら見せている。さすがに肝きもが据すわってやがんな。仲間としては頼もしいぜ。

「ふん。能なしには理解できぬか。もうよい、下がれ。お前たちごときがシルヴェスタ様より前を飛ぶなど、あってはならぬことだ」

「だから、勝手なこと言わないでよ！」

　レナが叫ぶ。ジジイが汚きたないものでも見るかのように、こっちを一いち瞥べつした。

「誰の許しを得て喋しやべっている、下げ賤せんの娘が。首を刎はねられたいかっ」

　うわあお……。こいつら本当に騎士か？　騎士道精神って、ひょっとして帝国には存在しないの？

　刃やいばが閃ひらめいた。

　ライラが鉾槍を振るったんだ。それはピタリと口髭ジジイの喉のど元もとに突きつけられる。目にも止まらぬ早はや業わざってほどでもなかったが、連中はどっちも反応できない。

「……何の真ま似ねだ、ハープライネン」

「私の友人を侮ぶ辱じよくするのは許せません。あなたは帝国騎士としての礼れい節せつをもっていないのですか？　謝しや罪ざいを要求します」

「図に乗るなよ、小娘ええっ！」

　馬面が戦斧を振り上げた。

　ギイン。

　重い激げき突とつ音おん。

　俺を使って、レナがライラを庇かばう。

　ジジイの喉元に鉾槍の刃が食い込んだ。

「そこまで！　双方、退しりぞけ」

　頭上から張りのある声。

　見上げると、好こう青せい年ねん然とした男が浮いていた。

　近衛騎士団長様のお出ましだ。

　チッ……。追いつかれちまった。

　奴は背後に十……いや、ざっと見ても三十以上の野郎どもを従したがえていた。

　初日に見たときより、数が増えてんじゃねえか。

「下がれ、アーペリ。サロモンも」

　その言葉に、馬面がまず下がる。ライラは騎士団長を一瞥してから鉾槍を引いた。すぐに口髭ジジイが下がっていく。騎士団長に侍はべった。

「シルヴェスタ様っ。あの者たちの処しよ刑けいは私めにお任せを」

「まあ待て、アーペリ。美しいお嬢じようさんたちではないか」

　ジジイを制すると、好青年くんは空中で一歩前に出る。

「私は栄光あるバシャール帝国近衛騎士団団長、シルヴェスタ・アーレ・アフティオである。お名前を伺うかがってもよろしいかな、お嬢さん方」

　随ずい分ぶんと芝しば居いがかった物言いだが、礼儀正しく名乗ってきた。

　ライラが再び名乗り、レナも「レナよ」と一言だけ返す。シルヴェスタは「良い名だな」と微笑ほほえんだ。おいおい、背せ筋すじがゾワッとすんぞ。












「さて、ライラにレナ。君たちはどうやってここまで来たんだ？　私たちには途中で追い抜かれた覚えがないんだが」

「汚い手を使ったに違いありません！　即そつ刻こく、首を刎ねましょう！」

　ジジイが喚わめく。お前、ちょっと黙ってろよ。

「私たちは山を越えてまいりました。決して卑ひ怯きような真似はしておりません」

　ライラが堂々と答える。シルヴェスタは眉まゆを顰ひそめた。

「山越え……。あの、コスケンコルヴァ山脈を、君たちだけで越えてきたと？」

　馬鹿笑いが広がる。ジジイはもちろん、背後の連中まで笑っていた。

「それみたことかっ。シルヴェスタ様、こ奴らはとんだ大おお噓うそつきです。まったく騎士の風上にもおけませんなあ。ああ、もう一人は下賤の娘であったか」

　おい、ジジイ。てめえこそ首を刎ね飛ばされてえらしいな。

「静まれ、皆のもの。確かに、にわかには信じがたい話だが、二人はこうしてここにいる。山脈の南から回り込んだとしても、これほど早くは来られまい。今はその『裏うら技わざ』、問わずにおこう」

　いや、だから裏技とかないって。本当に越えてきたんだって。

　騎士団長の取り巻きどもは「寛かん大だいな処置にございます」とかおべんちゃら並べてやがる。何か鬱陶しい連中だな。

「それでは、本題に移ろうか。ライラ・ハープライネン、レナ、君たちも私の後に続くことを許そう。美しいお嬢さん方の頑がん張ばりには報むくいねばね」

　……は？　こいつ、何言ってんの？

「失礼ながら、仰る意味がわかりません、閣かつ下か」

　ライラも俺と同じ意見だったらしい。

「君たちも私の配下にしてやろうと言ったのだよ。感謝することだね」

「シルヴェスタ様は、次期皇帝陛下におなりあそばされる御方だ」

「本来なら、お前たちごときが直接お話しできる御方ではないのだぞっ」

　ジジイと馬面が両脇に侍って、偉そうに言った。

「皇帝陛下は、後こう継けい者しやをまだお決めになっておられないはずですが」

「今はね。しかし、私が優勝した暁あかつきには、陛下に玉ぎよく座ざを譲ゆずっていただく。陛下はどのような望みも叶かなえて下さると仰ったのだから。すなわち、この『神装演えん舞ぶ会かい』の勝者こそ、次の皇帝に相応ふさわしいと仰ったに等しい！」

　おおうっ。そいつは気づかなかった、わけはないんだが、ここまで言い切る奴も珍しいな。まあ、俺らの目的とは違うから気にしてなかったんだが。

「お言葉ですが、閣下が優勝するとはかぎりません」

「無礼であるぞ、ハープライネン！」

　ジジイ、もう黙っててくれよ。

「シルヴェスタ様以外に、玉座に相応しい御方はおられぬっ。優勝するのはシルヴェスタ様に決まっているのだ！　控ひかえよ！」

　理屈にも何にもなってねえよ。

「なあ、レナ。こいつら無視して、さっさと闘技場を目指そうぜ」

「私もそれには賛成なんだけど、ちょっと厄やつ介かいなことになってきたみたい」

　レナは目だけで周囲を窺うかがっていた。

　ははあ、なるほど。すっかり囲まれてやがる。

　でも、こいつら……。

「シルヴェスタ閣下！　陛下は正せい々せい堂どう々どうたる戦いをご所しよ望もうのはずです。他の参加者を籠ろう絡らくして得た勝利に何の価値がありましょうっ。ここは尋常なる勝負を願います！」

　俺らが周りの様子をそれとなく観察しているうちに、ライラの方も話が煮に詰つまってきたらしい。鉾槍を一振りし、騎士団長に刃を突きつける。

　いいねえ。そういう展開を待ってたぜ。

　俺も《大盾》から《大おお槍やり》に換装ウエストする。

　周りの連中がどよめいた。何だよ、初めて見んのか？

「き、き、貴様あっ！　シルヴェスタ様に刃を向けるなど、万ばん死しに値するわあっ」

「まったく。所しよ詮せんは『無能』の銀星騎士団か」

　騎士団長様が、わざとらしくため息を吐つく。口髭ジジイが槍を突き出した。ライラはそれを軽くいなし、槍の手元を鉾槍の鉤かぎ爪づめに引っかけて払う。

　あっけなく、槍が口髭ジジイの手から離れて落ちていった。

「こ、こ、この痴れ者がああっ」

　台無しだな、ジジイ。

「者ども、かかれえ！」

　馬面が吠ほえた。

　周囲の野郎どもが一いつ斉せいに雄お叫たけびを上げる。

「殺すには惜おしい美び貌ぼうだけど、仕方ないな」

　騎士団長は鼻で笑い、俺たちから離れていく。気にくわねえ奴だなっ。

　ライラより与くみしやすいと思ったのか、大半がレナに襲おそいかかってきた。

「良かったな、レナ。男が群がってきたぞ」

「こんな連中、趣味じゃないわよ！」

　大槍を構えたレナは、一人に狙ねらいを定めて突っ込む。

　野郎どもが散さん開かいした。

　見たところ騎士は数名。ほとんどが傭よう兵へいっぽい格好だ。皆、疲労を滲にじませている。

「本気で相手する必要ねえぞっ。ここまでけっこうな強行軍だったんだろ。目の下に隈くまができてる奴までいる。適当にいなしてりゃ、勝手に引く」

「疲れてるのは分かってたけど、そんなものなの？」

　大槍を構え、突進して野郎どもを散り散りにしていくレナ。たまに避よけ損そこなった奴が鎧よろいを破壊されて下に落ちていく。

「こいつらは所詮、楽して美お味いしいところだけいただこうって腹だ。騎士団長様にあっけなく付き従ってるのを見ても分かるだろっ。優勝なんかより、もっと簡単に手に入る実じつ益えきを求めてんだ」

　雨脚が強くなってきた。

　視界が鈍にぶる。

　少し離れたところで炎が巻き上がった。

「ぎやあああああっ……」

　丸焼けになって落ちていったのは、どうやら馬面らしい。

　ライラは全身から蒸じよう気きを上げながら縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回っていた。逃にげ惑まどう野郎どもを追い回して斬きり捨てている。

「ひ、ひるむなあっ。相手はたった二人だぞっ」

　口髭ジジイが口から唾つばを飛ばして喚いていた。お、とりあえず槍は拾ってきたらしいな。槍同士、お手合わせ願おうか。

「レナ。あのジジイを黙らせたら、こっちの勝ちは決まりだ」

「わかった。仕留める！」

　レナが突っ込む。今のところ、その動きに迷いはない。ただ、致ち命めい傷しようを負わせていないのも確かだ。やっぱり、人殺しはできないか。

　まあ、この状況なら心配するようなことにはならねえだろ。

　馬上槍よろしくレナが一直線に突撃すると、口髭ジジイは目を血走らせて槍を構えた。真正面から迎え撃つ。

「舐なめるなよ、下賤の娘えっ！」

　言っとくが、レナは王族だからな。てめえの方がよっぽど下賤だ。主に品性が。

　互いの槍がすれ違い、擦こすれて火花を散らす。

「！」

　レナの腕をジジイの槍がかすめた。

　鮮せん血けつが舞う。

　大槍が、ジジイの右肩を貫いた。

「ぐああああああっ……」

　レナはすぐに槍を引き抜く。

　今のは良い感じに入ったぜ！　右腕は使いものにならなくなったなっ。

「アーペリ!?」

　上空でお坊ちゃんが悲鳴を上げる。

「くそっ！　やってられるかっ」

「話が違うじゃねえか！」

　ジジイがふらふらと落ちていくのを見て、周りの連中が口々に吐き捨てた。戦うのをやめて逃げ出す。降下する奴もいるが、大半は帝都に向けて突き進み出した。

「レナ！　俺らも行こうぜっ。ライラも頃合いを見て先を急ぐはずだ。つまんねえ奴らに先越されたら嫌だろ」

「わかった！　それじゃ――」

「ぎゃひいいいいっ……」

　逃げ去る連中の方から悲鳴が上がる。

「何っ？」

　そいつらの背中には大量の氷柱が突き刺さっていた。力なく落下する。

　続けて火炎弾が他の連中を襲った。石礫もぶつけられる。

「敵を前に、逃げることは許されない！」

「お前たち、恥を知れ！」

「最後の一人になっても、戦い続けろ！」

　声を上げたのは、騎士団長様を守っていた三人の男たち。

　全員、騎士だ。それも若い。十代から二十代ってとこか。いかにも騎士道精神に殉じゆんずるって感じの三人が、逃げ出した傭兵どもに容よう赦しやなく攻撃を仕掛けてやがる。

　おいおい、無茶苦茶じゃねえかっ。てめえらの理想を押しつけんなよ！

「ざけんなっ。何が騎士団長だ！」

「親が五大公こう爵しやくの一人だからって、祭り上げられてるだけだろうがっ」

「つき合いきれねえよ！」

　襲われた傭兵たちが身を翻ひるがえし、騎士たちに飛びかかる。

　あっという間に乱戦となった。

　二十人ほどの野郎どもが誰彼構わず剣を振るい、槍を突き出し、斧おのを振り回す。

　火炎弾が飛び、氷柱が降り注ぎ、石礫が襲い来る。

　ろくでもない状況だ……。

　レナはそんな中、意外にも冷静に動き、炎の鉾槍を振り回すライラの側そばに寄った。背中合わせに立つ。

「隙すきを見て帝都に向かいましょ！　こいつらは勝手に潰し合わせてればいいわっ」

「そうね。大して手て応ごたえないのばかりだし」

　俺は《氷雪》に換装した。レナの手には細剣レイピア。氷と炎の演舞といこうかっ。

　降り注ぐ雨の中、レナが吹雪ふぶきの突きを繰り出し、ライラが炎で焼き払う。真逆の効果を持つ攻撃が間かん断だんなく仕掛けられ、周囲の連中はかき乱されて逃げ惑う。

　よし。あとは突破口を見み出いだせば、いけるっ。

「やれやれ、しょうがないねえ」

　微かすかに、声が聞こえた。

「私が手伝ってあげるよ。感謝したまえ」

　上？　あれは、貴族のお坊ちゃん？

「そうら、這はいつくばれえええええっ！」

　突とつ如じよ、空に巨大な網あみが広がった。

　あっという間もなく落ちてくる。

　やべっ。初日の網は、こいつの神装の能力だったのかっ。

　慌てて皆、回避行動に出るが間に合わない。網がでかすぎるっ。

「クソッ、換装だ！」

　網がレナにかかる寸前、換装した。

　蜘く蛛もの巣みたいな網が覆い被さる。それはべっとりと張りつき、全体の重みで俺とレナを地面へと引きずり落とした。

「う、うわああああっ……」

「何で俺までええっ……」

　周りで傭兵どもが泣き言を叫んでやがる。いや、騎士も混ざってんじゃねえか。あの野郎、敵も味方もお構いなしかよっ。

　騎士団長様の網は、森の木々を貫かん通つうして網にかかった全員を地面に墜落させた。




　空に浮いているのは騎士団長様と例の三人。

　神気で編あまれた網はやたら粘ねん着ちやく性せいを持っていて、被せられただけで身動きが取れなくなる。無理やり千ち切ぎろうと力を込めても、むなしく伸びるだけだ。

　いやはや、さすがは公爵家の神装ってか。戦闘向きとは言いい難がたいが、他人を地面にひれ伏させるにはもってこいの能力じゃねえか。

　さて、あいつはこのまま帝都に向かう気かね？

「グラン！　これからどうするのよっ？」

　レナが俺を叩く。やめろって、それ。

「どうするも何も、脱出するぞ」

「だから、どうやってよっ？」

　俺たちは今、大量の蔦つたを縒より合あわせて作り上げた球体の中にいた。

　初日に会った蔦野郎の能力だ。こいつのお陰かげで俺たちは身動きを封ふうじられていない。

「色々、方法は考えてるが。それより手っ取り早いことになりそうだぜ」

「何で？」

　レナが首を傾げた。

　頭上を炎が駆け抜ける。

「はあい。二人とも、無事よね？」

　蔦でできた天てん井じようが焼き払われ、そこからライラが顔を出した。陽気に手を振る。

「ライラ！　そっか、網を焼いたのね」

「初日も似たようなことがあったから」

「でも、良く私たちがここにいるってわかったわね」

「蔦の塊かたまりを見てピンと来たの」

　天井の穴から外に出る。すぐ側に、網にかかった奴が一人いた。「助けてくれ！」と叫んでいるが、ライラは冷たい目で見下ろす。

「さっきまで殺そうとしてた相手に助けを求めるだなんて、信じられないわね」

「危ない！」

　レナが叫んだ。

　俺は瞬時に蔦を発生させ、飛来した火炎弾と氷柱を受ける。蔦が燃え上がり、凍こおりついたが、こっちは無傷だ。この《蔦》は鎧の周りに蔦を発生させる能力だから、どんだけ蔦を傷つけられても俺自身は痛くも痒かゆくもない。

「同じ炎系？　それと、相性の悪い氷結系か。面おも白しろそうじゃないっ」

　追撃に来たらしい騎士二人を見上げ、ライラが舌なめずりした。飛び出す。レナもすぐに続いた。

「レナっ。騎士団長はいるか？」

「ううん、見当たらない。先に行かれたのかもっ」

　降り注ぐ火炎弾と氷柱を避け、ときに蔦で受けながら急上昇する。距離が迫せまるにつれ、若い騎士どもの顔に焦あせりが見えてきた。

「レナは団長を追って！　こいつらは私が相手するわっ」

　ライラが炎の鉾槍を振るい、騎士二人に仕掛ける。

「気をつけてね！」

　そう言い残し、レナは方向転換した。背後から氷柱が飛んできたが、それは蔦で受け止める。

「どこにいるっ？」

　森から出るなり視線を走らせた。レナが「あそこ！」と指を差す。雨に煙けむる中、騎士団長様ともう一人。若い騎士がくっついて飛び去っていく。

「あいつは、石礫を投げてくる奴だったか」

「網と石礫……相あい性しようが良さそうなのは何かしら？」

「意外と、この《蔦》は使えそうだぞ」

　追いかけながらレナと話す。

　追われていることに気づいていないのか、二人との差は少しずつ縮まっていった。確実に蔦が届く距離まで近づきたいが……。

　不意に騎士団長様が振り向いた。目を見開き、何か叫ぶ。

　くっついていた騎士が振り返り、動きを止めた。

　こっちに手を突き出す。

「来るぞ！」

　奴の周りに無数の石礫が現れた。

　雨粒を弾いて飛んでくる。数はかなりのものだが、軌き道どうは読みやすい。

「そんなんじゃ、足止めにもなんねえよっ」

　俺は蔦を数本縒って、鞭むちのように振るった。進路を邪じや魔まするものだけ叩き落としていく。それと併へい行こうしてレナが四方から蔦を放った。石礫の騎士くんはどう対処すれば良いか分からなかったらしく、雨に打たれながらキョロキョロと周囲を見回す。

「はい、捕まえた！」

　あっけなく相手を縛り上げ、レナは蔦を引き寄せた。怯おびえてもがく騎士くんの顔面に、蔦を巻きつけて固めた拳こぶしを叩き込む。

「あがはあっ……」

　鼻血を吹いて落下していく騎士くん。周囲の石礫が砕くだけて消え去った。

「良い殴なぐりっぷりだったぜ」

「ありがとっ。あとは騎士団長だけね。急ぐわよ！」

　部下を足止めに使ったおかげで、騎士団長様はかなり遠くまで進んでやがる。

「けっこう差があるな。このままだと追いつけねえかもっ」

「グラン！　ここから攻撃しましょう」

「だな。お前の弓の腕は信頼してるぜ」

《大弓》に換装して、親指の先くらいの大きさになってる騎士団長様を狙う。

　かなりの速さで飛んでるのに加え、この雨だ。普通なら威嚇にもならないが。

「ふっ」

　レナが弓を引き絞り、放つ。

　神気の矢が空を切り、僅わずかに弧こを描いて飛んだ。

　当たった！

「ふっ」

　と思ったときには二射目が放たれている。こちらを振り向いた騎士団長様の顔は正に驚きよう愕がくってやつだった。

　二射目も甲冑に阻はばまれる。さすがに、この距離じゃ抜けねえな。

「良い感じだっ。撃って撃って撃ちまくれ！」

「わかってるわよ！」

　相手は何か叫んでいるようだった。何言ってんのか、聞こえねえよっ。

　次々に放たれる矢。

　それに対し、騎士団長様は例の網で対抗する。

　手の平より一回りほど大きい網を大量に発生させ、飛来する矢を受け止める。

　網は俺たちにも飛んできて行く手を阻もうとするが、その程度なら余よ裕ゆうでかわせる。

　じわじわと距離が縮まり、騎士団長様の顔に焦りから迷い、そして恐れが浮かんできた。何を嫌がってんのか知らねえが、そんなに首を振っても状況は変わらねえぞ！

「レナ、接近戦だ！」

「わかった！」

《剣つるぎ》に換装。

　今度こそ、叩たたっ斬きれよ！

「やああああっ！」

　振り下ろした刃は――

「うぬらあああああああああっ！」

　横合いから突っ込んできた槍に阻まれた。

「こんの、小娘があああっ。よくも、よくも肩をおっ」

　立ちはだかったのは口髭ジジイ。左腕だけで槍を構え、剣を受け止めて押し返してくる。こいつ……とどめを刺しておければ良かったんだが……。

「アーペリ！」

　騎士団長様が、はぐれた親と再会した子どもみたいな声を上げた。お前、曲がりなりにも成人してんだよな？

「シルヴェスタ様っ。ここは私めにお任せを！　帝都へ向かって下さい！」

「た、頼んだぞっ」

　口髭ジジイの言葉に、騎士団長様は一も二もなく逃げ出す。くっそ、逃げんじゃねえよ！　騎士だったら正々堂々戦いやがれってんだ！

「待ちなさい！」

　レナも叫ぶ。しかし止まるわけがなかった。

「この痴れ者があっ。八つ裂きにしてくれるわあああ！」

　片腕とは思えない膂りよ力りよくでジジイが押してくる。まずはこいつを何とかしないとっ。

「!?」

　どんどん遠ざかっていく騎士団長様が、不意に動きを止めた。

　空中に、ぼうっと突っ立っている。

　何が起きたのか、分からなかった。

　けれど、次の瞬間、俺は愕がく然ぜんとする。

　騎士団長様の体を《光の槍》が貫つらぬいたんだ。

　胸を撃ち抜かれ、奴の体がビクッと跳ねる。

「どこを見て……し、シルヴェスタ様っ？」

　レナを睨んでいたせいで気づいてなかった口髭ジジイが、視界の端にその姿を認めたようだ。

　突き飛ばすようにして離れ、騎士団長様の下もとへ向かおうとする。

　そこに再び《光の槍》が飛んだ。

　今度は騎士団長様の頭が撃ち抜かれる。

　バッと鮮血や何かが派手に飛び散った。

　レナが息を飲む。

　どこだっ？

　俺は周囲の気け配はいを探っていた。

　あまりの速さに、《光の槍》の軌道が読めない。とりあえず上か下か。ある程度の角度までは分かったが、どっちから飛んできたんだ？

　どこだ？　どこにいるっ？

　皇帝。そして、その神装は！

　頭を失った死体が、森に落下していく。口髭ジジイが絶ぜつ叫きようした。

「し、シルヴェスタ様ああああっ……」

　こちらを振り返る。

「何な故ぜだっ？　どうなっているっ？　こんなところに陛下がいらっしゃるはずがないっ。何でこんなことに……」

　この世の終わりを見たような顔だった。……正直、哀あわれだな。

「陛下……？　あ、そうよっ。今のは《光の槍》！　どこかにあいつがっ」

　ようやく気を取り直したレナが左右を見る。

　そこに、足下からライラがゆったり上がってきた。お前ら、無事だった、か……？

「まったく、興きよう醒ざめだわ」

　肩に掛かった銀ぎん髪ぱつを払い、緑玉色エメラルドの瞳を冷たく口髭ジジイに向ける。

「追い詰められて逃げの一手だなんて、近衛騎士団団長に、いいえ、帝国騎士団の正騎士としてあるまじき行為よ。やっぱり、あれは処分して正解ね」

　俺たちとジジイの間に割り込んだ。レナが戸と惑まどいつつ右に動く。二人から少し離れて二等辺三角形を描く位置についた。

「何を、何を言っているハープライネン？　貴様、何様のつもり――」

「あなたこそ何様なのかしら、アーペリ・ブラフィルド伯はく爵しやく。その野心は認めるけれど、実に下品だわ。騎士に、いいえ、帝国貴族にあるまじき蛮ばん行こうと言こと葉ば遣づかいね」

「なっ？　きき貴様あっ。私が伯爵と知っていながら、その口の利きき方はなんだあっ」

「知っているからこそよ。アレクセイに取り入って上手いこと御おん曹ぞう司しの教育係に収まったのはいいけれど、大きすぎる野心は身を滅ほろぼすわね。今回の首しゆ謀ぼう者しやはあなたでしょ。シルヴェスタは高こう慢まんなだけの愚おろか者ものだもの」

「だから、何を言って……」

「シルヴェスタを利用して、首しゆ尾び良よく彼が皇帝の座についたら自分はその側そつ近きんとして権けん勢せいを振るう。上手くいかなくても皇帝の不ふ興きようを買うのはシルヴェスタだけ。姑こ息そくで卑怯なあなたらしいわ、アーペリ」

「このっ、侮辱するかハープライネン！　そこに直れ！　首を刎ね――」

　信じられないものを見た。

　ライラがスッと口髭ジジイに手をかざす。

　その掌てのひらから《光の槍》が放たれたんだ。

　ものの見事にジジイの左肩が吹き飛び、千切れた腕がどっかに飛んでいく。

「はへ？」

　人間、本当に驚いたときは変な顔するもんだ。

　ひょっとすると俺も、そうだったかもしれねえ。レナもポカンとしてやがる。

「黙りなさい、アーペリ伯。そうね。もう茶番は終わりにしましょう」

　そう言って、かざしていた左手を返し、パチンと指を鳴らした。

　空気が唸うなる。

　足下の森から、十数の人影が飛び出してきた。

　あっという間に俺たちを取り囲む。

　その中から一人の少女が飛び出して、ライラの腰に抱きついた。

「陛下あっ。退たい屈くつだったよお。殺して良い？　そいつ殺して良い？」

「まだダメよ、エルシィ。自分の立場をきちんと分からせてからね」

　クソ女だ。

　あの、クソ女が、《雷らい撃げきのシェイル》を纏ったエルシィが、べっとりした黒髪を絡からみつかせ、甘える猫のような声でライラに話しかけている。

　こいつ、今、何て言った？

「はあい。でも陛下っ、殺すときは私にヤらせてね！」

「わかったから、大人おとなしくしてなさい」

「はあい」

　エルシィがその場に跪ひざまずいた。いつもの、目が笑ってねえ笑顔を口髭ジジイに向けやがる。ジジイが「ひっ」と身を震ふるわせた。

「アーペリ伯」

　ライラが口を開く。

「あなたは今、親衛隊に囲まれているの。逃げ道はないわ」

「な、何で……何で……」

　ジジイはうわごとを繰り返していた。顔色が酷ひどいのは、血を失いすぎたってだけでもないよな。全身がカタカタ震えてやがる。目の焦しよう点てんがあってないようだ。

「理解できない？　そうね。そうでしょうね。じゃあ、教えてあげるわ。この私が、バシャール帝国初代皇帝ライラⅠ世よ」

「こう、てい？　へいか？　そんなわけが……」

「ない、って言いたいのよね。だけど、その身で味わったはずよ。バシャール皇帝の代名詞。この《光の槍》を」

　彼女の掌から光り輝く槍が伸び出る。

　口髭ジジイが首を振った。

「こうてい、へいかは、おんとし八十を越えて……こんな娘のはずが……いつの間に、玉座を譲り受けたのだ……？」

「私がつい最近、玉座についたと思っているの？　話を聞いてなかったのかしら。私は正しよう真しん正しよう銘めい、五十三年前にバシャール帝国の玉座につき、少数精せい鋭えいの神装部隊で版はん図とを拡大していった英えい雄ゆう。ふふ、自分で英雄って言うのは気恥ずかしいわね」

「そんなはずが……」

「あるのよねえ。でなければ、この親衛隊の子たちが私の言うことを素直に聞くと思う？　生まれも育ちもバラバラで、帝国に対する忠ちゆう誠せい心しんすら怪しいこの子たちが、唯ゆい一いつ従うのは英雄たる皇帝ただ一人よ」

「そんなはずが……」

「ねえねえ、陛下あ。こいつ、もう死にそうだよお。つまんないよお。殺させてよお」

「そうね。ちょっと深手が過ぎたみたい。まともな思考ができなくなってるわ。これ以上、話しても無む駄だね。アーペリ伯、あなたの簒さん奪だつ計画は失敗したの。死になさい」

　それが合図だった。

「やったあああ！」

　クソ女がジジイに向けて両手をかざす。

　凄すさまじい閃せん光こうと耳をつんざく轟ごう音おん。

　一瞬にして、口髭ジジイは真っ黒な炭すみと化した。

　ボロボロ崩れながら落ちていく。それを、囲んでいた連中の一人が身を翻して追っていった。

「あはっ♪　楽しいいっ。ねえねえ陛下あ。次はレナお姉ちゃんを殺して良いよね？」

「待ちなさい、エルシィ。レナはダメ」

　ライラがクソ女の頰ほおを撫なで、顎あごを指先でくすぐる。「あんっ」とエルシィが嬉しそうに身もだえした。

「さてと、お待たせしたわね。本題に入りましょうか」

　ライラがこちらを向く。

　レナと真まっ直すぐ目が合った。

「……噓よね？」

　その声は震えていた。

　無理もねえ。俺だってまだ、混乱してるんだ……。

「悪い冗じよう談だんよね？　ライラ、皇帝とか、親衛隊とか、変な冗談はやめてよっ」

「冗談じゃないのよ、レナ。全て本当のこと」

「そ、そんなわけないっ。そんな……説明つかないじゃない！　歳としが合わない！」

「私、見た目ほど若くないのよ。グランだったら、そろそろ気づいてるんじゃない？」

　俺の名前が出るなり、レナの心臓が跳ねた。おいおい、無茶振りが過ぎるぜっ。

　だが、そうだ。確かに引っかかってることはある。

　それが何なのか、考えていた。そして、やっと分かった。

「レナ、落ち着いて聞け。あいつの言ってることは多分、本当だ」

「グランまでっ。じゃあ、説明してよ！　あんな八十過ぎの人間、私、見たことないわよっ！　どんなカラクリがあるっていうのよっ？」

　悲痛な声が突き刺さってくる。

　俺は、努めて冷れい静せいに考えを語った。

「ライラは、ライラの体は、神装だ」

「そんなの、あり得ない！　グランが言ったんじゃない！　神装は神装を纏えないって。神装は人間を守るためにしか変化できないんだって！　それに私、タンペレの温泉でライラの体を見たわっ。どこにも、神装の紋もん章しようなんてなかった！」

「ああ。ライラの体に神装の紋章がなかったのは、まあ、俺も見たからな。あいつが神装でないことは確かだ」

「だったらっ――」

「聞け、レナ。問題は、ライラが自分の掌から光の槍を出したってことだ。お前も見ただろう。もしフィンガルから、鉾槍や鎧の中から出てきたんなら別の可能性はあった。実はフィンガルは炎だけじゃなく、同時に《光の槍》も使える特とく殊しゆな神装で、ライラはそれを皇帝から譲り受けたか借り受けたか。そういう可能性もあった」

　だが、その可能性は目の前で消えたんだ。

「いいか、レナ。《光の槍》なんてものを掌から出せる人間はいねえ。この世界にある神気を、人間は神装なしに使うことができねえんだ。だったら、掌から神気の塊である《光の槍》を出してみせたライラの体は、神装ってことになる。そう考えると、ライラの見た目があんなに若いのも納なつ得とくだ」

「神装は、年を取らないから……」

「そうだ。俺たちは『種たね』に寄き生せいされたときの姿から死ぬまで成長も老化もしねえ。ライラは十六のとき神装になった。いや、正確には神装の力だけ手に入れたんだ。人間のまま」

「説明に、説明になってないわよ、そんなのっ！」

「どんな説明だったのか、推すい測そくするしかないけれど」

　ライラが話し出した。

「きっと、正解に近づいていると思うわ。私は人間でありながら、神装の体と力を手に入れた。だから外見が変わらないし、自分の手から《光の槍》も出せる」

　レナが彼女を見据える。

「そんな怖い顔しないでよ、レナ。どうしてこんなことになったのか。話せば長くなるわ。今はそれより話すべきことがあるでしょう？　ひとまず、私がバシャール帝国皇帝だってことを理解してくれれば良いのよ」

「……騙だましたの？」

「騙した？」

「自分の家を、ハープライネン家の永続を、願うって言ったわ！　あれは、あの話は噓だったの!?」

「ああ、あれね。実際にハープライネン家という没ぼつ落らく貴族は存在するわ。ちょっと、そこの顚てん末まつをいただいたのよ。帝国に限らず、貴族の間ではよくある話でしょ？」

「せ、世界中を旅したいって……吟ぎん遊ゆう詩し人じんになりたいって、言ったのも噓っ？」

「それは本心よ。特に、最近はみんなが口うるさくて、十三尖塔宮から出ることすら難しいの。あんなところに居座ってたら息が詰まるわ。だから、今回の旅は久々に楽しかった。一緒に山越えしたときは最高だったわ」

　瞳を輝かせ、口元をほころばせる。

　そこに偽いつわりは感じられなかった。

「……皇帝が、自らこんな大会に参加するなんて、不自然よ」

　それでもレナは抵抗する。ライラが肩を竦すくめた。

「それについては、ただの遊びじゃない理由もあったの」

「不ふ穏おん分ぶん子しを、殺すってこと？」

「ああ、それもあったわねえ。シルヴェスタは親の威い光こうに頼り過ぎてたから始末できて良かったわ。アレクセイにも良い薬になったでしょ。最近、増長してたようだし。アーペリ伯は前々から処分したかったの。ただの屑くずだから」

　ライラの回答にはまるで淀よどみがない。その態度には空恐ろしいものを感じた。これが、大陸統一国家の頂点に君くん臨りんするものの冷れい徹てつさってやつか……。

「陛下。お話しの最中ですが、ご報告申し上げます」

　炭になったジジイを追っていった奴が戻ってきた。背後に数人引き連れている。空中で跪くと、ライラが一瞥して軽く頷うなずいた。

「残りのものも、全て始末を終えました。残っている参加者は陛下とレナ殿だけです」

「何っ？」

「何ですって!?」

　俺とレナは同時に叫んじまった。

「ご苦労。控えてなさい」

　ライラは跪いていたそいつを下がらせて、レナに微笑む。

「そんなに驚かないで。これも計画に含まれていたことなんだから」

「残りの参加者を、どうしたのっ？　始末したって、まさか……」

「殺したのよ。一人残らずね。ああ、もちろん装纏者ロギウスだけ。神装は生け捕りにしたわ。そうしないと意味がないものね」

　何でもないことのように言い放ち、ライラは軽く腕を広げた。

「この大会そのものが、初めからそういうふうに仕組まれていたのよ。戦が終わりを告げて五年。神装が表舞台に出てくることも少なくなったわ。そんな状況で神装を集めようと思ったら、魅力的な褒ほう賞しようを掲かかげて、向こうから来るよう仕向けるしかないでしょ？　案あんの定じよう、百体以上の神装を手に入れることができたわ」

「し、神装を手に入れるためだけに、今回の大会を開いたって言うの……？」

「ええ、そうよ。もちろん、参加者は吟ぎん味みさせてもらったわ。あなたたちはエルシィが勝手に参加登録させてしまったから知らないでしょうけど、参加にあたってそれとなく面接を行ったの。そこで、殺しても良いゴミ屑だけ登録させたのよ。見込みがありそうな装纏者は、その場で口く説どいて騎士団や宮きゆう廷てい官かん僚りように取り立てたわ。だから大会に参加した連中はみんなゴミ屑だったの」

　……おいおいおいおいっ。こいつ、とんでもないこと言いやがったぞ。

　戦せん慄りつする俺とレナを放ったらかしにして、皇帝はさらに喋る。

「ゴミ屑が神装を纏っていても、ろくなことにはならないわ。神装は全て、帝国が所有し、管理すべきなの。だから大会中、隙を見てこの子たちに装纏者を始末させ、神装を捕らえていったのよ。ただ、一つ問題が残った。それがレナ、あなたよ」

「……私だけ、面接ができなかったから？」

「そうね。でも、それだけじゃなかった。ねえ、レナ。隠しごとをしてたのは悪かったと思ってる。だけど、それはお互い様でしょう。あなただって、私に隠しごとをしているわ」

「!?」

　レナが息を詰まらせる。

　まずい……。俺の素す性じようはとっくにばれている。

「レナ。迂う闊かつなことは言うな。言い忘れてたが、俺の素性はあいつにばれてる。でも、お前のことは分からん。鎌かまを掛けてるだけかもしれねえ」

「うん。……何のこと？　グランが、マルーサ王国の神装だったってこと？」

　レナはせめて先手を取りたかったのか、俺のことを口にした。

　ライラが笑みを浮かべる。

「そんなことは、大会が始まる前にエルシィから聞いたわ。私が言ってるのは、あなた自身のことよ、レナ。マルーサ王国のお姫様。落らく胤いんだったから難なんを逃れたのよね？」

　ライラの奴、初めから俺らのこと知ってやがったんじゃねえかっ。

　ギリッとレナが歯は嚙がみする。

「何を言ってるの。私はただのレナよ。傭兵を生なり業わいにしてる」

「噓は良くないわ、レナ。王族として、潔いさぎよくあるべきよ」

　ライラは余裕の態度を崩さない。すでに確証を得てるってことか？

「一緒に旅をした二日間で確信したわ。あなたは高貴な生まれよ。貴族の教養と礼儀作法を身につけている。わざと汚い言葉を使っていたみたいだけど、発音はごまかしきれなかったわね。姿勢や立たち居い振ふる舞まいにも、生まれの良さが出ていたわ」

「…………」

　レナは言い返さない。ただ、じっとライラを見据えている。

「イリアス王子に年の離れた妹がいることは調べがついていたわ。エルシィからグランのことを聞いたとき、一緒にいる少女がそうじゃないかって予想もした。だけど、確信は得られなかった。だから、私自みずから出向くことにしたの。レナがマルーサ王族の最後の一人か否いなか。私の中では確信に至ったわ。レナ。あなたは亡きマルーサ国王ヴラドⅣ世の第五子、レナ・クセノキス・ディ・マルーサ王女よ」

　言い切りやがった。

　どうするっ？　ここでどう切り返すっ？　とりあえず、証しよう拠こはないはずだ。今のところライラの印象だけで話が進んでいる。そこに付け入る隙が――

「そうよ」

　レナの声に、俺の思考は止まった。

「あなたの言う通り。私は誇ほこり高きマルーサ王国の王女、レナ・クセノキス。バシャール帝国皇帝の首を取るため、祖国の復ふく讐しゆうを果たすため、この大会に参加したの！　ライラ、あなたを殺すためにね！」

　剣を振り上げ、切っ先をライラに突きつける。

　バカ！　何てことしてんだっ。周りが見えてねえのかっ。

　皇帝に刃を向けた。その一事だけで、親衛隊はレナを「国家反はん逆ぎやく罪ざい」として殺すことができる。実際、周囲の連中が一斉に得え物ものを構えた。エルシィが嬉しそうに俺たちに照準を合わせる。

「控えなさい」

　堂々とした、張りのある声。ライラが周囲に睨みを利かせた。すぐに連中は構えを解く。不服そうに口を尖とがらせ、エルシィも腕を下ろした。

「どういうつもり？」

　レナはライラに剣を突きつけたまま言う。

「私なんか、あなた一人で十分ってこと？　大した自信ねっ」

「それもあるけど」

　こともなげに言い放ち、ライラは鉾槍を左手に持ち直した。

「できれば、あなたとは戦いたくないわ」

「情けをかけるって言うの？　それこそが最大の侮辱だとは思わないのっ？」

「情け？　そんなもの私はかけないわ。あなたと戦いたくないのは、あなたが有能だからよ。私の部下に欲しいと思ってるの。どう、レナ？　親衛隊に入らない？　あなたには十分その力があるわ」

　レナがあんぐりと口を開ける。俺も似たような気分だった。

「な、何を言ってるのっ？　私はあなたを殺すって言ってるのよ！」

「ええ、わかってるわ。だから翻ほん意いを促うながしてるの。そんなことするより、親衛隊に入りなさい。その方が、お互いにとって良いわ。私、あなたのこと気に入ってるのよ。皇帝としてだけでなく、一人の人間として」

「……これっぽっちも嬉しくないわ」

　剣を握るレナの手が微かに震えている。お前、動どう揺ようしてんじゃねえかっ。

　とはいえ、俺もこの展開には戸惑ってる。

　肝の据わった女だと思っていたが、ここまでとはね。自分を殺すと宣言して剣を突きつけている相手に、平然と部下になれと言い放ちやがった。

「私ね、有能な人が大好きなの。無能な奴は嫌い。イリアス王子も気に入っていたのよ。もっと早く戦況を聞いていたら、好条件で和議を結んであげたのに。エルシィはまともに報告ができないから」

「だってえ、面倒くさいこと嫌いなんだもん」

　ライラに侍っているエルシィが頰を膨れさせる。つくづくイラッとさせる女だな。

「噓を吐かないで！　和議の場に誘い出して、兄様を騙し討ちしたくせに！」

「そうね。あの司令官は本当に屑だったわ。小国だからって、あんなのを送り込んでしまった。それは私の失しつ態たいよ。あの無能はイリアス王子を不用意に殺したあげく、グランを取り逃がした。それだけで万死に値したわ」

「兄様を失った軍は、それでも必死に戦った。帝国軍は数で押し切って国中の町や村を襲ったわ。焼き払われたのは王都だけじゃないっ。国中が火の海と化した！　母様も、私を逃がすために……殺されたわ！」

「残念ね」

「残念っ？　たった、それだけで済ませる気なのっ。許さない！　私は帝国を許さない！　絶対に、絶対に復讐してやる！」

「ねえ、聞いてレナ。戦に負けた国が蹂じゆう躙りんされるのは世の常よ。そうならないよう、あなたのお兄さんは頑張った。だけど、失敗した。その点において、イリアス王子にも罪はあるわ」

「何だとっ！」

　俺は思わず叫んだ。ライラには聞こえねえ。でも、言わずにはおれなかった。

「あいつに罪があるだとっ？　ふざけんじゃねえぞ、てめえ！」

　ほぼ同じことをレナも叫ぶ。

　ライラが哀れむような目で見下ろしてきた。

「彼は、失敗してはならなかった。王族として、国民を守る義務があるのだから。負ければ、その先に何があるのか理解していたのだから」

「失敗が、罪だと言うのっ」

「王族にとっては罪よ。それに彼は、信用してはならない相手を信用した。あの屑司令官が姑息で卑怯な真似をすることは知っていたはず。それなのに、彼は相手を信用して和議の場に赴おもむいた。それは高こう潔けつな態度かも知れないけれど、愚かと言わざるを得ないわ。自分が殺されたら終わりだと理解していたなら尚なおのことね」

「兄様を、侮辱するな！」

「侮辱なんかしないわ。むしろ敬けい意いを表する。何しろ彼は、最後まで命懸けで交こう渉しように臨のぞんだのだから。私が神装奪取を第一義においていることを知っていたからこそ、和議の場にグランを連れてこなかったんでしょう。自分を殺したらグランの居場所がわからなくなる。神装の居場所も交渉の材料にしたのね。ただ、あの屑は彼ほど頭が良くなかった。そこでもイリアス王子は相手を見誤ったわね」

　俺の居場所まで、和議を有利に進めるための交渉材料にしようとした……。

　考えたこともなかった。

　あいつはいつも、俺の考えより上をいく。

　遠ざけることで、有効に活いかせる。

　少なくとも、あいつはそう考えていた。

　最後まで、国を守るために……。

　あの、大馬鹿野郎がっ。

「レナ。復讐は無意味だとか、陳ちん腐ぷなことは言わないわ。あなたには復讐する権利がある。力によって奪われたものを力によって奪い返すのは妥だ当とうな手段よ。ただ、あなたには力が足りていない。実行する意志があっても、そのための力がなければ全ては砂さ上じようの楼ろう閣かく。諦あきらめなさい。その代わり、頭こうべを垂たれて傅かしずいて。私のものになりなさい」

「……もし、あなたが戦の指揮を執とっていたら」

　剣を下ろし、レナが俯うつむいた。

「兄様も、グランとともに親衛隊に誘っていた？」

「それはないわね」

　ライラの返答は冷徹だった。

「負けた国の王族は皆殺し。そのことはイリアス王子も承しよう知ちしていたはずよ。そのための王族なのだから。それに、彼は有名すぎた。大陸に『英雄』は二人もいらないの。英雄王子イリアスが生きている限り、そこに集つどう者たちは現れる。それじゃ帝国の大陸統一が成なし遂とげられないわ」

「……兄様は、死ぬしかなかったっていうの？」

「それが敗者の運命よ」

「そう……」

「さあ、レナ。お喋りはもういいでしょう。私の手を取って」

　ライラが右手を差し出した。

　それを跪いて押し頂き、甲に口づけをする。

　そうすればレナは彼女に恭きよう順じゆんを示したことになる。

　レナが顔を上げた。

　剣を鞘さやに収め、ライラに近づく。

　相手もこっちに近づいてきた。くっついてこようとしたエルシィを手だけで遮さえぎる。

　ライラの方が頭一つ高い位置で、向かい合った。

「さあ、レナ」

　差し出された右手を見つめる。そして、レナは――

　思い切り相手の手を打ち払った。

　剣を抜き放つ。

「わあああああああ！」

　重い金属音。

　火花が盛大に散る。

　レナの渾こん身しんの一撃は、横合いから突き出された剣に防がれていた。

「お戯たわむれはほどほどにして下さい、陛下」

　周りを取り囲んでいた親衛隊のうち、一番年とし嵩かさらしい男が隣に立っている。

　ライラがくすっと笑った。

「残念だわ、レナ」

「私は、あなたのものになんかならない！　必ず殺すわ！」

「そう。それなら……」

　彼女の目が冷たく輝く。

「あの世で、最愛のお兄様と再会なさい」

　瞬間、俺は身を引いて《大盾》に換装した。

　雷が目の前をかすめる。ギリギリでかわしたが、余よ波はだけで全身が痺しびれた。

「あはっ♪　殺して良いんだよねえ。ねえ、陛下あ？」

　クソ女がはしゃいだ声を上げる。

「レナ。もし生き残れたら、円形闘技場で会いましょう」

「ライラあっ！」

　叫ぶレナの体を引っ張り、俺は足下の森に急降下した。

　ライラの姿が遠ざかる。

　親衛隊の連中が、口だけで笑うエルシィが、追ってきた。
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　ひたすら逃げるしかなかった。

「クリスト卿きよう、サンテリ卿、ヴァルマ卿は前方、右、左に矢を射かけよ！　レミー卿とベルンハード卿は森に入って後ろから追い立てるのだ！　残りは儂わしとともに波状攻撃を行う。各自、能力は極きよく力りよく使うな。相手は力を複ふく写しやする能力をもっておる。エルシィ卿、勝手に前に出るな！」

「うるさいなあっ。レナお姉ちゃんもグランお兄ちゃんも私の獲え物ものだよお」

「隊長の言うことを聞け、エルシィ！」

「ポントスもうるさいー」

「何でこんな奴やつが親しん衛えい隊たいの一員なんだ……」

　奴らの練れん度どは、さっき戦った名ばかり騎き士しどもとは比べものにならなかった。

　今のところ、エルシィが暴ぼう走そうして連れん携けいを乱しているからこっちは助かってるが、それでも隊長の指示は的てき確かくで、隊員は確実にそれを遂すい行こうしてくる。

　一対一ならまだしも、連携して攻めてくる親衛隊とやり合うなんて暴ぼう挙きよ、俺おれにはできない。だから、ひたすらに逃げた。

「グラン！　帝てい都とに向かって！　あいつが、あいつがっ……」

「バカ言うな！　それどころじゃねえんだよっ」

　立て続けに落らく雷らいがあり、木々が唸うなりを上げて倒れていく。

　それらをかわし、行く手を遮さえぎるように降ふり注そそぐ矢の雨を潜くぐり抜ぬける。

「ぐっ……」

　数発食らっちまった。さすがに防ぎ切れねえ……。

「大おお盾たてかっ。また面倒な能力をもっているものだ」

「心配するな、レンナルト卿。あれは、うちのリュメールを複写した能力だが、力は多少落ちる。攻撃を完全には防ぎ切れんよ」

　攻撃しながら、随ずい分ぶんと落ち着いて会話してんじゃねえかっ。

　背後から二人に追い立てられ、時折、上空から突っ込んでくる奴は一撃離り脱だつでこっちの体力をじりじり削けずっていきやがる。

「ガハッ……」

　勢い良く叩たたきつけられた斧おのが食い込み、盾にヒビが入った。

　相手は深追いせずに宙へ舞まい上あがる。

　すぐにヒビの位置を精せい確かくに狙ねらった槍やりが突き刺さった。

「あぐあっ！」

　堪こらえきれず、声が洩もれちまう。レナの顔色が変わった。

「グラン!?　守ってばかりじゃダメよっ。戦いましょうっ」

「そっちの方がまずいっての……。奴らは、こっちの動きが止まるのを待ってる。立ち止まったら本当にオシマイだっ。何とか動き回って包ほう囲いの隙すきを見み出いだすしかねえっ」

　そんな隙が、奴らにあればの話だが……。

　雷が前方で炸さく裂れつする。

　無理やり身を捩よじって黒くろ焦こげになった木をかわした。

「エルシィ、邪じや魔まをするな！」

「セヴラン、うるさーい。私が殺すって言ってるでしょお」

「お前、味方まで巻き込む気かっ！」

　上で揉もめてやがる……。

　やっぱ、あいつを利用するしかねえか。

「レナ、少々無む茶ちやをするぞ」

「戦うのねっ」

「いいや、逃げ切る！　絶対にっ」

　言うが早いか、俺は声のする方へ上昇した。

　すぐに森を抜ける。

　降りしきる雨が俺とレナに叩きつけられた。

「何っ？」

　親衛隊の奴らがこっちを見下ろす。さすがに意外だったらしい。

　その中で、エルシィだけが嬉き々きとして両手をこっちに向けた。

「グラン！」

　悲鳴じみたレナの声。

　一いちか八ばちかだ。

「おらああああっ！」

「あれ？」

　エルシィのきょとんとした顔。

　珍しいもんが見れたよっ。

　俺はそのままクソ女に体当たりをかました。

　雷撃が周囲に飛び散る。

　俺も多少食らったが、それ以上に周りの奴らが混乱を来きたした。

　エルシィ自身はものの見事に吹っ飛んでやがる。

　ざまあみやがれ！

　すぐさま身を翻ひるがえし、森へと急きゆう降こう下か。

　俺を追ってきた二人の脇をすり抜ける。

　すれ違いざま、剣で斬きりつけられたが、この程度なら耐たえられる。そんなことより、あいつは挑ちよう発はつに乗ってくれるのかっ？

「いったいなあ、グランお兄ちゃん……」

　周辺に雷が落ちる。たちまち雷撃が猛もう威いを振るい始めた。

「エルシィ卿！　落ち着けっ」

「ふざけんなっ。俺たちまで黒焦げにするつもりかよ！」

「お兄ちゃあああああああああああん！　ぶっ殺してあげるよおおおおおおお！」

　無む差さ別べつに放たれる落雷。それはもはや天てん災さいだった。

　この混乱に乗じて、一気に逃げ切――

　運が悪かった。

　燃え上がった木が倒れてきて、背後から直撃を食らっちまった。

「ううっ……」

　防ぎきれず、レナも痛手を負う。

　俺は気合いで意識を保ち、軟なん着ちやく陸りくを試みた。




「……どうだ。見つかったか？」

「こちらには見当たりません。やはり、西へ向かったのでは？」

「一度、落下地点から調べ直すか」

「隊長。俺たちはそろそろ戻らないと、影かげ武む者しやと司会がいないことになりますよ」

「陛へい下かの警けい護ごが手て薄うすになっているのも気になります。あのものたちは放っておいても構わないのでは？」

「……そうだな。いつまでも、あ奴らにかまけている暇ひまはない。もはや陛下に楯たて突つく気力もあるまい。引き上げよう」

「えーっ。私は残るう」

「ならば好きにしろ、エルシィ卿。ただし、陛下には報告するからな。お前が連携を乱したことも含めて」

「ぶーっ……」

　すぐ側そばで話し合っていた親衛隊の連中が、帝都へ向けて飛び去っていく。

　それを、黒焦げになった倒木の隙間から見ていた俺は、人数を数えた。一、二、三……十六。エルシィも含めて全員が姿を消した。

「はあ……」

　思わずため息を吐つく。湿しめった土壁に寄り掛かった。

「……行ったの？」

　側で蹲うずくまっているレナが尋たずねる。

「ああ、行った……」

　俺たちは地中に穴を掘って隠かくれていた。

　あの後、ぬかるんだ地面に滑すべり落おち、それでも何とか浮き上がって逃げた。雨がまた強くなり、森の中でもじっとりと濡ぬれた。

　俺の体力が尽きかけたとき、クソ女の雷撃で倒れた黒焦げの木々を見つけた。折り重なるように倒れている木々に隙間を見出し、そこに潜もぐり込こんでから《杭くい》に換装ウエスト。回転する杭を使って穴を掘った。

　きっと、雨が降っていたのが幸いしたんだ。

　穴を掘った跡も、まき散らされた土ど砂しやも、ぬかるんだ地面と腐ふ葉よう土どに紛まぎれた。

　俺はしばらく武ぶ装そうのままだったが、耐えられなくなり、人の姿に戻ってしまった。

　二人、穴の中で息を潜ひそめ、奴らを何度もやり過ごした。

　あと少し、連中の勘かんが鋭するどければ見つかっていただろう。際きわどいところで難なんを逃れたわけだ……。

　俺は、疲れ切っていた。

　体中が痛いてえ……。自分で言うのもなんだが、満まん身しん創そう痍いってやつだ。

　まだ修しゆう復ふくは終わってない。

　レナもぐったりしていた。雨で濡れた体が冷えるんだろう。外がい套とうを掻かき抱いだき、自分の体をギュッと抱きしめるように丸くなって座り込んでいた。

「…………」

「…………」

　もう、ライラは闘とう技ぎ場じように入っただろうか。

　このまま、終わってしまえばいい。

　正直、そう思っていた。

「……どうして、あいつの手を取らなかった」

　不意に、そんな言葉が洩れ出た。

　言うつもりではなかった言葉。

　だが、それが俺の本ほん音ねだったんだろう。

　言ってしまったものは、引っ込められねえ。

「あいつも言ってたが、お互たがいのために、決して悪くない選せん択たくだったと思うぞ」

　俺は顔を上げ、レナを見た。

　レナは、信じられないという目で俺を見ていた。

「何を、言っているの……？」

「そういう選せん択たく肢しもあったと言っただけだ」

「私に、私にあいつの犬になれって、そう言ったのっ？　ねえ、グラン!?」

「そこまで言ってねえよ」

「言った！　言ったわ！　あなたは私に誇ほこりを捨てろと言ったのよっ。マルーサ王族の誇りを捨てて皇帝の犬になれって。恥ち辱じよくにまみれて這はいつくばれって。そう言ったのよ！　信じられないっ。そんな人だっただなんて……」

　怒りの眼まな差ざし。

　ああ、クソッ……。

　好き勝手言いやがって。

「……だったら、どうした」

　それなら、こっちだって言わせてもらうぞ。

「だったら、どうしたってんだ！　何が誇りだ！　マルーサはとっくに滅ほろんでんだよ！　国もねえのに何が王族だ！」

　レナが目を見開く。

　わなわなと震ふるえだした。

　でも、俺も我が慢まんの限界を越えていた。

「誇りのために死ぬってか!?　実にご立派な精神だっ。それに価値があるときは良かっただろうよ！　お前が誇りを貫つらぬいて、誰だれかが助かるんだったらな。でも、今のお前の誇りとやらにどれだけの価値があるんだっ？　ただの自己満足じゃねえか！」

　自分の中で箍たがが外れちまった。あと先考えずぶちまける。今まで、ずっと溜ため込こんできた何もかもを。

「自分だけのための誇りなら、とっととドブに捨てて犬にでも何にでもなりやがれ！　それで生き残れるなら、そっちの方がずっとましだ！」

　パン！

　頰ほおを引っぱたかれる。

　レナの目には涙が溜まっていた。

「それ以上の暴ぼう言げんは、許さない」

「許さない？　許さなかったら何だ？　どうするってんだ!?　ふざけんなよっ。ふざけんなよ、てめえ！　こっちがどんな思いで今までいたと思ってんだ！」

　ああ、そうだ。

　ずっとごまかしてきた。目を背そむけてきた。でも、分かってたんだ。

「勝手に装纏者ロギウスに死なれて、のたれ死ぬことすらできずに生いき存ながらえちまった俺を、どうしてくれるんだよ!?」

　勢いに押され、レナが身を引く。俺はその分、詰め寄る。

「正直に言ってやるっ。俺にとっちゃ、マルーサ王国なんざ大して重要じゃなかった！　俺が守りたかったのはたった一人。たった一人だけだ！　俺の相あい棒ぼうである、装纏者のイリアス・クセノキス！　あいつさえ生きていてくれれば、マルーサが滅んでも、必ず再さい興こうしてみせるって気き概がいはあった！」

　なのに、あいつは死んだ。守れなかった。

「……死ぬこともできず、ただただ彷徨さまよっていたとき、あの豚ぶたみてえなハゲオヤジに捕まって言われたよ。『お前、目が死んでるな』って。奴ど隷れい向きだってな」

　レナが息を飲む。

「いいか、レナ。お前が俺を巻き込んだんだぞ。成り行きで相棒になっちまったが、それでも俺の今の装纏者はお前だ。お前が俺の守るべき存在なんだ。そいつが、そいつが無む駄だに命を捨てようとしてるのを、誇りとか何とか屁へ理り屈くつこねて死に急いでるのを、止めて何が悪いっ！　クソの役にも立たねえって言い切って、何が悪いんだ!?　王族だかなんだが知らねえが、勝手に死ぬのは大たい概がいにしやがれっ！」

　本当は胸ぐら摑つかんで怒ど鳴なりつけたかった。そのくらい、ぶち切れていた。

　兄が兄なら、妹も妹だ。

　この、大馬鹿兄妹きようだいがっ！

　啜すすり泣なきが聞こえてきた。

　俯うつむいたレナが、しゃくり上げている。

　……やってられるかっ。

　俺は後ろに下がり、また土壁にもたれた。

　言いたいことを言い切ったおかげで、多少すっきりしている。ただ、胸の奥に重苦しいものはこびりついていたが。

　泣いて諦あきらめてくれるのなら、いくらでも泣いてくれ。

　外を見やる。雨は収まりつつあった。

「……怖いのよ」

　レナがぽつりと呟つぶやいた。

　俺は、倒とう木ぼくの隙間から灰色の雲を眺ながめていた。

「怖いのっ。怖くて怖くて仕方ないのっ……。このまま、死んでしまいそうで」

　レナを見る。

　頭を抱かかえ、縮ちぢこまって震えていた。

「わかってる。わかってるわよっ。私だって、この五年間、何もしてこなかったわけじゃない。帝てい国こくのこと、皇帝のこと、色々調べたわ。……ほとんど、ソフィアにやってもらったけど」

　そういや、おっぱい召使いは今頃、円形闘技場か……。

「調べれば調べるほど、帝国の力に圧倒されたわ。軍事力だけじゃない。文化も生活水準も、マルーサより遙はるかに上だった。打ちのめされたわ……。皇帝を暗あん殺さつできる機会はまるで見当たらないし、自分にはその力もない。ソフィアには何度も諦めるよう言われた。母様は、私にそんなことをして欲しかったわけじゃない。幸せに生きて欲しい。そう願っているはずだって……」

　……その通りだろうな。あの優しい人が、娘に復ふく讐しゆうを託たくすとは思えねえ。

「でも、そんなことよりもっと恐ろしいことが起きたの」

　レナが、そろそろと顔を上げた。

　涙で赤く腫はれた目で、俺を見る。

「薄れていくのよ」

「……何が？」

「あのときの記憶が」

　鼻を啜った。目を擦こする。

「五年前、私はソフィアに抱えられて、母様を置き去りにして逃げたわ。炎ほのおに巻かれる町を丘の上から見て、帝国への復讐を誓ちかった。そのときは確かにあったのよ。凄すさまじい憎ぞう悪おがっ。帝国に対する憎しみの炎が、町を焼く炎より遙かに強く燃え上がっていた。私自身を焼き尽くすんじゃないかってくらい強く」

　レナは拳こぶしを握り、自分の胸に押し当てた。

「この憎しみは絶対に消えない。この光景は一生覚えている。何度も何度も思い出し、そのたび復讐の思いを強くする。あのときの私はそう感じてた。実際、幾いく度ども悪夢にうなされたわ。眠れない夜なんて、しょっちゅうだった。ソフィアが側にいてくれたけど、復讐を果たすまで、ううん、復讐を果たしても、この悪夢からは逃れられない。そう信じてた」

　不意にしゃくり上げ、それでもレナは続ける。

「だけど……だけどっ……。一月経たち、二月経ち、一年が過ぎて二年経って、そうしているうちに、だんだん薄まっていったのよっ。私の中の憎悪が！　悪夢も、いつの間にか見なくなったわ……。あのときのことを思い出すたび怒りと悲しみが湧わき起おこるけれど、それも悲しみばかり強くなっていって、怒りの炎が全然強くならないの。母様の最期の姿を思い起こしても、寂さびしさと切なさばかりで、ちっとも復讐心をかき立ててくれないっ。かき立ててくれないのっ」

　ふがいない自分を戒いましめるように、レナは地面を拳で叩いた。

「このままだと、なくなっちゃう……。私の中の憎しみが、怒りがっ。それは、それだけは耐えられないっ。もしなくしてしまったら……私はきっと、私でなくなる。そのときレナ・クセノキスは、きっと、死ぬの」

「何でだ……」

　俺は頭を振る。

「何で、そんなふうに考えるっ。いいじゃねえか。怒りも憎しみもみんな、なくしちまえ。ソフィアと一いつ緒しよに幸せに暮らせよっ。その方が、絶対良いんだ。みんな、それを願ってるはずだっ。そうして生きていけよ。それでいいだろっ」

「それじゃ死んじゃうのよ！　兄様に教わったもの、受け継いだ王族の誇り、みんななくしちゃう！　兄様を、イリアス兄様をっ……なくしちゃう……」

　思いがけない名前に、俺は口を噤つぐんだ。

「私が、私だけがマルーサ王族の生き残りなの……。王おう宮きゆうに住んでなくても、公務に出ることがなくても、その誇りだけは忘れちゃいけないって、兄様、いつも仰おつしやってた……。その誇りこそが、私たち兄妹を繋つなぐ絆きずななんだって……」

「やめろっ」

　胸の奥がきしむ。

「そんなのは、もうやめてくれっ。絆だとか何とか、もう、うんざりだ！」

　そのせいで、俺はいまだにっ……。

「…………そうよね」

　ふと、レナの声こわ音ねが変わった。

　立ち上がる。といっても、狭い穴あな蔵ぐらなんで屈かがんだ姿勢なんだが。

　這うようにして、こちらにやってきた。木々の隙間から外の様子を窺うかがう。

　それから俺を振り向いた。

「どんなに偉そうなことを言っても、王族の誇りとか兄妹の絆とか持ち出しても、結局は私のワガママなのよ。五年経って、すっかり薄まってしまった憎しみも、皇帝を見たら蘇よみがえると思ってた。出発前、御み輿こしが現れたときはそれなりに取り戻したのよ。でも、ライラが皇帝だって知ったとき、私、迷っちゃったの。これっぽっちも怒りが湧き上がらなかっただけじゃなく、すがりついていた最後の糸まで切れてしまった気がして」

「レナ……お前、あのとき……」

　ライラに向かって「殺す」と叫さけんでいたとき。

　こいつは迷いを吹っ切ろうとして、必死に強い言葉を発していたんだ。何より、自分自身に言い聞かせるために。

「もしここで諦めたら、もう一生、私は何もできないと思う。だって、心が死ぬから。体が生きていても、心が死んでしまうから。そんなの、生きてるって言える？」

　小首を傾かしげ、儚はかなく微笑ほほえむ。

「あのね、グラン。私、勝手に思い込んでたの。あなたなら私の気持ちをわかってくれるって。あなたなら帝国への憎しみを持ち続けていてくれるだろうって。だから、会いたかった。兄様が一番信頼していた神しん装そうだってこともあるけれど、それ以上に、私はあなたに勝手に期待していたの。私の唯ゆい一いつの理解者だって」

　狭い穴蔵で、それでも居住まいを正して頭を下げる。

「ごめんなさい。それから、ありがとう。ここまで連れてきてくれて」

　顔を上げたレナは、もう一度微笑んで、木々の隙間から外へと這い出た。

「ここから先は、一人で行くわ。あなたには申し訳ないけれど、死ぬんだったら私は私のままで死にたい。この心が死んでしまうのだけは耐えられないの。最後までワガママな小娘でごめんなさい。また辛つらい思いさせてしまうけど、きっと大丈夫よ。あなたは強いもの。だから今度こそ、素す敵てきな装纏者に出会えるわ。その人を守り抜いてあげてね。…………さようなら」

　俺は、何も言えなかった。

　ただ、去っていく小さな背中を見送るばかりだった。

　木々の隙間から姿が見えなくなると、滑り落ちるようにして屈み込んだ。

　嗚お咽えつが洩れそうになり、蹲って堪えた。




　ほんの数日前のことだ。

「おっぱいの大きなお姉さん！　俺を買って下さい！」

　奴隷市場で、俺はいつものように吠ほえていた。

　労働奴隷を買いに来た身なりの良いオッサンどもが冷れい笑しようを向ける。脂あぶらぎった豚もといハゲジジイが憎々しげに俺を鞭むちで打つ。

　二年ばかり続いてる、いつもの光景。

　ろくでもない自分が転がり落ちた、掃はき溜だめの底の底。

　ああ、早く終わってくれねえかな、このクソのような人生。

　ひたすら叫び続け、鞭打たれて全身にミミズ腫ばれを作る。どうせこんなもん、すぐに治っちまうんだが……。

　ハゲジジイに蹴けられ、客席から引っ込めと罵ののしられる。

　へえへえ、旦だん那な様さま方の仰おおせのままに。

　そうやって檻おりに戻ろうとしたときだった。

「待って」

　凜りんとした声。何な故ぜか、震えがきた。

「その人を買うわ」

　振り向くのには躊躇ためらいがあった。多分、そのときにはもう気づいていたんだ。

　その声が誰のものか。

　首を巡めぐらした俺の前に立っていたのは、レナだった。

　すぐに分かった。五年経って、見た目はけっこう変わっていたはずなのに、一目で分かっちまった。

　勝ち気な真しん紅くの瞳ひとみ。癖くせっ毛けの金きん髪ぱつ。あいつにそっくりな顔立ち。

　言葉を失った。身動き一つできなかった。

　何より、恐ろしくなった。

　いつ死んだって構わない。どうにでもなりやがれ。そう思っていた俺が、あのとき、本当に久し振りに、怯おびえたんだ。

　あの目に。あの顔に。あの、芯しんの通った立ち姿に。

　永久に失ってしまった、あいつの面おも影かげを目の当たりにして。

　歓かん喜きがあった。ポッカリ空あいていた穴が埋まっていくような。でも、また失う恐怖の方が遙かに強かった。

　だから、近づきたくなかった。関わり合いになりたくなかった。

　こいつだけは、死なせたくなかったんだ。




　どうして、こうなった。

　どうして、こうなった。

　どうして、こうなっちまうんだ。

　どうして、俺は……。

　また、殺すのか？

　また、死なせるのか？

　また、守れなかったのか？

　イリアスは、国のために死ぬ覚かく悟ごをしていた。

　レナは、自分の誇りのために死ぬつもりでいる。

　俺の相棒は、どうして、どうしてこう、死に急ぐっ。

　どうしろっていうんだよ。

　俺に、どうしろっていうんだよ！

　誰か教えてくれよっ！

「…………」

　言葉は聞こえない。

　あいつの声も、こんなときには聞こえてこないんだ。

　自分で考えろってか？

　そんなもん、自分でどうにかしろってか？

　ふざけんなよ……。

　ふざけんなよ、どいつもこいつもっ。

　俺に何の断りもなく死にやがってっ。勝手に死のうとしやがってっ。

　俺を放っていきやがって！

　クソが……クソがっ……。

「クソったれがあああああああああああああああっ!!」

　土壁を殴なぐりつける。

　拳が半なかば埋まった。

　腹が立つ。

　腹が立ってやがる。

　ああ、俺は今、腹を立ててんだ。

　これ以上ねえってくらい、怒ってんだよっ。

　あのバカ兄妹に。

　あの、大馬鹿兄妹どもにっ。

　そして何より――

　俺自身に！

「おらあああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　倒木を弾はじき飛とばし、穴蔵から飛び出した。

　思わず笑っちまう。

　何をグダグダ思い悩んでいたんだ？　らしくねえな。

　この俺様を舐なめんじゃねえ。ないがしろにしてんじゃねえっ。

　勝ちゃあいいんだろうが。

　すっかり忘れてたぜ。

　大分、鈍にぶってたな。

　帝国が何だ。親衛隊がどうした。皇帝がどの程度のもんだってんだ。

　全員、叩き潰つぶしゃあいいんだろうが。

　今度こそ、勝って、守り抜きゃあいいんだろうがよっ。

　やることは単純だ。あとは決めれば良かっただけだ。

　俺はレナを死なせねえ。

　心も体も、守り抜く。

　それだけ決めれば、十分だ！

　ぬかるみに残っていた足跡を追って、駆け出した。

　雲に切れ間ができる。

　雨は、ほとんど止やんでいた。




　それほど行かないうちに、レナを見つけた。

「あっ。ほらあ、やっぱり来たあ。レナお姉ちゃん、噓うそはダメだよお。グランお兄ちゃんが、自分の装纏者を見捨てるわけないんだからあ」

　そして、クソ女も。

　エルシィはレナの首を片手で摑んで吊つるし上あげていた。レナが苦しそうに呻うめき、両手で懸けん命めいに相手の手を剝はがそうとしているが、ビクともしない。

「グランお兄ちゃあん。早く、早くう。早くしないと、レナお姉ちゃんを絞め殺しちゃうよお」

　べっとりした黒髪が、雨に濡れたせいか、いつも以上にまとわりついて見える。口だけで笑うエルシィは、「ほらほらあ」と空いている手で挑発的に手招きした。

「やっぱり引き返して正解だったなあ。陛下にお仕置きされても、グランお兄ちゃんは譲ゆずれないしー。たっぷり痛めつけた後でえ、嬲なぶり殺ごろしにしてあげるね♪　もちろん、レナお姉ちゃんからじっくり――」

　俺はクソ女の腕を摑む。「あはっ♪」とエルシィが笑えみを深くした。

「取り戻したいんだね。レナお姉ちゃんを取り戻したいんだねえ。いいよ、やってみて。どうせ、お兄ちゃんじゃ私の――」

　ミシッと骨の軋きしむ音がする。クソ女が「あれ？」と洩らした。

　レナの首から怪力クソ女の手を引き剝がす。

　支えを失って倒れかけたレナの体を素早く抱き留めた。

「しっかりしろ、レナっ」

　クソ女はとっとと突き飛ばし、レナに声を掛ける。……ひでえ。首に手の跡がくっきり残ってやがる。痣あざになったらどうすんだ。

「へ、へえっ。ちょっとはやるんだね、グランお兄ちゃん」

「立てるか、レナ？　……怪け我がしてんじゃねえか」

「……グラン？　……どうして」

　レナの体には、あちこち擦すり傷きずがある。血が滲にじんで痛々しい。

「どうして来たのよ……。もう、別れたじゃない……」

「うるせえ。気が変わった」

「気が変わったって……」

「ちょっと、ちょっとおっ。私を無視しないでよねえ」

　側でピリピリと静電気が起きた。

「さあ、グランお兄ちゃん。楽しい処しよ刑けいの時間だよお。私と……ねえ、聞いてる？　こっち向いてよお。無視すんなあっ」

　うるさいのが何か喚わめいてやがる。ったく、こっちはてめえの相手してる暇ねえんだっての。

「うるせえ、邪魔だ。黙ってろ」

　俺はエルシィを一いち瞥べつし、そう言ってやった。

「はあっ？　何、言ってるのお！　グランお兄ちゃんは、私にそんな態度取っちゃいけないんだよおっ。殺すよお！　私がその気になったら、一瞬でヤれるんだからねえっ。お兄ちゃんなんか――」

「うるせえっつってんだろうが！　そこで大人おとなしくお人形ごっこでもしてろ！」

　振り向き、怒鳴りつける。こいつは本当に躾しつけがなってねえな。

　エルシィは、ぽかーんと口を開けて固まった。そうそう、やればできるじゃねえか。

　俺はレナに向き直り、その両肩を摑んだ。じっと見下ろす。

「な、何よっ……」

　強気に見つめ返してきたが、すぐ目が泳ぎだした。そわそわと身を捩る。

「ねえ、私、急いでるんだから。た、助けてくれたのは感謝するけど、もうこれ以上、関わらないで……」

「レナ。俺に全てを賭かける気はあるか？」

「ふわっ？　え、何を、急に何を言ってるのっ？」

「俺はお前に全てを賭けることにした」

「え、ちょっ、だから、何でっ……」

「融合ユギウムしよう」

　レナが固まった。みるみる顔が赤くなる。あわあわと口を震えさせる。

「奴に、皇帝に勝つには、それだけじゃ足りないかもしれねえ。でも、今、俺たちができる最さい善ぜんを尽くすべきだ。俺は、お前の心も体も守り抜く。そう決めた。だから、融合しよう。俺はお前に全てを賭ける」

　紅の瞳を一心に見つめた。

　全てを込めて。

　レナは、目を逸そらした。

　口を閉ざし、微かすかに開き、けれどまた閉じる。

　俺を見上げ、すぐ俯き、拳で俺の胸を押した。

　離さない。離す気はない。

　……ついさっき、あんな別れ方をしちまった。

　一言でも、謝るべきなのかもしれねえ。

　でも、それはしない。

　そういうのは、ずるい気がする。

　だから、ただ堪える。

　レナは俯いたまま、俺の胸を数度叩き――

　そして、顔を上げた。

　まっすぐ見つめ返される。

　その瞳に、光が宿った気がした。

　キュッと唇くちびるを引き結び、こくりと頷うなずく。

「わかった。私もあなたに、全てを賭ける」

　……やべえ。凄すげぇ気合い入ってきた。

　よし。それじゃあ儀ぎ式しきを……お、頰の傷に血が滲んでやがる。こいつを嘗なめさせてもらうか。俺は、指でもどこでも少し切って血を出せばいいし。

　そう考え、ちょっと舌を出してレナに顔を近づけた。

　レナがギュッと目を瞑つむる。

　そして、俺の唇に自分のそれを押しつけやがった。

「!?」

　さすがに焦あせる。にゅるんとしたものが触れ合い、唾だ液えきが混ざり合った。

　一瞬、全身が熱くなる。












　その熱は右肩に収しゆう斂れんし、俺の中に溶け込んでいった。

　はっきり分かる。

　今、俺たちは「融合」した。

　唇が離れる。

　恐る恐るといった様子で、レナが目を開けた。

　俺と目が合うなり、耳まで真まっ赤かにして俯く。

「こ、これでいいのよねっ？　……その、こういうこと自体、は、初めてだから、ちゃんとできたかどうかわからないんだけど」

「あ、ああ……。大丈夫だ。ってか、何でキスを？」

「えっ？　だって、融合の儀式って……」

「あっ！」

　そうだった。こいつには噓、というか、一つしか方法を教えてなかった。

「……ねえ、グラン。まさかとは思うんだけど」

「落ち着け、レナ。儀式はちゃんと成立してる。ただ、キスじゃない方法もあったというだけで……」

　それを聞いた瞬間、まさに怒ど髪はつ天てんを衝つく姿を、俺は見た。

「こ、こ、こ、このっ」

「落ち着けっ。落ち着くんだレナあがあああああっ？」

　鮮あざやかな右拳が頰を捉とらえ、俺はものの見事に吹っ飛んだ。

「信じられないっ。この、このっ、死んでしまえ！」

　倒れた俺を容よう赦しやなく蹴りつけるレナ。いや、すまんかったとは思ってる。でも、まさかこんなことになるとは予想してなかったんだっ。

「わ、私が、勇気を振り絞ってっ……。初めてだったのにっ……」

「待て！　待ってくれ、レナ！　今は俺たちが争ってる場合じゃねえはずだっ」

「そ、そんなこと言って、またっ……」

　ぐりぐりと顔を踏ふみつけられる。本当、ごめんって。

「ねえ。いい加減、私を無視するの、やめてくれないかなあ」

　レナの背後で、どす黒い気け配はいが立ち上った。静電気に空気が震える。

「じゃないと、殺すよお？　死ぬより辛い目に遭あわせた後で、じわじわ殺すからねえ」

　ああ、そうだった。余計なのが、まだいたんだ。

　俺は身を翻し、立ち上がった。

　俺を踏みつけそこねてレナがたたらを踏む。それを抱き留めて、クソ女を見た。

「エルシィ。時間がねえから、てめえは後回しだ。また今度、相手してやるよ」

「はあっ？　グランお兄ちゃん、何を言っているのかなあ。お兄ちゃんはここで死ぬんだよお。レナお姉ちゃんを黒焦げにした後で、じわじわと――」

「じゃあな。行くぞ、レナ。早くしねえと闘技場の門が閉まっちまう」

「……そうね。あのことは、全部終わってから、きっちり落とし前をつけましょう」

「だから、悪かったって……」

「無視するなああっ。もう許さない！　勿もつ体たいないけど、さっさと殺してやるうっ」

「装纏ロギア」

　背を向けた俺たちにクソ女が雷を落とすのと、俺がレナの声に応じて武装に変化したのは、ほぼ同時だった。

　凄まじい轟ごう音おんと衝しよう撃げき。

　雷は――

　すぐ側のイトスギに落ち、それを丸ごと焼き焦がした。

「……何でえ？」

《剣つるぎ》に変化した俺の刃やいばを、レナがエルシィの喉のど元もとに突きつけている。

　いっそのこと、バッサリやってくれて良かったんだがな。

「引きなさい」

　呆ほうけているクソ女にレナが告げた。

「あなたの神装の能力は《雷撃》。とても強力だけど、あくまで雷よ。ある程度は操れても、その特性を変えることはできない。こんな森の中じゃ、雷は背の高い木に落ちるに決まってるわ。もちろん側にいるだけでも普通なら危険だけど、私にはグランがいる。直撃さえ免まぬかれれば、あとは彼が守ってくれるの」

　刃をエルシィの首に押し込む。少しでも滑らせれば、こいつは終わりだ。

「引きなさい。あなたに構ってる時間はないわ」

「そ、そんなの、そんなの認めないっ……。私は、私は殺す側で、殺される側じゃないんだからあっ」

　その声には震えが混じっていた。怯えてやがる。いや、これがこいつの本質だ。この世の全てに怯え、恐れているからこそ、執しつ拗ようなまでに優ゆう越えつ感かんを得ようとする。

「引きなさい」

　レナの眼光が鋭くなった。柄つかを握る手に力が入る。心しん拍ぱく数すうが上がる。

　やるのか、レナっ？

「……え？　ちょっと、シェイルっ？」

　緊きん迫ぱくした空気を破ったのは、エルシィの戸と惑まどいの声。そして身に纏まとっていた神装が人の姿に戻った。白はく髪はつ銀ぎん瞳どうの無表情娘。何か、久し振りに見た気がすんな……。

　レナが剣を下ろした。自由の身になったクソ女が、早速文もん句くを言う。

「シェイル、何してるのよおっ。勝手に武装解除しないでよおっ」

「とても残念」

　シェイルは俺たちを見て言った。

「私たちの手で殺したかった」

「俺たちは、てめえにも皇帝にも殺される気はねえよ」

　レナの口を借りて言い返す。

「陛下は負けない」

「もう、早く戻って！　戻りなさい、シェイルうっ……」

　クソ女が自分の神装の肩を摑み、ぐわんぐわん揺すった。ところがシェイルは意に介した様子もなく、相棒の頭を優しく撫なでる。

「エルシィを守るのが、私の一番」

　淡たん々たんと言われ、エルシィの動きが止まった。悔くやしそうに唇を嚙かむ。

「むううううっ……。グランお兄ちゃんもレナお姉ちゃんも、大っ嫌い！　さっさと陛下に殺されちゃえー！」

　そう言い残し、どこかへ走り去ってしまった。

　あのクソ女、本当にガキのまんまだな……。

　シェイルがぺこりと頭を下げ、エルシィの後を追っていく。

「変な子たちね」

「ああ。二度と会いたくねえな」

　俺たちは、宙に舞い上がった。

　今度こそ帝都カポルネを、円形闘技場を目指す。

　森を抜け出た途と端たん、背後から橙だいだい色いろの光が差した。

「グラン、雨が止んだわ！」

「きれいな夕焼けじゃねえか」

　夕日を受け、十三尖せん塔とう宮きゆうが眩まばゆく輝いている。

　悔しいが、すげえ荘そう厳ごんだ。

　俺たちは今から、あそこの主あるじをぶっ倒しにいく。

「急ぎましょう！　もう間に合わないかもしれないけど……」

「間に合うぜ。いや、間に合わせる！」

　加速に向いている《大おお槍やり》に換装し、俺たちは帝都目指して驀ばく進しんした。
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　――グラン！　闘とう技ぎ場じようの門がっ。

　――ああ、俺おれにも見えてる！

　円形闘技場の門が、閉まろうとしている。

　このまま突っ込んでも間に合わない。

　――どうしようっ？

　――しゃあねえな。派手にいこうぜ！

　突き進みながら換装ウエスト。《大たい砲ほう》の照しよう準じゆんを門に合わせる。断だん頭とう台だいみたいに上から分厚い鉄てつ扉ぴが降りる形式のそれは、半分以上扉とびらが降りていた。

　――反動で後ろに吹っ飛ばない？

　――なるべく堪こらえるっ。どっちにしろ、このままじゃ間に合わねえからな！

　闘技場は天てん井じようがないから、門が閉まっても入ろうと思えば上から入れる。ただ、それじゃ決けつ闘とうは認められないだろう。あくまで時間内に門を潜くぐらないといけないんだ。

　俺たちは大砲をぶっ放した。

　前方への加速が、反動で相そう殺さいされる。

　ただの人間には到とう底てい耐たえられないだろう衝しよう撃げきだが、俺は上う手まく吸収した。とはいえ、少しはレナも圧あつ迫ぱく感かんを覚えたろうな。

　撃ち出された神気の砲弾は狙ねらい過あやまたず着ちやく弾だんした。

　鉄扉が半分ほどふっ飛んで止まる。

　うおっ！　何だ、この威い力りよくっ？

　降りてくる鉄扉を歪ゆがませてレールに引っかけてやろうと思ってたのに、完全に穴が開いちまったじゃねえかっ。

　――おい、レナっ。融合ユギウムの効果はかなりのもんだぞ！　俺ら相あい性しよう良いんだなっ。

　――と、当然でしょっ。それより急ぐわよ！

　――おう！

　再び《大おお槍やり》に換装して一直線に飛んだ。

　壊こわれた鉄扉の下を潜り抜け、闘技場内に入る。

　暗い回かい廊ろうを進み、出口から外に飛び出した。

　ウオオオオオオオオオオオオッ……。

　たちまち大だい歓かん声せいに包まれる。

　俺たちは周囲を見回した。

　――何だ、こりゃあ……。

　――すごい……。

　すり鉢ばち状じようになった建物の、底の部分に俺たちはいる。底、といってもメチャクチャだだっ広く、演出なのか何なのか、あちこちに柱が立っていたり、遺い跡せきみたいな朽くち果はてた建物があったりする。

　そして、その空間をぐるりと高い高い煉れん瓦がの壁が丸く囲み、その上にこの大歓声の源である観客たちが階段状に座っている。見渡す限り、ぎっしりと人が詰め込まれ、大半が興こう奮ふんした面持ちで何か叫さけんでいた。

「おおーっと！　あと僅わずか、本当にあと僅かのところでライラ・ハープライネン選手の優勝が決まるところでしたが、なな何と、閉まろうとする門を一部破は壊かいするという豪ごう快かいな手で、レナ選手が闘技場にやってまいりましたあああ！」

　頭上からベルンハードの声がする。あの野郎、いけしゃあしゃあとっ。

　――グラン！　あそこっ。

　レナが指し示したときには、俺も認識していた。

　闘技場の一角。

　一本の柱の上に立って、一人の少女がじっと目を閉じている。

　夕日に銀ぎん髪ぱつが輝き、青の鎧よろいが幾いく分ぶんか色合いを柔やわらかく見せていた。

　鉾槍ハルバードを両手でまっすぐ持っている。

　刃やいばが橙だいだい色いろの光を反射してギラリと光った。

　ライラが、バシャール帝てい国こく皇帝が、そこにいた。

「……ということで、レナ選手の行為は何ら大会規則に反しておりません！　よって決闘が成立することになります！」

　ベルンハードが観客に向けて説明していたらしい。一際大きな歓声が起こり、それ以上にでかい鐘かねの音が鳴なり響ひびいた。

　カッと目を見開くライラ。

　俺たちを見下ろした。

　――行くぞ。

　――ええ。

　俺は一いつ旦たん、《剣つるぎ》に換装して浮き上がる。ライラの近くにあった、同じくらいの高さの柱に降り立った。

「エルシィとは会わなかったの？　運が良かったのね」

「会ったわ。時間が勿もつ体たいなかったから、殺さずにおいてあげたけど」

　レナの返答にライラが吹き出す。

「甘いのね。殺せるときに殺しておかないと、後こう悔かいすることになるわよ」

「私の狙いは、あなただけよ」

　剣を突きつけた。

「そう。それは光栄だわ。亡ぼう国こくのお姫様」

　相手も鉾槍を構える。

　観客には二人の会話は聞こえないだろうが、ちょっと冷や冷やするぜ。

　――レナ。さっきも話したが、なるべく距離を取って戦え。

　俺は、ここまでの道すがら話し合った作戦を頭の中で反はん芻すうする。

　使える能力は《大槍》、《大おお弓ゆみ》、《大砲》、《大おお盾たて》、《氷ひよう雪せつ》、《杭くい》、《鋼こう線せんナイフ》の七種類。《太た刀ち》、《蔦つた》、《大おお網あみ》、《石いし礫つぶて》、《雷らい撃げき》は控ひかえになっている。

　ライラとフィンガルの強さは、一いつ緒しよに山越えをしたとき十分に見た。フィンガルの《業ごう炎えん》は本当に脅きよう威いだ。それに加えて、ライラ自身に《光の槍》がある。

　ただし、この円形闘技場での決闘は俺たちに一つ有利な点を与えてくれた。

《光の槍》は皇帝の神しん装そうの能力。それは帝てい都との人間なら誰だれもが知っていることだろう。そんな観客の目の前で、ライラは大っぴらに《光の槍》を使うことはできないはずだ。今までずっと隠してきた皇帝の正体を明かすことになりかねない。

　だとすると、《光の槍》はかなり限定された状況でしか使えない。もしくは、俺の能力みたく劣れつ化かした状態にして「偽にせ物もの」感を出すしかない。

　いずれにせよ、すぐに《光の槍》を使って瞬しゆん殺さつという展開にはならないはずだ。

　そこに俺たちの勝しよう機きがある。

「皇帝陛へい下か！」

　突然、ライラが鉾槍を天に掲かかげた。

　観客が何ごとかとざわつく。

　油断なく構えたまま、俺たちは視線を周囲に走らせた。観客の目を追うと、客席の最上段に豪ごう華かな装そう飾しよくの施ほどこされた広い席がある。親しん衛えい隊たいが二人ずつ、左右に立っていた。どうやら皇帝の影かげ武む者しやがそこにいるらしい。

「慈じ悲ひ深ぶかき陛下より賜たまわりました力。ここで使うことをお許し下さい！」

　何だ？　何を言ってやがんだ？

　周りも戸と惑まどっている。そんな中、御み簾すの向こうにいた人影が動いた。

「よかろう」

　出発のときに聞いた重々しく力強い声。そうか。これは親衛隊の隊長とかいう奴やつの声だ。奴が影武者やってんのか。

　皇帝陛下が声を発しただけで、観客どもは拍手する。で、何を許可されたんだ？

「ありがたき幸せ」

　白々しくも、ライラは胸に手を当てて一礼する。てめえ、自じ作さく自じ演えんも大たい概がいにしろよ。

　だが、次の瞬間、俺たちは息を飲んだ。

　ライラが鉾槍を天に突き上げ、その先端から《光の槍》を放ちやがったんだ。

　これには観客の驚き方も半はん端ぱじゃない。

　二拍ほどの沈ちん黙もく。

　そして爆発的な歓声。

「これは、これは何ということでしょう！　ライラ選手は皇帝陛下から神装の力の一部を貸し与えられておりましたっ。これは陛下からの期待もひとしおということでしょう！　皆さん、盛大なる声援をお願い致します！」

　ベルンハードも煽あおりやがる。あっという間に興奮が最さい高こう潮ちように達した観客どもに囲まれ、ライラが俺たちに不ふ敵てきな笑えみを見せつけた。

「さあ、始めましょうか。楽しい決闘を」

「舐なめられたものね」

　レナは落ち着いて言い返す。さすがに目が良いな。融合してる俺にも分かったが、レナと視力を共有してなかったら気づかなかったぜ。

「舐める？　奥の手の《光の槍》を堂々と出したのに？」

「それのどこが《光の槍》なの？　速さが全然足りない。きっと、一旦フィンガルを通して発射しないといけないから、その分、速度が落ちるのね。発射の前にも幾いくらか溜ためが必要になってる。その程度なら、避けられるわ！」

「ふふっ」

　さっきとは違う、本当に楽しそうな笑みをライラは浮かべやがった。

「いいわね。とても、いいわ。やっぱり大好きよ、レナ。ここで殺すのが本当に惜おしいわ。あのとき私の手を取ってさえいれば、きっと仲良くやれたのに」

　スッと、緑玉色エメラルドの瞳ひとみが冷たく研とぎ澄すまされる。

「残念だわ」

　彼女の全身を、爆ばく炎えんが覆おおった。

「それじゃ、死になさい」

　刹せつ那な、炎ほのおを纏まとった鉾槍の切っ先が迫る。

　すれすれで見切り、レナが剣で払った。

　しかし相手も高速で引き寄せ、薙なぎ払はらう。

　屈かがんでかわし、同時に換装。《氷雪》の細剣レイピアで炎の胸当てを突いた。

　膨ぼう大だいな氷の奔ほん流りゆう。切っ先が届かなくても無数の氷柱が襲おそいかかる。

「ぬるいわ」

　ライラは避よけなかった。

　炎を燃え上がらせ、全ての氷を蒸じよう発はつさせる。

「その程度じゃ、フィンガルの業炎は抜けないわよ」

　振りかぶった鉾槍の一撃を受け流し、後ろに下がった。ところが奴はすぐに詰め寄ってくる。鉾槍の間合いで巧たくみに連れん撃げきを仕掛けてきた。

「ほらほらほらほらほらっ」

　突き、薙ぎ、払い、斬きり、引っかける。

　炎の旋せん風ぷうが巻き起こり、猛もう烈れつな熱ねつ風ぷうが叩たたきつけられた。

　氷の鎧でも堪えきれねえっ。

　ところどころ削けずられ、蒸発させられる。

　こいつ……分かってたはずだが、《光の槍》なんかなくても尋じん常じようじゃなく強つえぇっ。

　レナは必死に攻撃を受け流した。細剣じゃ鉾槍の刃を受け切れない恐れがある。再生できるとはいえ、得え物ものが折れるのは最悪だ。

　相手の速さにはついていけている。レナの剣術も巧みで、融合のお陰かげか膂りよ力りよくも上がっていた。ただ、得物の差もあってどうしても押され気味だ。

　――レナっ、換装するぞ！

　――こんな状況で無理よっ。守りに入ったら押し負けるわ！

　――だからこそだっ。一瞬でいい。奴の動きを止めろ！

　――無む茶ちやな注文しないでよねっ。

　そうぼやきながらも、レナはその隙すきを探る。融合したお陰で、意思疎そ通つうは遙はるかにしやすくなっていた。

「せいっ」

　振り回される鉾槍をかわしながら、器用に身を捩よじって細剣を突き出す。

　氷の奔流が逬ほとばしった。

「ぬるいって言ってるでしょっ」

　あっという間に蒸発させられる。

　瞬間、レナが細剣を振った。

　氷の奔流が軌き道どうを変えてうねる。

　蒸発した氷も再び霧きり状じように凝ぎよう結こした。ライラの視線が僅かにぶれる。

　上手いぜ、レナっ。

　――換装！

「せやああああっ」

　素早く《大槍》へと変化するなり、レナが突撃を仕掛ける。

　これは完全に長さで勝っていた。

　咄とつ嗟さにライラは鉾槍を引き寄せ、からみつかせるようにして槍を受け流す。

　甲かん高だかい金属音とともに火花が散った。

　あちちちちっ。……武器同士が擦こすれるのって、神装にとってはあまり気持ちの良いもんじゃねえんだぜっ。

　突撃の勢いに任せ、レナがライラの脇を抜ける。

　そのまま客席の目の前まで突っ込み、悲鳴を上げる連中の面を眺ながめながら急上昇。

　中空で旋せん回かいしつつ換装した。

　これで、ある程度の距離は取れたっ。《大弓》に変わり、こちらを見上げるライラに向けて矢を放つ。

「ははん。あなたたちも融合したみたいねっ。悪くない動きよっ。でも、それが作戦？」

　レナの腕前は抜ばつ群ぐんだが、相手は鉾槍の一振りであっけなく矢を砕くだいた。

　連射。しかし全て斬り捨てられる。

「じゃあ、こっちからもいくわよ」

　鉾槍の切っ先に光が集中した。

「！」

　瞬時の判断で躱かわす。

　耳の横を熱線が突き抜けた。

　――うはあっ。俺たちの弓矢より段違いに早はええな。

　――でも、よく見てれば軌道が予測できるわっ。

　心強いお言葉だぜ。

　実際、手元を見ていれば、照準が俺たちに合っているのかずれているのか判断できる。奴の《光の槍》は空気抵抗なんて一切関係なく直進するが、それだけに軌道も読みやすかった。

　立て続けに放たれた《光の槍》を飛び回って避ける。

　そうしながらもレナは矢を射かけてみせた。

　それをライラは鉾槍を振るって弾はじく。

　ベルンハードが何か熱っぽく叫び、観客も盛り上がっているみたいだが、こっちはそれどころじゃなかった。

　お互たがい、決め手に欠けてやがる。

　――狙いが外れたっぽいな。ライラはほとんど動かねえのに、俺らばかり飛び回って体力を使わされてる。

　――接せつ近きん戦せんしかないんじゃないっ？　至近距離で《光の槍》を食らうのは危ないけど、鉾槍の懐ふところに入って斬りつけないと、深手を負わせられないわよっ。

　――そうなっちまうかっ。とはいえ、闇やみ雲くもに突っ込んでも業炎の餌え食じきだな。

　ライラは周囲に煙えん幕まくならぬ炎幕を張って待ち構えている。あの中に突っ込むなら一撃離脱の《大槍》による突撃か、《氷雪》で炎を中ちゆう和わしながら斬りつける方法くらいしかない。ただ、そのどちらもすでに対抗された。

　もっと引っかき回せると思ってたんだが……。

　ん？　待てよ……。

　俺はレナに新たな作戦を伝えてみた。

　飛んでくる《光の槍》をかわしつつ、矢を放ちつつだったから少々時間がかかったが、レナは理解してくれる。

　――確かに、利用しない手はないわね。

　――じゃあ、それでいくかっ。

　換装。動きが止まるのを承しよう知ちで《大砲》を構える。

「!?」

　さすがのライラも判断が遅れた。

　神しん気きの砲弾をぶっ放す。

　着弾。

　轟音とともに土つち煙けむりが舞い上がり、観客どもが騒ぎ出す。

　土煙に紛まぎれ、換装した俺たちは闘技場の地面へと滑かつ空くうした。

　今は、《鋼線ナイフ》の姿になっている。

　まず遺跡みたいな廃はい墟きよを目指し、そこに達すると柱の周りを飛び回った。

「やっと降りてきたわね！」

　熱風が煙を吹き散らし、渦うずを巻いて俺たちに突っ込んでくる。

　ライラが渾こん身しんの突きを繰り出した。

　――くおっ。

　何とか避けたつもりだったが、レナの左腕についていた丸盾が消し飛ぶ。

　言葉の通り、消し飛んだんだ。

　切り裂かれ、同時に焼き尽くされたんだろう。

　ちなみに、相当痛かった。レナも歯を食いしばる。額ひたいに嫌な汗が滲にじんだ。

　――すまん。

　――謝らないでっ。融合してるんだから、このくらい覚かく悟ごの上よ。

　気き丈じようなことを言ってくれるぜ。

　ともあれ、仕込みは完了した。

　――一気にいくぞ！

　――わかってる！

　両手にナイフを持ち、ライラを視界に収める。奴はこちらに向き直ったところだった。まず一本、ナイフを投げつける。

「攻撃が単調過ぎないかしらっ？」

　あっさり弾き、こっちに突っ込んできた。

「もっと斬り合いましょうよ！」

「あなたの間合いで戦う気はないわ！」

　二本目。さらに横移動しながら三本目を放つ。

　次々に弾かれ、距離を詰められる。

「逃げ回ってばかりじゃ、観客が退たい屈くつするわよ！」

　ゴウッと熱風が舞う。四本目のナイフが弾かれて柱に突き刺さる。

「ほうら、追いついた！」

　五本目を構えたレナに、ライラが迫る。

　――今だ！

　俺たちは、ナイフの柄つかに繋つながっている鋼線を思い切り引き寄せた。

　弧こを描いて横薙ぎに振るわれた鉾槍が、急速に動きを鈍にぶらせ、止まる。ライラがハッと手元を見た。だが、もう遅い。

　――引っ張れえええ！

　レナが鋼線を両手でたぐり寄せる。周囲の柱に張はり巡めぐらせておいたそれらがライラの体を縛しばりつけた。

「ぐっ……」

　険けわしい表情。俺たちを睨にらむ。

　絶好機だ！

　ありったけのナイフを顕けん現げんさせ、投げつける。二十七本の刃がライラを襲う。

　これはかわせねえだろっ。

　一瞬、奴の目つきが変わった。

　悪お寒かんが走る。

　猛もう烈れつな炎幕。

　俺たちは咄嗟に身を翻ひるがえした。

　何の根こん拠きよもない勘かんによるものだったが、それは的中しちまった。

　次の瞬間、背後の柱が爆ばく散さんする。

　さらに客席の方から悲鳴が上がった。闘技場を囲う壁の一部に《光の槍》が突き刺さっている。

　――あいつ、本気で撃ちやがったっ？

　――二十本以上のナイフを、たった一発で消滅させたわよっ？

　今のは、速さも威力もさっきまでとは全くの別物だった。それに……。

　――フィンガルもライラ自身の動きも封ふうじていたはずだ。それなのに《光の槍》を撃ちやがったぞ。あいつ、出そうと思えばどこからでも出せるんじゃねえのか!?

　――もう、存在自体が反則じゃない！

　同感だ。ここまでくると、さすがに反則だと言いたい。

　さらに、奴はとんでもないものを見せてくれた。

　炎幕が消える。

「今のはちょっと、危なかったわね」

　中から現れたライラは、銀髪を後頭部で纏まとめていた。馬の尻尾しつぽみたく揺れている。髪留めは炎だ。どういう原理なんだ？　まあ、フィンガルの力なんだろうが。

　しかも纏っている炎の鎧が形状と色合いを変えていた。それまでのものが一般的な甲かつ冑ちゆうの形状と自然な青だったのに対し、今のそれは炎がそのまま形を成したように刺とげ々とげしく、そして黒みを帯びた真しん紅くと化している。どこか、生々しい血の色に見えた。












「この状態って、フィンガルに相当な負ふ荷かがかかるのよ。だから、早めに片をつけさせてもらうわね」

　そう言うなり、どす黒い炎を立ち上らせる。奴の全身を縛っていた鋼線が溶けて流れ落ちていく。

「ふん！」

　一振りで鉾槍に絡みついていた鋼線を断ち切った。

「安心なさい。もう私に油断はないわ」

　鉾槍の切っ先に炎が宿る。

「！」

　側の柱に身を隠した。

　炎の渦が叩きつけられ、次いで柱が砕け散る。

　爆風を突き破ってライラが鉾槍を突き出してきた。

「くうっ」

　レナが細剣で捌さばく。《氷雪》に換装していたお陰で火傷やけどは免まぬかれたが、こいつは正に《業炎》だ。これがフィンガルの本気ってことか！

　燃えさかる嵐あらしと化したライラの攻撃は、相性が悪いはずの《氷雪》すらものともせずに襲い来る。逆にこっちの方が蒸発させられそうな熱気だ。武器の間合いもあって、押される一方になる。

　これは、きっちい……。

「あっ!?」

　受うけ損そこなった一撃が、レナの脇腹に入った。

　抉えぐられる前に自ら吹っ飛ぶ。

　地面に叩きつけられた。

「まだまだまだあっ！」

　全身から炎を噴ふき上あげ、ライラが迫せまる。

　俺は《杭》に換装した。

「当たれえええ！」

　レナが杭を打ち出す。ライラの胸きよう甲こうに突き刺さった。

　鉾槍がレナの鼻先で空振りする。

　熱ねつ波ぱが顔を撫なでた。それでもレナはひるまず杭を押し込む。ギシギシとライラの胸甲が軋きしんだ。踏ん張ってさらに一押し。

「ちいっ！」

　押し負けたライラが空中に逃げる。しかし同時に鉾槍の切っ先をこちらに向けた。速度の落ちた《光の槍》が降ふり注そそぐ。俺たちは踵かかとから棒を打ち出して、素早く宙に舞い上がった。

　――どうやら俺の《杭》でも直撃すれば効くみてえだ！　もっと攻撃力が高い《大槍》なら確実に鎧を貫つらぬけるぞ！

　――あとは、どうやって突っ込む隙を作るかよね！

　話し合いながら、周囲の柱に杭を叩きつける。次々に打ち砕き、瓦が礫れきを周囲にまき散らした。粉ふん塵じんで視界が悪くなる。

　だが、あいつの居場所は分かる。凄すさまじい炎の塊かたまりは、黄昏たそがれ時どきの闘技場内で、ある種、異様な存在感を放っていた。十分、狙いはつけられる。

　――正面から突っ込んでも、《光の槍》で狙い撃ちされるわ。もう一手打たないと。

　――頃合いを計るのが難しいが、逆に撃たせるのも手だな。

　――どういうこと？

　――《大槍》で突っ込んで、奴が《光の槍》を撃った瞬間、《大盾》に換装するんだ。上手く弾けるか分からねえが、弾けたらまたすぐ《大槍》に換装して突撃する。ちょっと速度は落ちるけど、隙をつけばいけると思うぜ。

　――あなたの換装速度は信頼してるわ。頃合いを計るのは、私に任せて。

　――よし。任せたっ。

　なるべく風を起こさないよう、慎しん重ちように移動する。途中で、崩れかけている柱を見つけた。その側そばを通り過ぎるとき、どういう状態か確認しておく。地面に降りて拳こぶし大だいの瓦礫を一つ拾った。

　舞い上がった粉塵がゆっくり収まっていく。

　――レナ。さっき通り過ぎた柱、分かるよな。

　――ええ、あれにこいつを投げつけるのね。

　――奴が反応した瞬間、突っ込む。

　レナが瓦礫を振りかぶった。投げると同時に《大槍》に換装。

　投とう擲てきも上手いもんだ。ガッ、と柱の上部に命中。

　崩れかけていた柱は、その衝撃でついに崩壊した。

　薄はく暮ぼの中、炎の塊が音に反応する。

　それを見るや否いなや、槍を構えて突っ込んだ。

　薄らいでいた粉塵を吹き散らし、ライラの脇腹へ狙いを定める。

「!?」

　奴が振り向いた。

　剣けん呑のんな笑みを浮かべ、鉾槍を振るう。

　だが、こっちの方が速い！

　――今！

　レナが叫ぶ。《大盾》に換装するのとライラの目が光ったのは、ほぼ同時。

　――うおらああああっ！

　容よう赦しやねえ《光の槍》を弾き飛ばす。

　凄まじい熱と衝撃。

　大半が盾に弾かれて飛び散る。

　――よし！　いけ……？

　ジュッ、と嫌な音がした。

　盾が溶とける鈍にぶい音と臭におい。

　ヒビが走る。

　――くおっ。

　角度をつけて熱線を逸そらそうとする、が――

　盾が四分の一、爆散した。

　レナの悲鳴。

　吹き飛ばされ、錐きり揉もみ状に落下する。

　くそっ……。やべえ……意識がっ……。

　激痛に気を失いそうだ。でも、ここで踏ん張らねえとレナが危ないっ……。

「狙いは悪くなかったわ。残念だったわね」

　耳元で囁ささやかれる。

　全身が総そう毛け立だった。

　ヒビ割れた盾に鉾槍が容赦なく振り下ろされる。

　何とか堪えたが、すぐに背後へ回り込まれ、突き上げられた。身を捩って何とか受ける。ヒビが深くなった。

　蹴り上げられ、上昇しながらの連撃を食らう。

　突き、薙ぎ、払い、斬り、引っかける。

「あははははははは！」

　ライラが心底楽しそうに笑う。俺はどんどん削られ、打ち砕かれていく。

　まずいっ……。このままだとレナが……。

　融合しているレナにも、この気絶しそうな激痛の何割かは負わせている。体に直接の負傷がなくても、あまりの痛みに精神がやられる恐れがある。

　――この、クソがあああああっ！

　鉾槍にあえて体当たりを仕掛ける。

「ふん！」

　情け容赦ない一振りで、俺たちは弾き飛ばされた。

　客席に突っ込む。

　誰かを押おし潰つぶした感触はなかったが、けっこう深く埋まっちまった……。




「グラン！　グラン!?」

　体を揺すられ、目を開ける。

　……やべえ。意識が飛んでた。今、どうなってんだ？

　レナが俺を見下ろしている。何だよ、泣きそうな顔しやがって……。

「大丈夫だ。……まだ生きてる」

　正直なところ、指一本動かすのも辛つらかったが、無理やり笑ってみせる。レナが安あん堵どの息を洩もらした。

「良かった……生きてて……。死んじゃったかと……」

「……バカ言うな。俺たち神装は、人間よりよっぽど頑がん丈じようにできてんだよ」

　必死こいて身を起こす。

　どうやら客席に突っ込んだままの状態らしい。周囲がぼっこり凹へこんでやがる。その底に俺がいるわけだが。観客は俺たちが落ちてくる前に避ひ難なんできたみたいだな。そこそこ離れた位置から、こっちを眺めている。

「それより、お前は大丈夫か……」

「平気。グランが、守ってくれたから……」

「お前にも痛い思いさせたはずだがな……。すまん、読みが甘かった」

　弾き切れなかった。

　あそこで《光の槍》を弾けていたら、勝機はこっちにあったってのに。

　レナを見る。細かい怪け我がに煤すすもついている。ちょっと髪の毛が焦こげていた。服もボロボロで焼けたところがある。

　唐とう突とつに、周囲が明るくなった。

　見上げると、闘技場の外がい縁えんに光球が何個か浮き上がっている。光系の能力をもつ神装たちの仕し業わざだな。夜間照明も随ずい分ぶんと豪ごう勢せいなもんだ。

　立ち上がろうとして、俺は情けなくも膝ひざをついちまった。

　……これは、本格的にまずいか。

　ちょっと回復に時間がかかりそうな重じゆう傷しようだ。とはいえ、相手は待ってくれないだろうな。ほら、お出いでなすった。

「あら、もう終わりなの？」

　客席と闘技場を仕切る壁の上に、ライラが降り立つ。鉾槍を担かつぎ、肩にかかった銀髪を優ゆう雅がに払った。元の姿に戻っている。そういや、あの状態はフィンガルに負荷がかかるって言ってたな。

「私はまだ続けたいんだけど」

　チラッと背後を見やった。その先には御簾がある。

「レナ選手、ライラ選手のあまりの猛攻に武装を解除してしまいました！　これは戦いを放ほう棄きしたということでしょうか!?　これで決着か!?」

「そんなわけ――」

　目を怒らせたレナより先に、影武者の声が響いた。

「まだだ。どちらかの命が果てるまで、戦うが良い」

　その言葉に、観客どもが地鳴りのような歓声を上げる。期待に満ち満ちた視線が降ってきた。

「ほら、早く立てよ！」

「これで終わりじゃねえんだろっ？　もっと楽しませてくれよ！」

「嬢じようちゃん！　応援してるぜえっ」

「ライラ様！　そいつの首を刎はね飛とばして下さい！」

　声援とも野や次じともつかない言葉が浴びせかけられる。

　ライラが鼻で笑った。

「哀あわれね、レナ」

「何ですって？」

「グランがどうして武装解除したと思う？　これ以上、融合していたら、あなたの精神が保たないと考えたからよ。結局、あなたは彼に守られてばかりね。装纏者ロギウスと神装は一心同体。だからこそ、常に対等な関係でなければならないのに。それなのに、あなたときたら……」

　肩を竦すくめ、首を振る。

「レナ、あなたは殺すわ。グラン、また装纏者を失う苦痛を味わいなさい。そうして、心の底から奴ど隷れいと化すがいい。あなたには首輪をして鎖くさりで繋いであげましょう。五年くらい飼ってあげたら、さぞ従じゆう順じゆんな神装になるでしょうね。今から楽しみだわ」

　……この、この女っ。ふざけやがってっ。

　立ち上がる。睨みつけた。

「吠ほえ面づらかかせてやるよ。外げ道どうが」

　ライラは余裕の表情を崩くずさねえ。

　周りで観客どもが楽しそうに眺めている。口くち笛ぶえを吹く奴までいた。鬱うつ陶とうしいな。

「下がりなさい！」

　その中から、いきなり大声がした。思わず振り向く。

「ライラ・ハープライネン！　対戦者を挑発するのは騎き士し道どう精神に悖もとるのではありませんかっ。レナ様から今すぐ離れなさい！」

　人垣を割って姿を現したのは、たわわに実ったおっぱいもといソフィアだった。

　そういや、おっぱい召使いのことをすっかり忘れてたぜ。

「そういうあなたは誰かしら？」

　ライラが片眉を上げてソフィアを見やる。

「私はレナ様の召使いです！　この方はあなた如ごとき遠く及ばぬ高こう貴きな御方なのです。下がりなさい！」

　おいおいおいおいっ。何、言ってくれちゃってんの、この人はっ。

「ソフィアっ。こんなところで――」

「レナ様！」

　ソフィアは柔らかそうな魅み惑わくのおっぱいにレナの顔を埋めさせた。

　うおおいっ。こんなところで、そんな、俺と代われよ！

「……呆あきれた。早くなさいね」

　興きよう醒ざめとばかり、ライラが宙に浮く。闘技場の中央付近へと飛んでいった。

「もう、ソフィアったら！　こんなときに何をするのよっ」

　まったくだ。するなら俺にしろっ。回復力が数段上がるぜ、多分。

「申し訳ございません、レナ様。ですが、居ても立ってもいられず。まったく、どこかの役立たずがレナ様をきちんとお守りできないからっ」

　すげえ睨まれた。えーっ、俺、けっこう頑がん張ばってんだろ。

「やめて、ソフィア。グランはよくやってくれてる。足を引っ張ってるのは私の方よ。私がふがいないから……」

「レナ様っ？」

　おっぱい召使いがよろけた。何で狼狽うろたえてんだ？　……だから、俺を親の仇かたきみたく睨むなって。

「レナ、あいつの言ったことなんか気にすんな。単に揺さぶりかけてるだけだ。それより、そろそろ再開しねえと客が待ちくたびれちまうな」

　レナの肩に手を置く。まだ全然回復できてないんだが、これ以上引っ張れねえだろ。

「……グラン、大丈夫なの？」

　俺を見上げるその瞳には、不安の色があった。

「よく聞け、レナ。さっきの作戦、狙いは悪くなかった。それは奴も認めてる」

「うん……」

「ただ……」

　そう。狙いは悪くなかった。ただ、実行するだけの力が足りなかった。

　俺の力が、足りなかった。

　もし、あそこで《光の槍》を弾けていたら、戦局は大きく変わっていた。

　完全な《大盾》なら、弾けていたのかもしれない。

　それ以前に、完全な《大槍》なら《光の槍》を撃たせる前に攻撃を届かせられていたのかもしれない。

　もっと言うなら、完全な《杭》でなら胸甲を貫けていたのかもしれない。

　完全な《鋼線ナイフ》だったら。完全な《氷雪》だったら。

　何だよ。結局、俺の問題じゃねえか。

　俺が中途半端だから、こんなことになってんじゃねえか。

　何が《戦せん変ぺんのグラン》だ。どんなに他人の能力を複写できても、所しよ詮せんは劣化品じゃないかよ。何一つ、元の能力には敵かなわないじゃねえか。

　肝かん心じんなところで、役立たずじゃねえかっ。

「グラン！」

　思考の淵ふちに沈しずみ込こんでしまいそうになった俺を、レナの声が引き上げた。

　両腕を摑まれている。

　俺を見つめる瞳には、強い光があった。

　その手には、確かな力が宿っている。

　まだ、やれると言っている。

「……ただ、俺の力が足りてなかった。所詮は劣化複ふく写しやだからな」

　はっきり、口にする。

　レナの目が見開かれる。

「だから――」

　俺は息を吸った。

「俺は今から、俺の限界を超える」

「限界を、超える？」

「ああ。さっきの作戦は、十分通用するものだった。もう一度やる価値はある。今度こそ成功させる」

「やれるのですかっ？　あなた、さっき叩きのめされたばかりじゃありませんかっ」

　横からソフィアが割り込んでくる。ちょっと黙っててくれ、おっぱい召使い。その柔らかそうなのを全力で揉もみしだくぞ。

　なんてことは言えねえから、別のことを言ってやった。

「もう、やれるやれないの話じゃねえんだよ。やるか、やらないかだ。俺はやるぜ」

　レナを見つめる。

「お前はどうする？」

「愚ぐ問もんね」

　即答された。

「私はあなたに全てを賭かけたのよ。その質問には意味がないわ」

　思わず笑っちまう。

「悪わりぃ。確かに愚問だったな。んじゃ、やってやりますか！」

「ええ。いきましょう、グラン！」

「レナ様！」

　せっかく良い感じに締しまったってのに、またソフィアが割り込んだ。何だよっ。

「これを、お持ち下さい！」

　跪き、両手で掲げたそれは、イリアスの剣だった。

　お前！　鞘さやにマルーサ王国の紋もん章しようが入ってんだろうがよっ。

　だが、レナは慌あわてなかった。「ありがとう」と受け取り、堂々と腰に下げる。

　……格好良いじゃねえか。

「装纏ロギア！」

　レナが声を上げる。

　俺は武装に変化した。




「やっと来たわね」

　宙に舞い上がると、周囲から歓声が湧わき起おこる。ライラが嗜し虐ぎやく的てきに微笑ほほえんだ。

「その分だと、あと一度の攻撃が精せい一いつ杯ぱいって感じね」

「それだけで十分だわ」

　レナがイリアスの剣を抜く。

　使う能力は《太刀》、《大槍》、《大盾》、《氷雪》、《蔦》、《杭》、《鋼線ナイフ》の七つ。ただし、武器はレナの持つ剣だ。

　――攻撃は、その剣でやってくれ。俺は、それ以外のことに徹する。

　――あの炎は厄やつ介かいじゃない？

　――剣の表面に《氷雪》の氷を纏わせることもできる。あいつの形かた見みをむざむざダメにはさせねえよ。

　――わかった。あなたを信じるわ。

　一度、大きく剣を振るい、それからレナは大だい上じよう段だんに構えた。

　俺も換装する。《太刀》。鎧が消え去り、脛すねまでを覆う長ちよう靴かに変化した。

　攻撃力が増し、敏びん捷しよう性せいに優れるが、防御力がほぼゼロという攻撃特化型の能力。炎幕を張るライラには到底使えないと思っていたんだが……。

　レナの持つ剣は、《太刀》の効果を得て強く神気を立ち上らせている。

「ふうん……。一撃必殺の構えってわけね。果たして、それが届くかしら」

　ライラの全身が燃え上がった。

　銀髪を後頭部で纏め、鎧が炎を固めたような形状に変わる。血の色をした鎧が神気の光の下、より一層生なま々なましく見えた。

「来なさい。真正面から打ち砕いてあげる」

　鉾槍を構える。

　シン、と静まりかえった。

　耳が痛くなるほどの静せい寂じやく。

　観客も皆、固かた唾ずを呑のんで見守っている。

　恐らく大半の連中が、一撃で決まると感じているんだろう。

　高鳴っていたレナの鼓こ動どうが、少しずつ落ち着いていく。

　スウッと深く息を吸い込んだ。

「ふっ！」

　長靴で宙を蹴ける。

　一瞬で間合いを詰めた。

　炎幕に突っ込む直前、《氷雪》に換装する。

　突破するなり再び《太刀》に。

　ライラが鉾槍を繰り出す。

　それより速く懐に飛び込み、剣を振り下ろす。

　鈍い音がした。

　無理やり鉾槍の柄を割り込ませ、大上段の一撃を受け止めやがった。

　ライラは押し込もうとするレナの動きに合わせて体を引き、横へ受け流す。剣の間合いから外れた。奴が会心の笑みを浮かべる。

「残念だったわね！　気合いや根性だけで逆転できるほど、甘くないのよ！」

　ああ、全くもってその通りだ。

　振り下ろされる鉾槍を見み据すえる。

　だから、こっからが本番なんだよ。

《杭》に換装してライラを突き飛ばす。反動で俺たちも鉾槍の間合いの外へ。

　炎幕は《氷雪》に換装して防ぎ、《太刀》に換装するなり宙を駆ける。

　大きく回り込みながら《鋼線ナイフ》に換装。周囲にナイフを投げまくる。ライラは鋼線を警戒してそれらを次々に弾き飛ばした。

《蔦》に換装し、生み出した蔦を炎幕の中に突っ込ませる。

　恐ろしい早さで焼き払われ、斬り捨てられる。

　再び《太刀》になり、疾走。

　ライラの周囲をグルグル回りながら《杭》、《鋼線ナイフ》、《蔦》、《氷雪》、《大槍》、《大盾》そしてまた《太刀》と換装を繰り返す。

「何をちょこまかと逃げ回っているのっ？」

　炎幕の中から《光の槍》が撃ち出された。

　宙を駆ける《太刀》の長靴に《大槍》の加速が乗っている。

　まるで掠かすりもしない。

　ただ回るだけじゃなく、変則的に動きを変え、相手に先読みさせないよう周囲を飛び回った。そして鋼線つきナイフを投げつけ、蔦を伸ばし、杭を突き出す。

「しつこい蠅はえねえっ！」

　痺しびれを切らしたライラが爆炎を背負って襲いかかってきた。

　炎を纏った鉾槍を《氷雪》でいなし、《大盾》で受ける。

　決してまともに打ち合わず、避け、切り返し、捩り、翻って逃げ続ける。

　絶えず換装を繰り返し、細かい手数で応戦する。

　もう大振りの攻撃は当たらない。避けるまでもない。

　ライラも無む駄だな動きは控え、ひたすら俺たちを目で追うようになった。

　いいぜ。

　いいぜ、いいぜ。

　いいぜ、いいぜ、いいぜえっ、高ぶってきたあっ！

《氷雪》《大盾》《大槍》《太刀》《鋼線ナイフ》《蔦》《杭》《氷雪》《大盾》《大槍》《太刀》《鋼線ナイフ》《蔦》《杭》《氷雪》《大盾》《大槍》《太刀》《鋼線ナイフ》《蔦》《杭》《氷雪》《大盾》《大槍》……。

　換装。

　換装。換装。

　換装。換装。換装、換装、換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装換装……!!

　換装だあああっ！

　息を飲む間もなく、

　指を弾く暇も与えず、

　刹那なんぞ欠伸あくびが出るくらいに、

　早く、

　速く、

　はやく、

　虚こ空くうを超え、

　清せい浄じようをぶち抜き、

　超高速で換装を繰り返せば、




　同時に七つの能力を発動してるのと同じになるだろうが!!




　俺の中途半端な複写能力でも、

　元の能力より劣おとってる力でも、

　寄り集まれば、超えられる。

　超えてみせる！

「！」

　レナが長靴で宙を蹴った。

　向きをライラに定める。

　大上段に剣を構え、一直線に突っ込む。

　ライラも振り返り、雄お叫たけびを上げながら鉾槍を振るう。

　それに無数の蔦が絡みつく。

　瞬時に焼き尽くされるが、蔦の中に仕込んであった鋼線が彼女の四し肢しに絡からみつき、鉾槍の動きを鈍らせる。溶かされる前に数本のナイフが突き刺さった。

　お構いなしに振るわれる鉾槍を数本の棒が叩く。

　氷の奔流が吹き荒れ、炎幕を散らした。

　ライラが苦く悶もんの表情を浮かべる。

　その目から、容赦のない《光の槍》が放たれた。

　それは俺たちに直撃し――

　盾の表面を撫でるように滑って背後へと飛んでいく。

　愕がく然ぜんと目を見開くライラ。

　俺たちが構えた《大盾》には《氷雪》で氷の膜まくが張られており、それが鏡のような効果を発揮して《光の槍》を弾くんじゃなく屈くつ折せつさせて受け流した。

　それに奴が気づいたかどうか。

　その前に、《太刀》で強化され《氷雪》で守られ《大槍》の加速が乗った剣をレナが振り下ろした。

　ライラは力ずくで鉾槍をねじ込んでくる。

　それを真っ二つに叩き斬った。

　勢いのまま、炎の鎧もぶった切る。

　奴の悲鳴が聞こえた気がした。

　俺たちは止まらねえ。

　二度、三度、四度、五度……凄まじい速さで剣を振るい、フィンガルを斬り伏せる。ライラを押して押して押しまくり、ついに闘技場の地面へと墜つい落らくさせた。

「……はあっ……はあっ……はあっ」

　レナの全身から汗が噴き出している。

　地面に押しつけたライラに馬乗りになり、その首筋に刃を押しつけていた。

　相手はぐったりしている。

「ぐうっ……」

　呻うめき、咳せき込こんだ。口から血が飛び散る。

　目を開いた。

　緑玉色の瞳が俺たちを捉とらえる。

　瞬間、《光の槍》が虚空に飛んでいった。

　レナの顔面を狙ったものだったが、《大盾》と《氷雪》の連携で受け流せるのはさっき証明した。もう怖くねえ。

「こんな近くで撃っても、ダメなんだ……」

　ライラが笑った。

「私の負けね」

　それから壊れた鎧を、必死の面持ちで抱きしめる。

　……そうか。そこに「核かく」があるんだな。

　胸甲の裏側。恐らくライラの心臓と重なる位置にフィンガルの「核」がある。そいつを破壊すれば、フィンガルは死ぬ。

　だから、最後の力を振ふり絞しぼって守ろうとしてんだろう。

「さあ、殺しなさい」

　目に鬼き気き迫せまる力を宿し、ライラが言った。

「レナ、勝敗はどちらかが死ぬまで決まらないことになってるわ。やりなさい」

「…………」

　荒い息を吐き、剣を相手の首筋に押しつけたまま、レナは何も言わない。

「大丈夫よ。さすがの私も首を刎ねられたら死ぬわ。……ああ、後のことを心配しているの？　親衛隊には、私が殺されてもあなたに手出ししないよう言ってあるから。エルシィはどうだかわからないけど、今のあなたたちの敵じゃないわよ。だから、安心して殺しなさい」

「…………」

　レナは動かない。ライラを凝ぎよう視しし続けている。

「どうしたの？　やりなさい。あなたには、その権利があるわ。今こそ、お兄様の仇を討つとき、祖国の復讐を果たすときなのよ。何を迷うことがあるの？」

　俺たちが動かないもんだから、観客も訝いぶかしんでんだろう。徐じよ々じよに、ざわめきが広がっていく。そのうち、声が飛んできた。

「何してんだっ。早くやれよ！」

「決着をつけろ！　早く殺せえっ」

「殺せ！」

「殺せ！」

「殺せ！」

　それはすぐに客席を飲み込み、観客は拳を振り上げて「殺せ」「殺せ」と連れん呼こする。司会のベルンハードが何か言ったみたいだが、掻かき消けされて聞こえねえ。

「ほら、観客もお待ちかねよ……」

　ライラが微笑んだ。

　えらく儚はかなく、それでいて、随分とさっぱりした笑顔だった。

　……俺は、こういう表情を前も見たことがある。

　イリアスと戦場を飛び回っていた頃のことだ。ひょんなことから敵国の老兵と小屋で一晩過ごすことになった。その爺じいさんは、結局、夜明けとともに死んじまったんだが、そのときの顔にそっくりだ。

　こいつは、死に場所を探していたのか？

　五十年以上、帝国の玉ぎよく座ざに座り続け、大陸統とう一いつの戦いくさを行ってきた人生ってのがどういうものなのか、俺にはよく分からねえ。

　ただ、まるでこの世に未み練れんはないって面を見せられると、な……。

「どうしたの、レナ？　まさか、私のことが斬れないの？　そんな甘えたことは言わないわよね」

　首筋に刃を押し当てられてるってのに、ライラは首を傾げた。レナは何も言わない。ピクリとも動かない。

「あなたの復讐心は、その程度のものだったの？　帝国が憎いんでしょう？　国中を火の海にしたのは誰？　何の罪もない国民を惨ざん殺さつしたのは誰？　それを指示した、元凶は誰？　ほら、ここにいるわよ。ここにあなたの探し求めた復讐の相手がいるのよ、目の前に。あなたがもう少し力を込めて腕を動かすだけで、願いは叶かなう。復讐は果たせるの。あなたには、その権利がある。そして、その力も持っている。あとは、やるだけなの。さあ、やりなさい、レナ！　復讐を果たしなさい！」

「！」

　レナが歯を食いしばる。腕に力がこもった。小刻みに震える。堪えていたものが洩れ出るように、歯の隙間から「ふうっ」と息が出た。

　――……レナ。

　――……グラン。今、話しかけないで。

　――今だからこそ、話しかけてんだ。レナ、俺はお前を信じる。

　――急に、何？

　――俺はお前を信じる。お前がこれから何をしようと、全て受け入れて肯こう定ていする。その結果、どんなことが起ころうと、お前を守る。守り抜く。だから、思うままにやれ。余計なことは考えんな。お前の好きなようにやれば良いんだ。俺がそれを全力で受け入れてやる。絶対に、一生、守り抜いてやるから。

　レナ。お前がしたいと思うようにやればいいんだよ。

　俺はレナを抱きしめた。まあ、実際には鎧をちょっと縮ちぢめたくらいなんだけどな。こういうのは気持ちだ、気持ち。

「……何よ」

　レナは、声に出して言った。

「格好つけちゃって」

　そして剣を握り直し、その手に力を込めた。

「そうね。私の好きなようにやらせてもらうわ」

　ライラが目を閉じる。

　レナは思い切り剣を振り上げ――




　それを天高く掲げた。




「皇帝陛下に奏そう上じようします！」

　闘技場を覆っていた「殺せ」の合唱を貫いて、レナの大だい音おん声じようが響き渡った。

　何ごとかと観客たちはざわついたが、じきに静まっていく。その目は、レナが掲げた一振りの剣に自然と集まった。

「皇帝陛下に奏上します！」

　もう一度、声を張り上げる。レナは立ち上がり、御簾の方に目を向けて言った。

「終戦して五年が経たったとはいえ、いまだ大陸には争いの火ひ種だねが残り、人々は真の平和を享きよう受じゆするに至ったとは言えません！　貧ひん困こん、災害、幾多の脅威はいまだ大陸から一掃されておらず、多くの人々が苦しみの中にあります！　どうか、陛下のお力をもって大陸に真の平和をもたらして頂きますよう！　もう二度と、戦乱の世が訪れませんよう、善ぜん政せいを敷き、不正を糺ただし、人々を慈いつくしんで下さいますよう、ここに願います！　これが、陛下に叶えていただきたい、私の、願いです！」

　静寂。

　まるで、時が止まったかのようだった。

　ピンと張りつめた空気。

　誰もが待っている。

　皇帝の返事を、待っている。

　レナは剣を天高く掲げ、大きな満月と満天の星が輝く夜空を見上げている。

　足下で、吐と息いきが聞こえた。

「仕方ないわね……」

　俺たちにも聞こえるかどうかって小声で、彼女は呟つぶやいた。












「……楽に死なせては、くれないのね」

　ほんの僅かに、頷く。

　闘技場内に、重々しく力強い声がした。

「よかろう。バシャール帝国皇帝の名において、そなたの願い、必ず叶えようぞ」

　一拍の沈黙。

　そして、歓声が爆発した。

　決着を告げる鐘の音が鳴り響く。

　観客たちは口々に賞しよう賛さんの声を上げ、熱狂的に手を叩いた。

　そのうち、レナの名を呼ぶ奴が現れる。

　その声は周りに伝でん播ぱし、拍手が手拍子へと変わっていく。

　あっという間に、「レナ！」「レナ！」と讃たたえる声が客席に満ち満ちた。

　レナは掲げていた剣を振って観客に応える。

　一際大きな歓声が上がった。

　泣きながら熱心に手を叩いているソフィアの姿も見つける。

　今にも客席から飛び降りて駆け寄ってきそうだ。

　まあ、それやったら骨折どころじゃ済まない高さだけどな。

　レナを讃える声は一向に止やむ気配がない。

　ゆっくり振っている剣が、神気の光を受けて輝いた。

　……なあ。見てるか、イリアス。

　見てるよな、もちろん。

　レナはやったぞ。

　やってくれたぞ。

　お前の妹は、

　俺の相あい棒ぼうは、

　レナ・クセノキスは、

　最高だぜ!!
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「まったく、情けないですねえ」

　三日後。俺おれたちは、帝てい都とから各地に延のびる街かい道どうの一つを歩いていた。

　おっぱい召使いことソフィアが、さっきからずっと小言を繰り返している。

「ソフィア、もういいでしょ」

　隣となりでレナが言った。俺のことを気き遣づかわしげに見上げる。

「反動が出たのよ。相当、無理したんだから……」

「あー……しばらく放っときゃ元に戻ると思うんだがな」

　俺は首をぐりぐり回した。

　あれから、どうにも調子が悪い。絶ぜつ不ふ調ちようっつっても良いな。何しろ、神しん装そうのくせに武ぶ装そう化かできねえんだから。お陰かげで三人揃そろって歩き旅だ。

「……まったく。レナ様に抱えられて空を飛ぶという夢のような計画が台無しです」

　おいおい、ソフィアさん。何を怪しいこと言ってんだ。まあ、確かに俺を装纏ロギアしたレナがソフィアを抱えて飛べば、目的地まで大してかからないんだが。

　って、待て！　そうなっていたら、あの魅み惑わくのおっぱいが俺に密着するというご褒ほう美び展開があったということかっ。しまった！　どうして俺は武装化できなくなってんだよ！　こんなときに何やってんだ！

　ソフィアの胸を見つめ、俺は歯は嚙がみした。

　鋭するどい蹴けりが膝ひざ裏うらに入る。

「どうっほおお？」

　耐たえきれず転んだ。隣を見るとレナが恐ろしく冷たい目でこっちを見下ろしている。だから、お前は読どく心しん術じゆつでも使えるのかっ？

「私だって、これから育つ可能性は十分あるんだから……」

　そっぽを向くと、己おのれのつるぺたな胸に手を当てて何やらブツブツ言った。

「レナ様は、そのままで十分お美しいですよっ」

　ソフィアが早速おべんちゃらを抜かしやがるが、レナは唇くちびるを尖とがらせる。「ソフィアにはわからないわよ」と言われ、おっぱい召使いはガクガクと膝を震ふるわせた。何で足に来てんだよ……。

「にしても、歩きだと何日かかるのかねえ……」

　俺は空を見上げた。今日も良い天気だ。

「ヴァイロスまでは、順調に行って一ひと月つきかしら」

「マルーサって、そんなに遠かったのか……」

　大会の後、レナは十三尖せん塔とう宮きゆうに招かれ、そりゃもう歓かん待たいされまくったらしい。

　ライラとの決けつ闘とうは帝都中で語りぐさになり、まるで英えい雄ゆうのような扱いになっていたそうだ。町を歩こうものなら、群がる人々で身動きできなくなるほどだったらしい。

　ちなみに俺は、その間ずっと医務室で寝てたんだけどな。

　やっぱ、限界なんて超えるもんじゃねえな。とんでもない反動がきて、丸二日寝てた。まったく目を覚まさないもんだから、死んだんじゃないかと疑われもしたらしい。

　あげく、起きてみればこの体ていたらくだ。

　まあ、それはそれとして、俺はレナと今後について少し話し合った。

　どっちも先のことなんざ大して考えてなかったから、ひとまずイリアスの墓参りに行こうってことになった。色々と報告しないといけねえこともあるからな。

「おい、レナ。どうして褒ほう賞しよう金きんを全部辞じ退たいしやがったんだ？　くれるもんは貰もらっときゃ良かったのによ。そうしたら、今頃、馬車で旅することもできたんだ」

「あなたはまだそんなことを言っているのですかっ？　レナ様は高こう潔けつな御方なのです。帝国なんかに施ほどこしを受ける気はありません！」

「何でソフィアが答えてんのかね……」

　レナは優勝賞金として差し出された金貨を一枚も受け取らなかった。俺はその場にいなかったんだが、御み簾すの向こうにいる奴やつに『これを真の平和のためにお使い下さい』って言ってのけたんだと。勿もつ体たいねえことするよなあ。

「いいじゃない。懐ふところ具ぐ合あいはまだ悪くないわ。せっかくの旅を楽しみましょうよ」

　妙に上じよう機き嫌げんで言うと、レナは俺の服の袖そでを摘つまんできた。少し俯うつむく。

「…………」

　視界の端はしでソフィアがすんげえ怖こえぇ目で俺のこと睨にらんでんだけど、誰だれか何とかしてくれ……。

　馬の嘶いななきが聞こえたんで振り向くと、二頭立ての幌ほろつき馬車が帝都の方から走ってくる。俺たちの横を通り過ぎた。

　いいねえ。ああいうのに乗って、のんびり旅したいもんだ。

　そんな目で見ていたせいか、馬車が止まった。

「はあい」

　御ぎよ者しや台だいから外がい套とうを羽は織おった少女が顔を出す。俺たちに陽気に手を振った。

「んなっ？」

　唖あ然ぜんとする。

「久し振りね、レナ。グラン。それから、ソフィア、だったかしら？」

「ライラ！　てめえ、こんなとこで何してやがるっ？」

　銀ぎん髪ぱつに緑玉色エメラルドの瞳ひとみ。御者台からひらひら手を振っているのは紛まぎれもなくライラだ。

　近づいてきた俺たちに「途中まで乗ってく？」と平気な面つらして言い放つ。レナが眉まゆを顰ひそめて返した。

「真の平和を実現するって約束はどうなったの？」

「もちろん覚えてるわよ。そのために、こうして旅に出ることにしたんだから」

「どういう意味？」

「ねえ、これを見て！」

　懐からライラが取り出したのは、一通の書状。

　それには、こう記されていた。




　バシャール帝国銀ぎん星せい騎き士し団だん正騎士ライラ・ハープライネンを、帝国親しん衛えい隊たい直ちよく属ぞく特別裁さい定てい官かんに任ずる。かの者の発言は勅ちよく命めいに等しく、かの者の立場はバシャール皇帝がこれを保証する。




「私、大陸全土を旅して、帝国領内の問題を解決する特別な使命を皇こう帝てい陛へい下かから授かったのよ。それで、さっき出発したところなの」

　これは、ひどい自じ作さく自じ演えんだ……。

「……ようするに、あなた自身が領内を見て回って、不正があったら糺ただそうってこと？　どれだけ時間がかかると思ってるのよ」

「仕方ないでしょ。約束しちゃったんだもの。それに、私には人間と違う時間が流れているから」

「おいおい、帝都はどうすんだ？　皇帝がいなかったら政治が乱れるだろ？」

「セヴランに影かげ武む者しやを任せてあるから大丈夫よ。それに、そろそろ私なしでやっていけるようになってもらわないと、こんな広大な国、あっけなく崩ほう壊かいするわ」

「単に自分が旅をしたかっただけじゃないの？」

　レナのツッコミにライラは指を鳴らした。

「大正解！　もう帝都に縛しばりつけられるのはうんざりよ。前に話したでしょ。世界中を旅して詩しを詠うたいたいの。新世界に乗り出すのはまだ先になりそうだけど、ひとまず領内を巡めぐって様々な出来事を詩にするわ。私自身の旅を詩にするのも良いわね。身分を隠した皇帝が、自みずから旅をして各地の悪者を懲こらしめる物語なんて、面おも白しろいと思わない？」

「面白くねえよっ。そんなの受けるか！」

　俺はすぐに言い返したが、レナは妙に真剣な顔でライラを見つめている。

「手伝ってあげましょうか」

　ちょっと待て。こいつ、今、何て言った？

「あなたとフィンガルだけじゃ、人手が足りないんじゃない？　もし、その気があるなら、私たちが手を貸してあげてもいいわ」

　レナがライラに右手を差し出す。

「待て待て待て待てっ。レナ、お前、自分が何を言ってんのか――」

「グランは黙ってて」

　……あー、もう俺は知らねえぞ。

「私に手を貸す？　あなたを殺そうとした私を？　信頼できるっていうの？」

「私との約束を守るというのなら」

　二人の視線がぶつかり合う。

　数拍後。

　ライラの右手が伸びる。それが――

　レナの手を握った。

「今度は、長い旅になるわよ。レナ」

「望むところよ。ライラ」

　ふっと、笑みが溢あふれる。

「って、きゃっ？」

「そおれえっ！」

　と思うや否いなや、ライラはレナを御者台に引っ張り上げた。勢い余って抱き合う形になる。彼女はレナをしっかり抱きしめ、首筋に口づけをした。

「うふふふふー。ついにレナを手に入れたわ！」

「ちょ、ちょっとやめてよライラっ。グラン！　助けてっ」

「な、な、何をやっているのですか、あなたはあああっ！」

　ソフィアが二人を引き離そうと、御者台に猛もう然ぜんと飛び乗る。

「……あー、俺、調子悪いんで。荷台に乗せてもらうなー」

　俺はさっさと馬車の後ろに回り込んだ。

「グラン!?　私のこと、一生守るって言ったくせにっ」

「レナ様、すぐにお助けしますってちょっと待ちなさいグラン!?　れれレナ様のことを、一生守るうっ？　その発言はあなた、どどどういう意味ですかっ？」

　俺は、何か色々無視して幌のついた荷台に乗り込む。

「やっほー、グランお兄ちゃん♪」

　中に入ったところで目を疑った。

　べっとりした黒髪の女と白はく髪はつ銀ぎん瞳どうの少女が寄り添って座っている。二人とも俺に手を振ってきた。

「エルシィにシェイルじゃねえかっ？　何で貴様らがいるんだよ!?」

「あ、言い忘れてたけど、その子たちも一いつ緒しよだから。やっぱり私一人で旅に出るのは認めてもらえなかったのよねえ。それで、どうせエルシィは私の言うことしか聞かないし、帝都に置いておく意味ないから連れてきたの」

「えへへえ。これでいつでもレナお姉ちゃんとグランお兄ちゃんを殺せるよ。すっごい楽しみい♪」

「殺す。嬉うれしい」

「ふざけんな！」

「グランを亡なき者にするのは、私も賛成です」

　おい。この中に一人、裏切り者がいるぞっ？

「騒がしいのう」

　荷台にはもう一人、っつかもう一匹。青毛の狼おおかみがいた。

「吾われは傷が癒いえておらぬのだ。もう少し休ませてくれ」

「フィンガル！　てめえも呑のん気きに寝てねえで、この混こん沌とんとした状況をどうにかしようとしやがれっ」

「吾には関係ないことだ」

　狼の奴、丸くなって目を閉じやがった。












「それじゃ、出発するわよー」

　ライラが陽気に声を上げる。「はーい！」とエルシィだけが元気よく手を挙げた。荷台にレナが逃げ込んでくる。

「……違う意味で、身の危険を感じたわ」

　ソフィアに抱きしめられるレナを見やり、俺は腰を下ろした。

　数日前に殺し合った連中と、仲良く大陸中を世直し旅。

　……酷ひどい状況だ。

　心の中でぼやき、幌の隙すき間まから見える大空を見上げる。

　おい、イリアス。俺はこれからどうすりゃいいのかね？

　もちろん、あいつは答えない。

　その代わりと言っちゃ何だが――

　空は、やけに蒼あおく澄すみ渡わたっていた。





戦せん変ぺんのグラン　了










　あとがき




　初めましての方、初めまして。お久しぶりの方、お久しぶりです。

　櫂かい末ま高たか彰あきと申します。

　今作は異世界ファンタジーです。

　前にどこかで語ったかもしれませんが、投稿時代は異世界ファンタジーばかり書いていたので、自分の中では元の位置に戻ってきた気持ちがしています。

　まあ、それはそれとして、近況でも。

　実は、前作から一年半経たっています。その間、何をしていたのかといいますと、試し行こう錯さく誤ごの繰り返しだったとしか言いようがないのですが、ようするに新作を出させてもらえるよう四し苦く八はつ苦く、七しち転てん八ばつ倒とう、七転び八起きしていたわけです。

　その中で、新たな挑戦も試みました。それが――

　リアル脱出ゲームへの参戦です！

　いやあ、脱出できないっ。摩ま天てん楼ろうで爆死したり、銀行強盗に入って逮捕されたり。

　自分って本当、閃ひらめきがないのだなあと痛つう感かんさせられます。

　俺、このリアル脱出ゲームで脱出できたら、新作出すんだ……。

　などと変なフラグを立てているうちに、新作が出る運びとなりました。脱出できてないのに。それもこれも、何か色々なもののお陰だと思います。




　では、恒こう例れいの謝しや辞じを。

　こちらの無茶ぶりに見事に対応して頂き、設定の補強等もして頂きました、イラストの春夏冬工あきないえ先生。ありがとう、ありがとう。今作も根気よくつき合って下さいました、担当の衣笠さん。ありがとう、ありがとう。友人知人に親しん類るい縁えん者じやの皆さん。ありがとう、ありがとう。特に佐さ藤とう了りよう先生、田た尾お典のり丈たけ先生、大おお橋はし英ひで高たか先生には大変貴き重ちようなアドバイスを頂きました。ありがとう、ありがとう。この本に携たずさわって下さった方々。ありがとう、ありがとう。

　そして読者の皆様。ありがとう、ありがとう。




　それでは、縁がありましたらまたお会いしましょう。





二○一四年　四月　櫂末高彰















著者

櫂末高彰

Takaaki Kaima




第七回えんため大賞優秀賞受賞。

ここに書くほどのことが自分にあるとは思えないのだけれど、そもそもプロフィールとは横顔という意味があるそうなので横顔を鏡で確認してみたら、横目でこっちを睨んでる奴と目があった。あ、これが自分か。そんな感じで目指すは遙かな高み。







イラスト

春夏冬工

Akinaie




今作のイラスト担当用生物。ネット海の匿名の闇に揺蕩う出生不明のエカキモドキ。

最近ソーシャルゲーム海洋で目撃が頻発していたが、今回ラノベ海で釣り上げられた。

「カッショクフッキンゴリウーイイヨネ……」と謎の言葉を発するが、その意味は解明されていない。
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